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甲府市内遺跡Ⅳ

― 平成 9～ 10年度試掘調査報告書 ―

2007

甲 府 市 教 育 委 員 会



序

本市 は県 中央部 に位 置 し、 長野 との県 境標 高 2599mの 金 峰 山山頂 か ら、南 は標 高

2000mに 近 い御坂 山塊 まで南北43キ ロ、東西最大幅約 10キ ロと、南北 に細長 い市域で

あ ります。金峰山山頂か ら標高約250mの 盆地低平地 まで多様な 自然環境が存在 し、豊か

で多彩な歴史や伝統文化が育 まれてきました。先人たちが残 した郷土の文化遺産 を保護す

るとともに積極的にその活用を講ずることは、現代に生きるものの責務であると考えてお

ります。

埋蔵文化財発掘調査事業もその一環であり、市域には364箇所の埋蔵文化財包蔵地が確

認されてお り、連綿 と営み続けた生活の痕跡が数多く残されてお ります。郷上の歴史文化

を理解 し、さらには故郷を慈 しみ、誇 りに思えるよう、当教育委員会ではこれ ら埋蔵文化

財を保護するとともに後世へ正 しく伝えるため一層の保護・啓蒙活動に取 り組んでまいる

所存であります。

本書は、平成 9。 10年 に旧甲府市域において実施 した各種開発にともなう事前の有無

確認及び緊急発掘調査の報告であります。本報告書が学術研究深化への一助になるととも

に、教育資料へも活用され、郷土の歴史と文化を再認識する機会 となれば この上ない喜び

であります。

末筆 とな りましたが、調査に際し、貴重な文化遺産に対する深いご理解を賜 り、ご支援・

ご協力を頂いた土地所有者及び関係各位に、感謝申し上げるとともに、衷心より厚 くお礼

申し上げます。

2007年 3月

甲府市教育委員会

教育長 角 田 智 重
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本書は、平成 9～ 10年度 に実施 した市 内遺跡発掘調査事業 の報告書で ある。

本事業 は、文化庁 。県 教育委員会 の指導 の もと、 甲府市教育委員会 が主徳 とな って実

施 した。調査経費は国 。県 の補助金 の交付 を受 けた。

各年度 の調査件数及び試掘・工事 立会等 の内訳 は、第 1表の とお りである。

調査 は甲府市教育委員会が主体 とな り、文化財保護担 当 (信藤祐 仁 。伊藤正幸 。平塚

洋一 。志村憲―・ 佐 々木満 。伊藤正彦)が実施 している。

本書 の執筆 は各調査担 当者が行 い、編集 は末木瑞夫 (文化振興課長)を編集責任者 と

し、伊藤正彦が行 った。

本書 の挿 図は、 中村里恵、清水秀樹、鈴木 由香、長 田由美子、 高添 美智子、望 月典子

が作成 した。

本書 に係わ る出土遺物及び記録 図面 。写真等 は甲府市教育委員会 で保管 して いる。
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図面のスクリーン トーンは、個々の図面上に指示 してある。
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第 1表

H9年度試掘調査 (太字は本書に掲載)

H10年度試掘調査

平成 9～ 10年度試掘・立会一覧

単位 =�

甲府城下町遺跡 別冊にて報告予定

府市文化財調査報告 18

大手三丁目・屋形三丁目地内 道路整備事業(第54次)

古府中町1507他 駐車場造成(第 51次 )

緑ヶ丘二丁目遺跡

H9年度立会調査
遺  跡  名 血 所 地 調 査 ガ 誦 否 瓢 FER 備 考

銀 杏 之 木 遺 跡 更 新 寺 二 T日 水 道 管

居 村 村 上 遺 跡 水 道 管 敷 設

上 町 天 神 遺 跡 上 町 地 内 卜水 道 管 敦 設

榎田遺跡

千塚 I丁 目2926-7

個人住宅建設2926-11

千塚五丁目地内 河 川 工 事 11/5
千壕 五 丁 目2926-10

個人住宅建設
千塚 I正

「
目2926-4

坪 遺 研 横 根 町 字 反 田4652 盾 師 建 設
手 下 遺 跡 手 三 丁 目 11他

塚 四 丁 目及 び 山冨 町 地 内 下 水 道

鴨 塚 還 跡 山宮町地内 下 水 道 管 敷 設

甲府城跡
①
一②
一③

Jヒ ロニ丁 目170-7 下 水 道 管 敷 設 12/5
丸 の 内 一 丁 目558-3

水道漏水工事一丁 目558-2
甲府 城 下 町 遺 跡 の内一‐T日 12-2 区画 整 理 事 業

酒折縄文遺跡
酒 折 三 J日 批 肉 下 水 道 管 敷 設

酒 折 三 丁 目 1295 設

天 神 平 造 跡 羽 黒 町 地 内

御蔵遺跡
山冨 町 地 内 下 水

山冨町732他
・の脇 B遺跡・ 上 郷 遺 跡

善光寺二丁目地内
下水 道 管 致 設

の踊 B遺跡 下水道 管 致 設

山之 押 遺 研 山冨 町 字 大 膳 田 9312 住 宅 建 設
者 宮 前 遣 跡 「1482 水 酒 管 駿 譜

遺  跡  名 h 所 在 地 調査 原 因 調 査 期 間 備 考

秋山氏館跡 高畑一丁目1083-19他 道路改良工事 10/6-21 甲府市文化財調査報告16
にて報告済み

朝気遺跡
朝 気 三 丁 目237他 暦 舗 娼 築 8/18

三 T 281-1 倉庫建設 2/2-4
銀 杏 之 木 遺 跡 310-l他 集 含 任 毛 建 設 9/30-10/7

榎田遺跡
2792-1 町人住 宅 増 築 6/1´ψ5

千 塚 五 ]人住 宅 建 設 ユ

大坪遺跡
横 根 町 546 駐 軍 場 里 24

:BIr443-2

ど田週 l田町 7亀 田他 グラン ド 丁 事 11/4～ 3/25 三て報告予τ
卜石 田 二 T日 220仙 128 1/11～ 14
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H10年度試掘調査 伏字は本書に掲載) 単位=だ
遺  跡  名 血 所  在  地 調 査 原 因 司

久保之沢遺跡 下帯那町字久保之沢23歩2他 道路改修工事 5/6-31 甲府市文化財調査報告13
にて報告済み

甲府城跡

】ヒロニ J日 1 7他 1_

Jヒ ロニ丁 目33 店 舗 茉住 宅 設 9～ 12/25 争予 庁

丸 の 内 一 丁 目572他 駐 車 場 建 設 12/14～ 1/18

甲府城下町遺跡

人住 宅 建 4 4/16～ 20
雰 舞 WT66 2 7/30

丸 の 内二 丁 目 108-2 個 人件 8 l

Jヒ ロ三丁 目1-1 診 療 所 増 築 2.25 3/12

⑥ 北口二丁 目1-8他 店舗建設 450 2/10-3/26 甲府市文化財調査報告15
にて報告済み

酒 路 建 設

増 坪 町 4455他 店 舗 建 設 4

川 田 町 字 正 里 742他 共 同住 宅 建 設 3/1-8

武田氏館跡

① 屋形三丁目2541他 道路整備事業(第55次 ) 945 8/5^ψ 3/22 甲府市文化財調査報告 9

にて報告済み
百 府 甲 WT261 籟 式 巖 屋 譲 (男5 7 甲府 巾又 4ヒ 財 調 査 報 宙 ■υ

にて 報 告 済 み古 府 中町 26H 石垣改修工事G 30～ 1

古府中mr3555 個 人 住 宅 改 築 (第57次 ) 9/23-11/9
甲府市文化財調査報告23
にて報告済み

屋 形 三 T 7- 個 人 住 宅 増 築 (第58次 ) 11/4
2- 1/19～2/5

小 河 原 町 写 橋 話 355他
手窪 町字 大 道 西 地 内他 宅 地 造 成 250 1/30～ 1

里 町地 内 区画 整 理 事 業

八幡東遺跡
湯 村 三 丁 目 16661他 個 人 住 宅 建 設 3/4～ 5

2450-10 (住宅 建 設 8 3/11-17
1653-84W 2/9-26
1981 4

緑ヶ丘―丁目遺跡

緑 が 丘 一 丁 目 01-3 4

緑 が 丘 二 丁 目 38-7 ]人住 宅 4

緑 が 丘 二 目 151-4 ヨ人住宅建設 1/29-2/3

緑ヶ丘二丁目遺跡

緑 が 斤三 目 3-36 套 舗 増 築 8 10/19～28
日 8384 40 11/13～ 24

3/1～
三 J日 1600-1他

塚 原 町 8501他 個 ム

横 根 町 セ レモ ニ ー ホ ー )レ 遺 跡 横 根 町 字 大 畑 705他 建 物 建 設 560.25 5/27～6/4

H10年度立会調査
活  縣  名 認

'
調 査 考

欠 嫁

銀杏之木遺跡
東 寺二・ 三 丁 目地 内 公 共

東 寺二 丁 目地 内 河 川 工 事 l

居村村上遺跡
托川 一 丁 目・ 池 田二 丁 目地 内 公 共 下 水 と言怒と 8/17

円 二 T 『水 道 管 致 設 10/12
梅 田置 訴

大北耕 地 潰 跡 大里 町地 |

音羽 遺 跡 富 士 見二 丁 目 河 川 工 事

上組 遺 跡 上 租 水 路

上町 天 神 遺 跡 下々水 8/17
川 田籠 訴 3/27
北 原 霞 跡

甲府 城 下 Br遺跡 丸 の 内 一 丁 目243
酒折 縄 文 遺 跡 酒 折 三 丁 目地 内 公 共 下 水 14

桜 井 積 石 塚 古 墳 群 井町1062 伐 採 ・ 仮 設 羮 設 4/15

外河原デクヤ遺跡
子改良工事 11/24
婿
一蹴

12/25
大 神 北 置 断

天神 平 遺 跡 羽黒 | 公共下 ,

西河原遺跡
「
:二丁 目地 内 公 共 下 設

‖二T 公 共 下 水 | 10/12
西耕 地 A遺 跡 3/9-18
西 群 Ip置 跡 9/9・ 24
半 右 置 が 9/14
豆 田遺 跡 田三 丁 目 :町地 内

御蔵遺跡
山 g町 地 内 河テlI工 24

② 山 公 共 下 水 | 14・ 20
冨 裏 遺 跡 共 下 水 道 管

冨の脇A
宮の脇 B

1 24
二・ 三 丁 E 11/24

山梨 学 院 大 学 校 内遺 跡 酒折537-1

米 軍 遺 跡 田409 ]人

― Ⅵ ―
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1 朝気遺跡

調査 位 置  甲府 市 朝 気 三 丁 目145

調査 原 因 共 同住 宅 建 設

対 象面 積  250∬
調査 面積  10∬
調査 期 間  平 成 9年 5月 12日 ～ 5月 13日

調 査担 当 伊 藤 正 幸

遺 跡 の概 要

濁 川 及 び 荒 川 の沖 積 原 上 に位 置 す る朝 気 遺

跡は、古墳時代か ら平安時代 まで を中心 に、縄文時代 まで

の遺物が確認 されて いる一大集落跡で ある。 これ まで にも

東小学校 の校舎建設や下水道 の埋設、市道 善光寺敷 島線敷

設工事等 に先立つ発掘調査 によ り、土器ばか りでな く木製

品や石製品・ガ ラス玉等、該期 の良好 な資料が出土 して い

る。今 回の調査地点 は朝気遺跡 の南西端部 にあた り、標高

258mを 測 る。 平成 6年度 に、 今 回 の調査地 か ら50mほ
ど離れた北東側 を試掘確認調査 を実施 したが、遺構 。遺物

等は確認 されて いない。

調査の概要

調査は対象地 に 2ヵ 所 の試掘溝(2m× 2m)を 設定 し、重

機 によ リー110cmま で掘 り下げ壁面調整及び精査を行 つた。

旧建物 の瓦礫 及 び火災 による撹 乱 が -6 0 calほ ど確 認 さ

れ、そ の下層は安定 した 自然堆積層 となる。細粒砂層・灰

白色粘土層・ 黒色粘土層 と続 き -110cmで青灰色粘土層 に

至 る。 さ らに白色粗粒砂層・黄色粗粒砂層 と続 くが、 白色

粗粒砂層は帯水層で湧水が激 しい。

ま と め

遺構 は確認 されず、遺物 も古墳時代後期 と思われ る高邦

の頸部 1点 と器形不 明の土師器 の小破片が 3点出土 した に

とどまって いる。遺物 の出土量 も微量で あ り、朝気遺跡 の

外縁部 に当た る もの と推測 され る。

図3試 掘坑配置図

鞠χ
0           5m

―
図4 出土遺物

調 査 地 近 里
爪
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2 朝気遺跡

調 査位 置  甲府 市 朝 気 三 丁 目74-2
調査 原 因 個 人住 宅 建 設

対 象 面積  108.82∬
調査 面積  8ゴ
調査 期 間 平 成 9年 12月 15日

調査 担 当 伊 藤 正 幸

調 査 の概 要

東 小学 校 南 西 部 に位 置 し、 標 高 258mを 測

る。 東 小学 校 の校 舎 改 築 及 び市 道 善光 寺敷 島

線 の敷 設 工事 の際 に行 った調査 で は、 地 表 下

80～ 1 00cmほ ど の位 置 か ら古 墳 時 代 後 期 か

ら平安 時 代 に至 る遺 構 。遺 物 が検 出 され て お

り、 さ らに今 回 の調 査 北側 に隣接 す る店 舗 建

設 工事 の 際 は、 3mほ どの地 点 か ら弥 生 時 代

前期 の遺 物 が確 認 され て いた。

0        18[

-

瑠―イ申 kttΞ医寛
m

図5出 上 遺 物

今 回の調査は個 人住宅 の建設 に伴 うもので、 2m× 2mの 試掘溝 2ヵ 所 を設定 して人力

によ り遺構 。遺物 の確認 を行 った。

両試掘溝 とも、表面 の客土 を除去す る と黄褐色 の土砂混合層 にな り2 0cmほ ど続 く。そ

の後やや しま りの強 く上層よ り若干暗 い黄褐色土層 になるが、 この層か ら土師質土器 (カ

ワラケ)が 3点及び施釉陶器が 1点 出土 した。 いずれ も小破片である。

全体 で 6 0 cIIlま で掘 り下げ たが、遺構 は検 出 されず、遺物 の出土 も散漫で あったため埋

め戻 して調査 を終 了 した。
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3 榎田遺跡

調査 位 置  甲府 市 千塚 五 丁 目3086-1

調 査 原 因 個 人住 宅 建 設

対 象 面i積  246.59∬
調査 面 積  8∬
調 査 期 間  平 成 9年 8月 25日 ～ 8月 27日

調査 担 当 伊 藤 正 幸

遺 跡 の概 要

榎 田遺 跡 は、 弥 生時 代 か ら古 墳 時 代 に至 る

遺跡で ある。荒川扇状地 の扇央部 に位置 し、平成 4年度 に行われた宅地造成 に伴 う発掘調

査 (山梨県教育萎員会)では、弥生時代後期か ら平安時代 に及ぶ濃密な遺構・遺物が検 出

されて いる。今 回の調査地 は この調査 か ら南へ約 75m離れ た地点 に位置 し、標 高は 303

mを測 る。等高線 の方 向か ら推測 し、扇状地上 に発達 した小規模 な舌状台地 の東端部分 に

あたる ことがわか る。

調査の概要

対象地 に試掘溝 (2m× 2m)を 2ヵ 所設定 し、人力によ り掘 り下げ た。

全体 的 に砂混 じ りの茶褐 色土層で、地表下 -9 0cmで 砂 層 に至 る。両試掘溝 とも安定 した

自然堆積層で、東側 の試掘溝か ら人頭大 の礫が 3つ確認 された (地表下 -6 0cm)以 外 には茶

褐色土層 に乱れは認 め られない。

ま と め

遺構は確認できず、 また遺物 についても、

土師器 の小破片が 3点 出土 した に とどまっ

ている。

況1)ヽ

TP-1調査状況

TP-2調査状況
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大坪遺跡

調査 位 置  甲府 市 横 根 Ⅱ町字 反 田458-2,460-2

調 査 原 因 個 人住 宅 建 設

対 象面 積  122.25∬
調 査 面積  3,7∬
調査 期 間 平 成 9年 10月 1日 ～ 10月 6日

調 査 担 当 伊 藤 正 彦

遺 跡 の概 要

本遺跡 は盆地北部、本市東部郊外 に広 が る。

当遺 跡 は、 これ まで幾度 とな く発掘調査 が実施 され、

古墳 ～平安時代 にいた る集落・ 土器 生産遺跡 で あ り、

該期 の拠点 的集 落 で ある ことが判 明 して いる。 調査 地

点 は濁 川左岸 の標 高約 260m、 遺跡範 囲の南隅 に位 置

す る。

調査の概要

本工事 は、建物建設 に際 し盛土 を行 い施工す るため、

現 況地表面 まで 開発 は及ばず、 わず か に浄化槽 設置点

のみ に掘 削が及 ぶ こととな る。 このた め浄化槽設置地

点 (試掘坑 1)と 任 意 の地点 (試掘坑 2)と の二箇所

に試掘坑 を設定 し、地表下約 lmま で掘 削 を行 った。

両地点 とも、地表下約 6 0cmま で撹乱 を受 けてお り、そ

れ以下 に砂 層・ 青灰色粘 質土 の堆積 が見 られ た。遺 物

包含 層 。遺構 な どは検 出で きず 、撹乱 層及び砂 層 中か

ら土師器が十数点 出土 して いる。

u駆縄 1支

口                     l Dan

O                10m

図 6言式掘坑画E置図

試掘坑 ]

i

2

4

5

／
　

　

／

試掘坑2

1褐 色 土 層

2茶 褐 色 土 層

3灰色粘質土層

4灰色粘質土層十灰色砂礫

図 7 上層柱状図

妙仲蛉
灰

黒

青

図8出 土遺 物

調 査 状 況 (試掘坑 2)
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調査位置

調査原 因

対象面積

調査面積

調査期 間

調査担 当

落合氏館跡

甲府 市 国 玉 町宇 一 ノ坪 1085
個 人住 宅 増 築

1080。 14∬

6ゴ
平 成 9年 4月 14日 ～ 4月 16日

伊 藤 正 彦

遺跡の概要

本館跡 は、濁川左岸 の標高約258mに立地

し、浪 人屋敷 の別称 を有す る。 当地 には古代以来 の 由

緒 を伝 える国玉神社 (玉諸神社 )が鎮座 し、地名は同社 に

由来す る とい う。

調査の概要

対 象地 に試掘坑 を二箇所設定 し、地表下約 lmま で

掘削 を行 った。 いずれ の試掘坑 も地表下約 30～ 5 0cmま

で撹乱 を受 けて いた。そ れ以下 に安 定 した土 層堆積 が

見 られ たが、遺物 包含 層及び遺構 な どは検 出で きず 、

土器片が数点 出土 したのみで ある。

試掘坑1      試掘坑2

I撹 詭 層     4暗 灰黒色粘質土層

2灰 色 粘 質 土 層  5淡 黄白色砂質土層

3暗灰黒色粘質土層  6黄 褐色砂 質土層

図10 土層柱状図

錮
側

図 9膏式掘坑配置図

沖
Ｌ

一【第ヽ中、一韓第鞍・

舟
川
γ
‐

一一聯 ,iFF三

二三二三二三二三こここ
i::::::::::::〔〔〔

`:4     

く「
;F=======]:::::::i(〔 f:

晰
＼↓ 定 地

図 11 出 土 遺 物
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i

2

4
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6 吉沢A遺跡

調査 位 置

調 査 原 因

対 象面 積

調査 面積

調査 期 間

調査 担 当

甲 府 市 平 瀬 町 平 瀬 933
個 人 住 宅 建 設

346∬
5∬

平 成 10年 3月 2日 ～ 3月 9日

伊 藤 正 彦

遺跡の概要

本遺跡は、北部 山問地 を流下す る荒川右岸

の河岸段丘上 に広が る。調査地点は、南面す るなだ らか

な傾斜地で あ り、標高約415mを測 る。調査対象地 内で

南北比高差が約 2mあ り、現況は畑地で あった。

調査の概要

本工事 は、建物建設 に際 し盛土 を行 うため、浄化槽及

び浸透槽設置地点 を対象 に試掘坑 を二箇所設定 した。地

表下約 60～ 7 0cmま で掘肖Uを 行 しゝ、 耕作」ヒが約 30c皿堆積

す る以外、混礫黄褐色砂質土 (地 山)と な る。

耕作土 中か ら土器片が 2点 出土 したのみで、遺物包含

層 。遺構 な どは確認で きなかった。調査地北側 の畑地か

ら土器が表採で き、そ のほ とん どは縄文 中期初頭か ら後

期 に属す るものである。遺跡 の中心はよ り北側 にある と

考 え られ、調査地である南側傾斜地へ の分布 は希薄 と推

察 され る。

|

試掘坑1:■

【
試掘坑2:1日

図 12 試掘坑配置図

8-
試掘坑1

1耕 作 土

2黄褐色砂質土層

3混礫黄褐色砂質土層

図 13 土層柱状図

試掘坑2

調 査 状 況
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7 甲府城跡

調 査 位 置

調 査 原 因

対 象 面積

調 査 面 積

調 査 期 間

調 査 担 当

甲 府 市 丸 の 内 一 丁 目573,580,581
ホ テ ル 増 築

269.79∬
42∬

平 成 9年 5月 7日 ～ 5月 8日

志 村 憲 一

遺跡 の概要

調 査 区 は 甲府 城 内松 陰 門 の北 西 側 、 標 高

約274mに位置す る。柳沢氏が藩主で あった

18世 紀 前 半 に描 かれ た柳沢文庫蔵 の 『楽 只

堂 年 録 』 の絵 図か ら推測 す る と、 屋 形 曲輪

内 の殿 舎 北 東 側 の空 閑地 に相 当す る もの と

考 え られ る。

調査 の概要

開発 予 定 地 に 2m四 方 のグ リ ッ ドを 3ヶ
所 設 定 し、 さ らに L字状 に トレンチ を拡 張

した。 調 査 は、 アス フ ァル ト及 び砕 石 層 を

重 機 で 除去 後 人 力で掘 削 を行 った。 1・ 2

グ リッ ドは約 1.7m、  3グ リッ ドは約 lm掘
削 し地 山層 を確認 した。各グ リッ ドか らは、

焼 土 粒 子 。炭 化 物 の混 入 が見 られ、 特 に 1

グ リ ッ ドで は径 4 0cmほ どの大 量 の礫 と瓦 片

の混入が確認 されたが、遺構 に関 して は検 出

されて はいない。

出 土 遺 物

磁 器 、 陶器 、 瓦 な ど

近 世 ～ 近 代 にか けて の

遺 物 が 、 2・ 3グ リ ッ

ドの 撹 乱 層 内か ら出土

した。 1は 19世 紀代 の

瀬戸産 の磁器碗である。

‐一〕〉‐
り

2

司
4 封

5
|

0                    10酬

図 16 出 土 遺 物 (1)

2は磁器、 3～ 5は陶器 いずれ も明治時代以降の遺物である。 6～ 17は本瓦葺 きの建物

で使用 された丸瓦及び軒丸瓦である。 いずれ も江戸期の瓦であ り11と 16とま火災等 によ り

赤褐色 に変色 している。 18は安山岩製の石材であ り、上面及び側面の二面 に撃の痕跡が確

認 される。 また部分的に煤の付着が見 られ る。

図 15 言式掘坑酉E置図
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調 査 位 置

調 査 原 因

対 象 面 積

調査 面積

調査 期 間

調査 担 当

甲府城跡

甲 府 市 丸 の 内 一 丁 目 106
店 舗 建 設

126.42∬
48.6�

平 成 9年 9月 10日 ～ 12月 19日

伊 藤 正 彦

遺 跡 の概 要

本 城 跡 は 、 盆 地 北 部

に位 置 し、 比 高 30mの
一 条 小 山 を 利 用 し築 か

れて いる。調査地点 は、

古 絵 図 等 か らか つ て の

柳御 門付近 に相 当す る。

昭 和 初 年 、 内 堀 の 埋 め

立 て に伴 い 石 垣 等 も解

体 さ れ 、 現 在 で は 街 路

に 面 して 店 舗 が 立 ち 並

ぶ 中 心 市 街 地 と な っ て

い る。

調査 の概要

堀 及 び残 存 石 垣 の検

出が 予 想 され た た め重

機 にて 掘 削 を行 った 。

崩 落 した石 垣 石 材 を多

数 確 認 す る と と も に、

地表下約 2.5mか ら南北  コ
方 向 5mに 渡 る石 垣 を

検 出 した。磁】ヒか ら20°

|

図 18石 垣 検 出 状 況
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図19石 垣 復 元 図

東 に振れ、 甲府城柳御 門南側 の石垣 と想定 した。古絵 図の注記か
ら石垣 高 。勾配角 が復 元 でき、『楽只堂年録』(柳沢文庫 所 蔵 )は
「石 カキ高二 丈八 尺五 寸」 。「石 カキ高水 上ニ テー 丈 九尺」 と記

述 し、『甲州府 中之城 図』 (前 田育徳会 )は 「高五 間」、「ノ リニ問」
と記述す る。 これ ら古絵 図の注記か ら石垣 高 を約 9m(水 上 に約
6m、 水面下 に約 3m)、 勾配角 を約 69° と推 定で き、検 出状況
と照合す る ことによ り出土 した石垣 は、 さ らに 3m下 層、 地表下
約 5.5mま で残存す る可能性があった。

石垣醗筋生

師

図20 出土遺物
見所

調査成果か ら、提 出 され た工事計画では遺構 を破壊す るおそれがあったため、設計変更
を要請 した。変更後、 工事 に伴 う掘削 に際 し立会 を実施 して いる。

�

-11-



9 甲府城跡

調査 位 置  甲府 市 丸 の 内一丁 目562-2他

調査 原 因 駐 輪 場 建 設

対 象 面 積  640。 10∬

調 査 面積  120ゴ
調 査 期 間  平 成 9年 10月 6日 ～ 10月 29日

調 査 担 当 伊 藤 正 幸

調査位置 の概 要

山梨県 指 定 史 跡 甲府 城 の内城西側 に清 水 曲輪 が存在

したが、 そ の一 部、 二 の丸 に接す る場 所 に造 られ た の

が屋 形 曲輪 で、 柳 沢 吉保 の代 に新 設 され た と も言 われ

る。現 在 は JR構 内及 び商業施 設 にそ の大 半 を 占有 さ

れ て いるが、 JR敷 地 内 に残 る段差 が 当時 の堀 及 び土

塁 の痕 跡 と考 え られ る。今 回調査対 象 にな った場所 に

も中央部 に 0。8mほ どの段差 が あ り、段下 にあた る北側

は、屋形 曲輪北堀 の堀上 にある。

調査 の方法

調査 は堀 に直 行 す るよ う南 北 に、 東・ 中・ 西 の 3本
の試掘 溝 を設 定 す る とともに、敷地 上段 に も 「 L」 字

状 に試掘 溝 を設 定 し、 重機 で表土 を除去 した後 、 人 カ

で精査及び遺構検 出を行 った。

調 査 成 果

調査地 北 の 3本 の試掘溝 内は いず れ も、 6 0cm程 の客

土 を除去す る と堀 の掘 りこみが確認できた。堀 幅 5,6m、

深 さ 1.lmの 規 模 で、「U」 字 の掘 り込 み を示 す。 覆 土

は茶褐 色 土 、 褐 色 土、黒 色土 の順 で、 堀 底 には拳大 の

礫 が入 る。 黒 色 土 層 中か ら多種多 量 の瓦 片 と ともに植
図 21 試掘坑配置 図

物遺体・板 な どの木製品および動物 (豚)の大腿骨が検 出 している。

上段 の試掘溝 か らは礫が混入 した不整形 のピ ッ トが 1基 されたのみで、土塁 の痕 跡 を示

す土層状況 は確 認で きず、遺物 も皆無であった。

-12-
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10 小瀬氏館跡

調査 位 置

調査 原 因

対 象 面積

調 査 面積

調 査 期 間

調 査 担 当

甲府 市 小 瀬 町 字 北 屋 敷 598
個 人 住 宅 建 設

479.66∬
33∬

平 成 9年 12月 9日

佐 々 木  満

調査の概要

遺 跡が所在す る小瀬一帯 は、『甲斐 国志』

によ る と、 鎌 倉 時 代 には稲 積 荘 に含 まれ て

いた と考 え られ、 調査 地 点 は武 田右 馬 助 信

長、 小瀬 宮 内大 輔 信 堅 らの館 と して機 能 し

た とされ る。 近 世 か ら大 正 まで は玉伝 寺 の

寺域 で あつた と考 え られ る。 昭和 61・ 62年
には五割 川 の河 川 改修 に伴 い発 掘 調査 が な

され (甲 府市教委 2004『甲府市 内遺跡 I』

参 照 )、 13世 紀 か ら15世 紀後 半、 17世 紀 か

ら近代 まで の遺物 が 出上 してお り、『甲斐 国

志』 の記載 内容 は別 と して も時期 的 には ほ

ぼ合致す る結果が得 られている。

今 回の調査 は、東 西方 向 に長 さ 13m× 幅

2m、 3.5m× 2mの 2本 の トレンチ を設定

し、掘削 を行 つた。 しか し、調査 した トレン

チ全体 か ら焼 却 灰 な ど多 量 の廃 棄 物 が 発見

され、 遺 構 面 な どはす で に撹 乱 され た後 で

あ つた。 後 日の確 認 で敷 地全 体 は か つ て焼

却灰 の埋設場所 とされていた ことが判 明 した。

■

0                 20m

図26試 掘 坑 配 置 図

ま  と め

今回の調査は、過去 の事例 と合わせて、 甲府盆地低部 の歴史 を解 明す る上で重要な確認

となるはずであったが、残念な結果 とな った。本地 区北側 には館 の堀跡 とされ る旧五割川

な ども残 されてお り、今後付近での調査が期待 され る。

� 房蔚 ＼ 「
~r

B                     10Bn

図27出 土 遺 物
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甲府 市 宝 一丁 目50-1

共 同住 宅 建 設

1846。 13ゴ

174∬

平 成 9年 12月 16日 ～

平 成 10年 1月 21日

伊 藤 正 彦

他

H 塩部遺跡

調 査位 置

調 査 原 因

対 象 面積

調査 面積

調査 期 間

調 査 担 当

遺 跡 の概 要

本遺跡 は、盆地北部、相川扇状地 の扇端部 に広が る。 当遺

跡は、 これ まで幾度 とな く発掘調査が実施 され、縄文時代 中

期か ら人々の生活 の痕跡が確認 されて いる。特 に弥生時代後

期～古墳時代 にかけて墓域 をともない大きな集落が形成 され、

当地での生活 の営みは中世 に至 るまで連綿 と続 いていた こと

が判 明 して いる。調査地点は相川左岸 に近接 し、標高約 277
mを測 る。遺跡軸囲の南東隅 に位置す る。

調査の概要

対 象地 に幅 2mト レンチ を束 西方 向 に 4本、延 べ 87mに
わた り設定 し、重機 によ り地表下 lmま で掘削 した後、人力

にて遺構・ 遺物 を確認 しつつ調査 を実施 した。調査 によ り近

世以降 に比定で きる溝 3条 と取水施設及び土器・陶磁器・木製

品 を検 出 した。 トレンチ 1～ 3に か けて 1・

2号溝 を、 トレンチ 3・ 4か らは 3号溝 を確

認 した。

1号 溝 は 幅 1.92～ 5.28m、  深 さ 0,78～
0。 98mの 規 模 とな り、 南 流 す る。 土 層 堆 積

か ら木 片 。多 量 の礫 が混 入 しつ つ、 2時 期 の

変 遷 を経 て埋 没 した過 程 が 明 らか で あ る。 ト

レンチ 3では、 掘 り込 み が 浅 く、 木 製板 によ

る取 水 施 設 を確 認 した 。 溝 底 に幅 1.02m、

深 さ 0,28m埋 め込 まれ て お り、 ほぞ が 穿 た

れ、丸釘が打 ち込 まれた角材 を転用 して いた。

2号 溝 は 幅 3.72～ 5.62m、  深 さ 0。 90～
1.83mの規 模 とな り、 南 流 す る。 1号 溝 と

2～ 3m離 れ 並 行 して確 認 した。 溝 壁 に 2～
3段 のテ ラス が設 け られ、 護 岸 のた め木 杭 を

打 ち込 み、 礫 を据 えて い る状 況 で あ つた。 土

層堆積 か ら 3時期 の変 遷 を経 て埋 没 した過 程

が顕著 にみ られ 、 幅 。深 さ を変 えつ つ も連 綿

と機 能 し続 けて い る。 最 下 層、 古 段 階 に比 定

|1棚 同

図28試 掘 配 置 図
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1  に =SD](古)匡コ=SDl(新 ) に 三SD2(古)圏 =SD2(中)匠コ=SD2(新 )

砕   石

灰 色 土 層 氷口耕作土

晴 茶掲 色 土 層 氷日た土

S黄 稿 色 砂 層 灰色砂 晴福色砂か班状に混る。

7灰 色 砂 層 棄褐色砂が極かに混る。

3睛灰色粘質土層 多4の篠を含む。木片が多数出■で

お性強い。

9砂  篠  層

19黒色お質主層 灰0お質土 茶福色粘質土かフロック状に混る。

酸化鉄か班状に混る。粘性強く、非常に撤密。

1,灰黒色粘質■層 黒0 灰色粘質土がフロック状に混る。41■強く、撤密なltVt.

12混蝉 IE 黄褐el 灰色砂がプロック状に混る。藤はレンズ状の堆積となる。

13砕   石    3層 と同じだが シート等が混る。

14灰黒色粘質土層 上層は黒味が強い粘質土である。レンズ状の推穫となり、大きな石

/JA混入している。

15茶褐e粘質■層 砂糧を多く含み、特に下層に多■建積する。粘性強く、しまりあり。

16灰 0粘 質主屈 瑠 ヒ物を含力、お性強く、非常に撤密。ビニール片か潟る。

1,灰 色お質■層 16と 同―の主層であるか、責褐色砂層と粘質土が互層となつている。
ビニール片等が混る。

18灰  色 砂 層 上層に灰色粘質■か多く混入する。黄褐eV/NEが フロック沢に混る。

ピニール 塩ビ管が混る。

19混14a銚 質」霞 」ヽ漂か全体に混り、上層は砂粒、下層に粘質とが多く輩要する。

20灰 色 砂 質 土 層 灰色粘質土 皓茶偶色■かブロック状に混り、砂粒ん多二に含む。

21 贈褐色お質主層 票色主 茶褐色がプロック状に混る。粘世強く撤密。

22灰 色 砂 層 均―な砂層からなり、■層では粘質土が混る。

23灰 色 砂 層 均―な砂層からなり、主層では粘貫土が混る。

24褐 0砂 礫 層 小礫を含ら、レンズ状の建覆となる。優かに反色粘質土かフロック

状t混る。翻 ヒ鉄により褐色となるか。

25灰 褐 色 砂 層 酸化鉄の作用により褐色となる部分か,在 する。均―な砂Xtである。

0                 20m
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図30 トレンチ 1遺構検出状況
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|フスフアルト

2砕  石

3砕  石

4灰 色 土 層 水日81t土

6皓茶褐色土届 水日床土

6灰 色 砂 層 茶褐色土 黒e粘質土か班状に混る。

しまり・粘性強い。

7黒色粘貫土層 砂粒・際の激 多騒。

8黒 色粘賢土層 篠の混入が8層 より多く、酸イヒ鉄か

班状に混る。

9灰黒色粘質劇目 篠 木片が混入する。酸化鉄が班状に

混り、グライ化した土壊である。

,0黒 色粘質土層 地山

図 31 トレンチ 2遺構検出】犬況

トレンチ4(3号 満)

トレンチ3(3号溝) コ

十

一
４

号 溝 (ト レンチ 2)
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図32 トレンチ3・ 4遺構検出状況



鰈

郎

2号 溝

Ａ

一

Ａ

一

3 2  4

ビ
4砕 石

2 at石

a反  色 砂 層 暗黒褐色土 戻色砂か互層となつて

しヽる。整地の機の燿上であろう
`

子5s区褐色お質■層氷日耕十士

0                20rr

S贈 褐 e土 層 側ヒ切 焼とを宮み、砂穣が全体に

混る。しより お性あり。

7茶 縛色■層 黒色土 裾0とがプロツク状に混る。
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図33 トレンチ 3遺構検出状況

1 タスフア,レ ト

2幹  石

4灰 0 ■ 層 水固41+土

6明 茶鶴色■8 氷日床■

6「 leeお質J目 灰e砂 褐色土かフロック状に混る。粘性強く、しまりあり。ガラ、ビニール寺現

代ま4つ遺物を含む。

7灰 e 砂 層 」Eに黒福e■が 下層に策褐色砂がブロック■に混る。ビニール零現代の週物が

8灰黒色砂質土層 暗禍色砂が全体に現状に混る。しより 411が強い。

9灰  色 主 E 猫催強く、しまりあり。乗褐e主がプロック状に混る。Seat代の最慕期にここま

で氷日1と していたのであろう。4層に寛べ砂種が多く混る。

10晴 茶褐色主層 砂篠を含泳 黒褐e土  福e■かプロック状に混る。しまりあり。お世強い。

,I灰 色 砂 層 下8か ら灰8砂 黄褐0砂 反色砂の順で互層となる。ガラスピン ピこつレ等現

代までの週物を含む。

1ぞ 茶福色砂HEE ゆ種 藤弥全体に混り、灰色土 福色とをプロック状に含む。

I]灰 e砂 質と層 菌寵色砂がプロック状に潟乱 砂と禍質■かコロになっている部分も確認かできる。

しよりあり、粘催強tヽ

14反 褐0砂 篠層 IEい 混る。

15灰 e猫 質■月 砂種を多く含,、 しまり お性あり。

16反  色 砂 た IBにお受とが多く堆種じている。受褐色砂がブロツク状に混り、しまりなく

粘性あり。

17茶 褐色土層 砂政か全体に混り、Re■がフロック状に混る。しまり 猫性あり。

10灰 e と 層 下層に栞福色■の輩嶺が多く認められる。ψ拉を宮ら、しまり おにあり。

19灰 色お買土層 劉本に砂種を多くEEl、 下層にIDEかレンズ状の唯積となっている。褐eとが樫か

に上層に混る。しまりなく 姑性あり。

田 黄得色砂脚瞬 黄褐色砂 灰e¢が互層となる。

2,荻黒色砂傑層

′

Ｌ

状出検 2況
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見所

で きる溝 は幅 4.64m、 深 さ0.83mの 規模 を有 し、幅広 く深 い溝 とな る。そ の上層、 中段

階 に比定す る溝規模 は幅 3.88m、 深 さ 0。48mと な る。 最 も上層、新段 階 に比定で きる溝

は幅 2.71m、 深 さ0.51mと な り、規模 を大 き く縮小 させ る。

3号溝 は幅 0,78～ 0.82m、 深 さ0.29～ 0.34n■ の規模 とな り、 1 ・ 2号溝 と異な り主軸

を東 に 30° 振 って南流す る。

調査 によって検 出 した 2号溝 は、古絵 図等 の記載 か ら甲府 上水 に比定で きる。享保 17

年 (1732)申 上書ωは、浅野氏領有期 (1598～ 1600)に 上水堰 を普請 した こと、寛文 2

年 (1662)、 町内堰 に石蓋 を し、かつ相川取水 口まで修復 した ことな どを記載す る。すで

に先学りが、 甲府上水 は上水専用堰 として建設 された ものでな く、従来 か ら存在 した水 田

用水堰 を利用 。改修 して城下 まで通水 したため町上水 と水 田用水 との併用堰であつた こと

を明 らか に している。調査箇所 は相川か らの取水 日、史料 に散見す る 「相川大 口」 に近接

した開渠箇所 に相 当 しよ う。

最上層 に掘 り込 まれ た新段 階 の溝 は、水 田用水 として昭和 30年代 まで機能 して いた こ

とが明 らかで あ り、 中段階 に比定す る溝 は、新 甲府用水路 の完成 によ り湯川 。相川 とは関

係な く市 中に引水 出来 るよ うになった明治 9年 (1876)以降 に位置づけ られ よ う。

出土遺物は江戸後期 に位置づけ られ る肥前磁器 が数点、それ以外、多 くが明治期以降の

陶磁器であ り、江戸時代初期 にまで遡 り得 る遺物は確認で きなか った。寛文 2年の用水制

札oは、堰 での洗 い物、破壊行為 な どを禁上 し、元禄 7年 (1694)『御公用留帳』ぃか らは、

定期的 に用水堰 を清掃 して いた ことが判 明す る。 こうした史料 を考慮す るな ら、今 回の調

査 によって江戸時代 まで遡 り得 る出土陶磁器 の絶対量が少な いのは、単 に検 出できなか っ

たのではな く、 当初 よ り用水堰 中には含 まれて いなか ったのではないか と推定できる。

甲府上水 と想定で きる溝跡が確認で きた ことは意義深 く、特 に溝跡の規模 が時代 ととも

に狭 くな り、 町上水 と水 田用水併用か ら水 田用水 のみ となった歴史的変遷 を如実 に反映 し

ている ことな ど重要な知見が判 明 した。

註

(1)「腱 159 御尋 につ き甲府上水仕様 申上書」 『甲府市史 史料編第 2巻』近世 I

甲府市史編 さん委員会  1987
(2)露木  寛 『江戸時代 の甲府上水』 汲古書院 1966
(3)註 (2)前 掲書

(4)「 6月 27日 条」 『山梨県史資料編 9』 近世 2 山梨県  1996

-22-



2号 溝 (ト レンチ 2) 3 号 溝 (ト レンチ 4)

露 回面4=下『
5/艇霞露|  ″

〉/ヒ~7|1

/
図 34出 土 遺 物 (1)

-23-

′〇騎″篭?那♂囲ヌ側 民

m ttHk甥 票    庵 影

〆Ⅷ 炒・  Юゞ =7

螂 23嘲 4

O                       1004



7M8 覇
業当 許

f会

岬 印ノ観 司 翻 5

〔ここ極::3) 42

:5

嘔らヱ7

応一牝
図35出 土 遺 物 (2)

-24-

0    (G4の み)   1004

10m



―①

O                 10BI

―団

く

く

こ
⊃

~

翻

一

幻

一

峠

珈

脚

脚

‰

帥

Ⅷ

棚

脚

棚

辮

鞘

ウ

|'|ヤ |ゝW赳 ,



12 八幡神社遺跡

調 査位 置  甲府 市 宮 前 町 641
調査 原 因 個 人住 宅 建 設

対 象 面i積  1051.43ゴ
調 査 面 奇甍 6.75∬
調 査 期 間  平成 9年 4月 8日 ～ 4月 9日

調 査 担 当 志 村 憲 一

遺 跡 の概 要

八 幡 神 社 遺 跡 は、 相 川 扇 状 地 の扇 端 部 に

立 地 す る縄 文 時 代 の遺 跡 で あ る。調査 区は

遺 跡 鈍 囲 の東 南 辺 標 高 約 295mに あ り、 東

南 方 向 70mに 位 置 す る藤 川 へ 緩 や か に傾

斜 す る。 中世 の武 田城 下 町遺 跡 の範 囲 に も

含 まれ 、 藤 川 の東 側 には大 泉 寺 小路 、 西側

には鍛 冶 小路 が 南 北方 向 に通 って い る。 調

査 区東 側 に位 置 す る府 中八 幡 神 社 は、 甲府

城 が 整備 され た文 禄 年 間 に、 浅 野 氏 が 甲府

城 下 町 の乾 の鎮 守 神 と して、 武 田氏館 跡 南

西側 に位 置 して いた府 中八 幡 宮 を遷 座 させ

た もので あ る。

調 査 の概 要

調 査 区 に 1,5m四方 の グ リ ッ ドを 3箇 所

設 定 し、 地 表 下 約 4 0cmま で 人 力 に よ り掘

削 を行 っ た 。 各 グ リ ッ ドと も表 土 下 10～
1 5cmは 、 昭 和 20年 の 甲府 空 襲 の火 災 に よ

り赤褐 色 に変 色 した焼 土 層 とな る。 1グ リ

ッ ドの焼 土 層 下部 に イま、 涯講さ 2 0cmの 茶 渇

色 土 の堆 積 が見 られ た が、 他 のグ リ ッ ドは

相川扇状地で一般的 に見 られ る黄褐色粘上 の地 山層 とな る。調査 区内か らは、遺構及び遺

物は確認 されてはいない。

10m

-図 37試 掘 坑 配 置 図

iグリッド

■         2グリッド

■

-26-



13 古宮遺跡

調 査 位 置

調 査 原 因

対 象 面 積

調 査 面 積

調 査 期 間

調 査 担 当

甲府 市 長 松 寺 町 759-1他
市 民 セ ン タ ー 建 設

5067.06∬
200∬

平 成 9年 5月 19日 ～ 5月 27日

伊 藤 正 幸

遺跡 の概要

荒川 の氾濫原 上、標 高276mの 地 に位置す

る。周辺地域 に遺跡は少な く、本調査 は遺跡

0             100m

―

詳細分布調査 の一環 として行

われ た。現状 は水 田で、対象

地 のほぼ 中央部分 を水路が南

ゴヒとこ横切 って いる。

調査 の概要

対象地に幅 2mの試掘溝を、

東西方 向 に 1本、南北方 向 に

2本設定 し、客土及び 旧来 の

耕作土 を重機で除去 した後 人

力で精査 を行 った。試掘溝 の

総延長 は約 100mで ある。

客土及び 旧耕作土 は、現 地

表 面 か ら60～ 8 0cm堆積 して

いた。 そ の後 白色粗粒砂層 。

黄色粗粒砂層 と続 き、 人頭大

の礫 が混入す る粗粒砂層 に達

す る。 この 面 まで 、 北 端 ―

160cm、  南端i-220cm、  東端

-220cm、 西端 -1 40 cllほ ど

で、極端 な高低差 は認め られ

な い。

十日募非ヤ停三L「重
~ド

とこ′享だ苫1 5cm

～ 2 0cmほ どの茶褐 色 土 層 が

認 め られ たが遺構 は皆無で あ

る。遺物 として東西 に設定 し

た試掘溝東寄 りか ら土師器 の

小破片 3点 と土馬の後 ろ足臀部、 お よび近世以降の磁器破片が検 出 され たが、砂層か らの

出土 で あ り流れ込みの可能性が強 い。

試 掘 坑 配 置 図

-27-
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i.客 土

(砂利・礫混る)

2.茶 褐 色 土 層
3.明 茶褐 色土層
4.砂 層
5.黒 色 土 層

6.黄 色 粗砂利層

7.白 色 粗 砂 層

1.客 土

(砂利・礫混る)

2.黒 色 土 層
3.明 茶褐 色土層

4.灰 褐 色 土 層

5.灰 褐 色 土 層
8.明 茶褐 色砂層
7.砂 層

(明茶褐色土に混入)

8.茶褐色土砂混合層
9.灰 褐 色 砂 層
10.黒色土砂混合層
11.黄 色 粗砂利層

TP4 TP6

0                 2m

図39上 層 桂 状 図
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図40出 土 遺 物

0    (7の み)   5m

T P5 TPフ

-28-



14 緑ヶ丘二丁 目遺跡

甲府 市 緑 が 丘 二 丁 目8976他
個 人 住 宅 建 設

130.07ゴ
7.02�

平 成 9年 5月 26日

志 村 憲 一

調査位 置

調査 原 因

対 象面 積

調査 面積

調査 期 間

調査 担 当

遺跡 の概 要

当遺 跡 は古 墳 ～平 安 時代 まで の散 布 地 で あ

る。 調 査 区 は遺 跡 箱 囲 の北 東 側 標 高 約 296m
に位置 し現状住宅地で ある。過去周辺調査では、

遺構 の検 出 は確 認 され て いな いが、 古 墳 ～ 平 安

時代 の土 器 等 の遺 物 が確 認 され て い る。

調査 の概 要

調 査 区域 内 に東 西 1.8m× 南 北 3.9mの グ リ ッ

ドを設 定 し、 地 表 下 約 1.4mま で 掘 削 を行 い 5

層 まで の堆 積 層 が確 認 され た。 1層 は撹 乱 層 で

あ るが、 2・ 3層 は近 代 の水 田耕 作 層 で あ る。

地 表 下 約 8 5cmに 位 置 す る灰 黒 褐 色 土 の 4層 内

か らは 、 土 師 器 小 片 と 14
世 紀 後 半 の常 滑 焼 甕 の 口縁

部 片 が 出土 して い る。 5層
は灰 黒 色 土 とな り、 砂 礫 が

大 量 に混 入 す る。 東側 を流

れ る相 川 の沖 積 作 用 によ る

もの と考 え られ る。
8                5m

図 41 試 掘 坑 配 置 図

1撹乱層 (盛 土)

2明 灰 色 土 層

褐色上が班状に混る。

9日 水田耕作土)

3明 褐 色 土 層

旧水田床土

4灰黒褐色土層

砂粒・小礫を含み、

しまりなく粘性強い。

5混礫灰黒色土層

礫が多く混る。

1

4

図 42 上層柱状図



15 緑ヶ丘二丁 目遺跡

調査位 置

調査 原 因

対 象 面積

調査 面積

調査 期 間

調査 担 当

遺跡 の概 要

緑 ヶ丘二丁 目遺 跡 は、湯村 山 (西 449m)
と三 光 寺 山 (北 369m)が 迫 る地 域 に

立 地 し、 古 墳 時 代 か ら平 安 時 代 に至 る埋

蔵 文 化 財 包 蔵 地 と して 周 知 され て い る。

大 正 時 代 か ら戦 時 中 にか け て 陸 軍 49連
隊 の訓 練 場 と して使 用 され て きた経 過 が

あ るが、 現 在 で は 閑 静 な住 宅街 にな って

い る。 調 査 地 点 は緑 ヶ丘 二 丁 目遺 跡 の 中

央 部 や や 北 寄 り、 標 高 296mに 位 置 し、

現状 は梅及び疏菜畑 とな って いた。

調査 の概 要

調 査 は 2m× 2mの 試 掘 溝 を 6ヶ 所 設

定 し人力によ り掘 り下げた。地表か ら40
cmほ ど下げると黒色の粘質土層にな り、

遺物が若干検出される。地表下 -120cmで 図 44試 掘 坑 配 置 図

人頭大の礫を含む黄褐色土層にな り、ここが地山と考え られる。遺構は一切検出されなかった。

ま と め

遺物 として、古墳時代か ら平安時代 の土師器が若千検 出され る。 いずれ も小破片である

が、器形がわか るものについては図示 した。ほか にキセルの雁首 1点が検 出されているが、
これは後世 の混入である。

鞠薯訂一θ
i

甲 府 市 和 田 町 字 水 口74卜 1他
共 同住 宅 建 設

987,7ゴ
24∬
平 成 9年 12月 16日 ～

平 成 10年 1月 16日
伊 藤 正 幸

＼
辻生てで注半マ4'5

踊評嬉
~~ゝ6牌江 8≧ 五

―◎

＼週溌√辺預12瑠ザ374(三ヨロ

16

図 45出 上 遺 物
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16 南口B遺跡

調 査位 置  甲府 市 南 口町 652-7他

調 査 原 因 集 会 所 建 設

対 象面 積  3298。 97∬

調査 面積  300∬
調査 期 間  平 成 9年 6月 9日 ～ 7月 15日

調査 担 当 伊 藤 正 幸

遺跡 の概 要

朝 気 遺 跡 の南方 、 甲府 市 立 東 小学 校 か

ら南 南 西 に700mほ ど離 れ た地 に位 置 す

る本 遺 跡 は 、 平 安 時 代 の 散 布 地 と して

周 知 さ れ て お り、 JR身 延 線 南 甲府 駅

の 地 下 通 路 建 設 の 際 に、 弥 生 時 代 の 壺

が 出上 した と伝 え られ る。今 回 この地 に

集 会 施 設 の建 設 が 計画 され、埋 蔵 文 化 財

の確 認 を 目的 に試 掘 調 査 を実 施 した。

調 査 の概 要

調 査 地 点 は 南 甲府 駅 の 北 隣 りに位 置

し、 標 高 は 257mを 測 る。 部 分 的 に コ ン

ク リー トや ア ス フ ァル トが 放 置 され た

現 状 で あ る。 調 査 は 幅 2mの 試 掘 溝 を

東 西 に 3本、 南 北 に 3本 設 定 し、 総 延

長 は 150m余 りに及 ぶ。 しか し TR3に
つ い て は 、 掘 削 途 中 に 建 物 の 基 礎 コ ン

ク リー ト(地中梁 )に あた り、南(線路側 )1/4

に つ い て は 調 査 が で き な か っ た 。 全 体

に客 土 が 1.5mほ ど堆 積 して いて 、 湧 水

も激 しい場 所 で あ る。

図 46 試 掘 坑 配 置 図

1.5mほ どの客土 を除去す る と赤色粘

土 層 に達 す るが 、 この面 が 旧来 の水 田  20滸一

床 土 面 にあた る もの と思 わ れ る。 この

面 を掘 りぬ くと水 が激 し く湧 き 出 る。

さ らに土 と砂 の互 層 が 6 0cmほ ど続 き、

2,3mほ どで灰褐色のシル ト層に達す る。
図47上 層 柱 状 図

なお今 回、灰褐色 シル ト層以下 の状況 を確認す るため、 コア抜 き取 りによる簡易ボー リ

ング調査 を行 ったが、 -270cmか ら黒色粘土層 に変わ る以外変化 はな く、 コアの中に植物

遺体等が混入す る こともなか つた。

遺構 と遺物

TRl及び 4か ら竹及び木材 を使用 した暗渠 2条が、-1 6 0calほ どの面か ら確認 された。

I 土石屁合客土層

2撹削目鉄頭大際・ヨンク

リートを含む)

3黄色砂層(山砂=客土)

4賭灰自粘土層

5灰 色細地砂層

6黄色,灰色混合粗粒砂層

7皓灰色粘土層

8黒色細粒粘土層

-32-



2本 の暗 渠 は 13mほ どの 間 隔 で 北 北 東 方 向 に平 行 して い た。 この 暗 渠 検 出面 か らは 近 代

以 降 の陶磁 器 が伴 出す る ので、 新 しい もの と考 え られ る。

遺 物 につ いて、 TR2の 旧水 田床 土 層 直 下 か ら古 墳 時代 前期 の土 師器 器 台 の脚 部 が 2点
検 出 した が遺 構 に伴 う もので は な か った。 ほか に近 代 以 降 の陶磁 器 ・下駄 。キセ ル の吸 い

口等 が検 出 した。 また 図 の 28及び 29に 図示 した遺 物 は木 製 の栓 で あ る。

11ヽヨ(|ヽ || 1■
'■

||●
‐■烹 1手4

暗渠検出状況 (TRl)

暗渠検出状況 (TR 4) 暗渠検出状況 (TR4、 木材除去後)
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17 山之神遺跡

調査位 置  甲府 市 山宮 町字 宮 ノ尾 根 2903
調査 原 因 個 人住 宅 建 設

対 象 面積  565.46∬
調査 面積  8∬
調査 期 間 平 成 10年 3月 23日

調 査担 当 平 塚 洋 一

遺 跡 の概 要

本遺 跡 は、 昭和 60年度 に実施 した 甲府 市

内に存在する埋蔵文化財包蔵地の分布調査の結果、

中世 の城館跡 の可能性が指摘 され、埋蔵文化財包

蔵地 とな った経緯がある。立地は甲府市北部 を市

域 と山間地 と隔て る片 山の山裾、大宮神社 のす ぐ

東隣に位置す る。

調査の結果

予定地 に 2× 2mの 試掘 トレンチ を 2ヵ 所設定

し、地表か ら人力によって掘 り下げ埋蔵文化財 を

調 査 した。 ゴヒ側 とこ詠わ屯した 1ぢデリ ッ ドで は彰Rさ

1.5mほ どの竪穴が掘 り込 まれ、 そ の中 に川原石

が充填 されて いた。川原石 に混 じって近世 の陶磁

器片が出土 して いる ことか ら、近世以降 の掘 り込

み と判断で きる。

南側 に設定 した 2グ リッ ドでは調査時 の地表か

ら約 lm下 層で 旧表土が確認で き、そ の面で礎石

跡 が確 認 で きた。礎 石 跡 の規模 は径 3 0 clll程 度 の

ものなので、礎石が支 えた上屋 の規模 は比較的小

規模 だった と推測できる。

ま と め

今 回の調査では中世 の城館跡が存在 した痕跡 を

は じめ、 中世 まで さかのぼ る遺物等は全 く確認で

きな か った。 また、 中世 の城

館 跡 が存 在 した とす れ ば 、 堀

と土 塁 のセ ッ ト関係 が 想 起 さ

れ るが、 調 査 地 には全 く痕 跡

も認 め られ な い。 そ の こ とか

らも こ こに 中世 の城 館 跡 は存

在 しな か った ので は な か ろ う

か。

0                     20

図 49試 掘坑配置図
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Ⅱ.平成 10年度 試掘調査
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18 朝気遺跡

調査位 置

調査 原 因

対象 面積

調査 面積

調査 期 間

調査 担 当

甲府 市 朝 気 三 丁 目237,238

店 舗 増 築

324∬
26∬

平 成 10年 8月 18日

伊 藤 正 彦

遺 跡 の概 要

本 遺 跡 は盆 地 中央 部 に位 置 し、 濁 川 右 岸

の沖 積 地 に広 が る。 調 査 地 点 は標 高 約 258
mを 測 り、 近 年 開発 が 進 み宅 地 。店 舗 が 密

集 す る市 街 地 と化 して い る。 現 況 は アス フ

ァル ト舗 装 され た店 舗 駐 車 場 で あ った。

調査 の概 要

対 象 地 に幅 2m、 長 さ 4～ 5mの 試 掘 坑

を 3箇所 設 定 し、 地 表 下 約 3mま で掘 削 を

行 った。 各 試 掘 坑 と も基 本 層序 に大 きな変

化 は な く、砂 質 土・ 粘 質 土 の堆 積 が見 られ

た。 遺 構 ・ 遺 物 ともに確 認 で きな か った。

0             100m

-

□                40m

見所

図51 試掘坑酉E置図

過 去 の周 辺 調 査 成 果 か らも数 mに 及 ぶ洪 水砂 の堆 積 が見 られ、 今 回 の調 査 に際 して も一

度 に lmに 及 ぶ砂 粒 の堆 積 が確 認 で きた。 そ の一方 で均 ― な堆 積 で、 ほぼ 水 平 に堆 積 す る

植 物 遺 体 を含 む土 層 も確 認 で き、 洪 水 等 の 自然災 害 に さ らされ る一方 で、 沼 や 池 とい った

常 に滞 水 す る湿 地 とい った環 境 で あ った こ とも復 元 想 定 で き る。

藝

―
日TP― I

ETP-2日
TP-3

TP-3土 層堆積状況調 査 状 況
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19 朝気遺跡

調査 位 置

調査 原 因

対 象 面積

調査 面積

調 査 期 間

調 査 担 当

甲府 市 朝 気 三 丁 目281-1

倉 庫 建 設

249,758∬
8∬

平 成 11年 2月 2日 ～ 2月 4日

伊 藤 正 幸

調査地の概要

今 回の調査地点は朝気遺跡 の南端部、標高

2 5 8rnに位置 し、東小学校か らは 165rnほ どの距離 を測 る。調

査地東側 の道路 (都市計画道路善光寺敷 島線)拡幅工事 に際 し

て行われた調査 (朝 気遺跡第Ⅶ次調査)では古墳時代 の水 田跡

(畦畔)が 6条検 出されて いる。

調査地 は北側 の道 路面 と比べ る と敷地全体 が 1 5 clllほ ど高 い

が、整備 された住宅地 の中の空 き地で ある。なお、本調査地か

ら東へ300mほ ど離れ た場所 には、十丁遺跡及び里吉天神遺跡

(と もに古墳時代)が知 られて いる。

調査の概要

調査 は試掘溝 (2m× 2m)2ヶ 所 を南北 に設定 し、人力 に

よ り掘 り下げた。

両試掘 溝 とも上部 は瓦礫 及び砂 が混 入す る茶褐 色土 層 で 一

1 1 0calほ ど確認 され、 さ らに 5 cmほ どの酸化鉄分が非常 に多 い

砂層 を挟み、そ の下層は安定 した 自然堆積層 となる。

I層  黒色土及び赤褐色土 の混合土層 (20～ 2 5cal)

Ⅱ層  黒色土層  (10-1 5cm)

Ⅲ層 黒色土層 (灰 白色土が若千混入す る)(3 0cHl)

IV層  明黒窪上上層 (50～ 6 0cm)                  0~
V層 灰 白色 土 層

部 分 的 な 撹 乱 が Ⅳ 層 に ま で 達 して い る こ とが 確 認 で

き、 過 去 の土 地 利 用 にお いて深 い部 分 に まで 手 を加 え ら

れ た こ とを物 語 つて いた。

ま  と め

遺 構 。遺 物 等 は確 認 され な か った。

幽

図52 試掘坑配置図

1砂及ぴ瓦際による

撹乱。

2茶 褐 色 土 層

(若千撹乱あり)

3茶褐色土及び灰白色

砂の混合土層。

4赤茶砂層 (酸化鉄)

5黒色及び赤褐色の混

合土層。粘性が強い。

8黒 色 土 層

粘性が強い。

7黒 色 土 層

(灰 自色土混入)

粘性が強い。

8明 黒 色 土 層

粘性が強い。

9灰 白 色 土 層

粘性が強い。
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20 銀杏之木遺跡

調査位 置

調査 原 因

対 象 面積

調 査 面 積

調 査 期 間

調 査 担 当

甲府 市 東 光 寺二 丁 目310-1他

集 合 住 宅 建 設

357,46∬
8ゴ

平成 10年 9月 30日 ～ 10月 7日

伊 藤 正 幸

遺 跡 の概 要

高倉 川 扇 状 地 の扇 端 部 分 に位 置 す る銀 杏 之

木遺跡は、平安時代か ら近世 に至 る包蔵地 として周知 されて いる。高倉川扇状地上 には縄

文時代か ら中世 に至 る遺跡が分布 し、北原遺跡、本郷遺跡、亥 ノ兎遺跡等、 これ まで にも

多 くの遺跡が発掘調査 された。 また扇央部 にあたる山裾地域 には古墳 も多 く 「北原古墳群」

の名称で呼ばれて いる。

今 回の調査地 は銀杏之木遺 跡 の北西端 に位 置 し、標 高 は255mを 測 る。調査地 の東側

100mほ ど離れた位置 に高倉川が流れ、北西か ら南東方 向 に緩やか に傾斜 している。

調査の概要

調査 は対象地 に 2ヵ 所 の試掘溝 (2m× 2m)を 設定 し、 人力 によ り掘 り下げた。両試

掘溝 とも上部 4 0 calほ どの砕石 を除去す る と茶褐色 の土層 にな リー9 0clllほ ど続 く。西側 の

試掘溝か らは -8 0cmほ どで部分的 に黒色 の上が認 め られ た ものの両試掘溝 とも -1 00cm
で地 山に至 る。遺構・ 遺物等は検 出されなか った。
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21 榎田遺跡

調査 位 置

調査 原 因

対 象 面積

調 査 面積

調査 期 間

調査 担 当

甲府 市 千 塚 五 丁 目2792-1

個 人 住 宅 増 築

236.38∬
4∬

平 成 10年 6月 1日 ～ 6月 5日

志 村 憲 一

遺跡の概要

当遺跡は甲府盆地北西部標高約 302mの 荒

川 の左 岸 に帯 状 に形 成 され た微 高 地 上 に立 地 す る弥 生 ～平 安 時 代 の遺 跡 で あ る。 この千塚

地 区 には古 墳・ 平 安 時 代 の遺 跡 が 集 中 して見 られ る。 調 査 区南 側 には、 平 成 4年度 山梨 県

文 化 財 セ ンター が 本 調 査 を行 い、 弥 生 時 代 後 期 か ら平 安 時 代 にか け て の住 居 が 28軒検 出

され た。 さ らに古 墳 時 代 前期 の方 形 周 溝 墓 4基、 縄 文 時 代 中期 初 頭 の上 坑 3基 を含 む 114

基 の土 坑 、 溝 、 掘 立柱 建 物 跡 1棟な どが確 認 され て い る。 調 査 区は遺 跡 範 囲 の北 辺 に位 置

し周 辺 は住 宅 地 で あ る。

調 査 の概 要

既 存 建 物 に隣接 す る増築 部 分 2m× 2mの 試 掘 坑 を 1箇所 設 定 し掘 削 を行 った。 遺 構 は

確 認 され て は いな いが、古 墳 時代 の土 器 が 2点確 認 され 、1は壺 底 部 、2は壺肩 部 で あ る。

1ヽ透1/
図 54出 上 遺 物
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22 榎田遺跡

調査位 置

調査 原 因

対象 面積

調査 面積

調査期 間

調査 担 当

甲 府 市 千 塚 五 丁 目2980
個 人 住 宅 建 設

391.18∬
4∬
平 成 10年 6月 11日

平 塚 洋 一

調査 の概 要

調 査 地 点 は、 平 成 4年度 に 山梨 県 埋 蔵 文 化

財セ ンターが発掘調査 を実施 した地点か ら約 500m南 東 に位

置す る。 発掘 調査 に着 手す る前 に周 辺 の分布 調査 を した結

果、隣接す る畑か らも土器が表面採集 できた。調査 の結果、

地表 か ら約 8 0cmま で撹乱 を受 けてお り、 さ らにそ の■ に盛

上 が施 され て いる状況 が検 出で きた。 最終 的 には地表 か ら

約 130cmま で掘 り下げたが、 出土遺物 もほ とん どな く、遺構

も検 出できなか った。

ま と め

遺 跡 の 中心 と思われ る地点 は、 今 回 の調査 地点 よ り北西

50m付近 で あ り、 そ この調査 で は方形周溝墓や集落跡 が確

認 され て い る。 今 回 の調査 区で は遺 物 もほ とん どな い こと

か ら、 当地域は遺跡 の外縁部 に当たる もの と想定 され る。

0       10m
中

図55 試掘坑配置図

籍

状査調
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23 大坪遺跡

調査位 置  甲府 市 横 根 町 546

調査 原 因 駐 車 場 整備

対 象 面積  2408ゴ
調査 面 積  114∬
調査 期 間  平 成 10年 11月 9日 ～ 11月 24日

調査 担 当 伊 藤 正 幸

遺 跡 の概 要

八人 山 と大蔵経寺 山の間 に展 開す る扇状地

およびそ の扇端部周辺地域 には弥生時代後期以降

の生活 の痕跡が連綿 と続 く地域である。 これ まで

にも大坪遺跡 をは じめ桜井畑遺跡・八木沢遺跡等、

数多 くの地点で発掘調査が実施 されて きた。 この

地域 に属す る川 田町の瓦窯跡は奈 良時代 に瓦窯跡

で、一宮町の国分寺 。国分尼寺及び 甲斐国府へ瓦

を供給 した とされ る。本調査地 は十郎川 の左岸、

標高260mに 位置す る。

調査対象地 に幅 2mの試掘溝 を十文字 に設定 (東

西 24m、 南北 35m)し 、重機 で表面 を除去 した

後人力によ り精査及び遺構 の検 出を行 なった。

全体的 には耕作土 を除去す る と黄褐色土 の面 に

なるが、 この面が 旧水 田の床土 にあたる。重機 の

使用は この面 まで として、以下 の黒色粘質土面か

ら入力による精査 を行 つた。黒色粘土層 中か ら奈

序層

♀_________トーーーーーーー』qm

図56 言式掘坑配置図

良・ 平安時代 の土師器片、木製品等が検 出す る。黒色粘土層は各試掘溝先端部分では比較

的浅 い(50～ 1 0 0cal)が 、 中央部 イこ向か い急激 に形kく
'よ

り200～ 250cmを 測 る。 黒 1色 粘土層

の下層は灰 白色 の砂層であるが、南端部及び西端部 には 白色粘土層が 1 5clllほ ど確認でき、

この面で若千 の遺構が検 出された。西端部では 白色粘土 の上面 に、薄 く明褐色土層 も確認

できた。

このよ うな状況か ら判断す る と、南西方 向か ら北東方 向へ、 旧来は河道が存在 して いた

ことが予想 され る。

遺構 と遺物

住居跡 1軒 (西試掘溝 )、 井戸 跡 1基・溝跡 1条・ 小竪穴 (ピ ッ ト)7基 (以上南試掘

溝)及び住居跡 に伴 い土器集 中遺構 2ヵ 所・ 焼土塊 3ヵ 所が確認 された。

住居跡は赤色粒子 を多量 に含 む黒色粘土 を覆土 として黒色粘土 中に掘 り込 まれた もので

あ り、 プ ランの確認は困難であつたが、最終的 に西壁、遺物 の集 中及び焼土 の飛散状況か

ら判断 した。井戸跡 は素掘 りで垂直な壁が lm以 上続 く。覆土 中か らは土師器片が多 く検

出 され た。溝跡 は幅 30c皿 長 さ 100Cmほ ど検 出 され たが、 さ らに南西方 向へ続 いて いる。
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小竪穴 (ピ ッ ト)はいずれ も直径 2 0cm、 深 さは 10～ 1 5cmほ どです り鉢状 の掘 り込みで不

明瞭であるが、そ の うち 1基か ら木痕が確認できた。

遺物は古墳時代後期か ら平安時代 に至 るまで、黒色粘土層 中全面か ら検 出された。

遺構・遺物 とも確認 されたが、土地は駐車場 として利用 され る こと及び遺物包含層 と駐

車場床面 との間層 に30c皿以上確保 され る ことを確認 したので、試掘調査 のみで終 了 した。

住居跡確認状況 住居跡完掘状況

溝跡検出状況

ピット検出状況

住居跡建物出土状況(1) 住居跡建物出土状況(2)
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図 57出 土 遺 物 (1)
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24 大坪遺跡

調 査 位 置

調 査 原 因

対 象 面 積

調 査 面 積

調 査 期 間

調 査 担 当

甲府 市横 根 HT443-2

自動 車 教 習 所 管 理 棟 建 設

365.5ゴ

50∬

平 成 10年 11月 13日

伊 藤 正 幸

調査 の概要

調査地点 は大坪遺跡範 囲内の南西部 に位 置

し、標高 260mを 測 る。十郎川 とは直線距離

に して 100mほ ど離れてお り、東か ら西へ緩

や か に下 る極 小規 模 な舌 状 台 地 の南 端 部 分

に位 置 す る。 現 状 は教 習 所 職 員 の駐 車 場 と

な って お り、 表 面 は アス フ ァル トに よ り簡

易舗 装が施 されて いた。

調 査 は建物 建 設 予 定 地 に、 幅 2mで 東 西

12m、 南北 1lmの 試掘溝 を十 宇 に設 定 し、

重機 によ り掘 り下げた。

アス フ ァル トを除去後 、 上部 に 3 0cm～ 50
clllほ ど堆積 して い る砕 石 混 じ りの茶 褐 色 の

客 土 を除去 す る と安 定 した土 層 にな る。 全

体 的 には 明茶褐 色 土 層、 黒 色 土 層 、 黄 褐 色

に近 い明 る い茶 褐 色 土 層、 青 色 粘 土 層 で あ

り、青色粘土層は -130cmを超 える と白・黒・

青 の互層 の粘土層 にな リー150cmで 砂 層 に至

る。 これ まで の大 坪 遺 跡発 掘 調 査 で 認 め ら

れ た遺 物 を伴 う黒 色 粘 土 層 は認 め られず 、

遺物 もまった く確認できなか った。

O             100m

図59 試掘坑配置図 四
m

西端南壁 南端西壁
②   ③

図 60 上層柱状図

i表 土

2明 茶 褐色 土層

3黒 色 土 層

明茶褐色土を多量に

含む。

4茶 褐 色 土 層

5明 茶褐色土層

6青 色 粘 土 層

7青色・黒色・ 白色の

互層。粘性が強い。

8砂 層

東端南壁
①
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25 上河原遺跡

調 査位 置

調 査 原 因

対 象面 積

調 査 面積

調 査 期 間

調 査 担 当

甲府 市 下 石 田二 丁 目220他
貸 店 舗 建 設

1537.19∬
128�

平 成 11年 1月 11日 ～ 1月 14日

伊 藤 正 幸

遺跡の概要                |
荒川 の沖積原上 に立地す る本遺跡は、平安

時代以降 の埋蔵文化財包蔵地 として周知 されてい

る。 この地域 の遺跡 の分布 は散漫で、本遺跡か ら

北東 700mほ どの位置 に立地す る上石 田遺跡 (縄

文時代)以外 には発掘調査 (本調査)例はな く、

周知 の埋蔵文化財包蔵地 として も東 に150mほ ど

の位置 に渋沢遺跡 (平安時代以降)が存在す るに

とどまって いる。今 回の調査地 は遺跡範 囲内の中

央部 にあた り、標 高 265mを 測 る。 区画整理が終

了 した市街地 内 にあ る畑 地 で、道 路 面 とは -30
cmほ どの比高差が認め られ る。

調査の概要

全体が畑地であるが 中央部 に東西 に敷地境界 の

コンク リー ト擁壁が あったため、 当初 は東

西 に平行 して 2本 の試掘溝 (南 側 TRl、
北側 TR2)を 設定 し調査 を開始 したが、

途 中 この 2本 の試掘溝 をつな ぐ南北 の試掘

溝 (TR3)を 敷地東側 に設定 して調査 を

行 ったため、最終的 に『コ』 の字型 の調査

区 とな り、調査面積 は 128∬ となった。

TRlの 概要 TRlは 敷地南側 に東西に、

幅 2m長 さ26mに 設定 した。 基 本 層序 と

しては耕作土、細粒砂層、赤色粗粒砂層、

粗 粒砂 層 で、 粗粒 砂 層 まで は -5 0cm程 で

ある。遺構・ 遺物 は認め られず、安定 した

自然堆積 の土層である。

TR2の 概要 TR2は 敷地北側 に東西に、

TRlと 平行 す るよ うに幅 2m長 さ20m
で設定 した。面 としては TRlの 畑 と段差

は認め らず、粗砂 まで の深 さにも大差 はな

い。遺構 は確認で きなか ったが、遺物 とし

て近世の陶磁器破片が数点確認 された。

恥 ^´ イ.____ 性十響m

図 61 試掘坑配置図

「中０一　　　一　　に　　一

雌　　二
附
障　　・　　虻　　・

モ「匡三圭てt

3黒 色 土 層

4茶 色 粗 粒 砂 層

②

ケ椰
TR3
1褐色土層 (耕作土)

2灰 色細粒砂層

黒色土を多量に含む。

3黒 色 土 層

4黒色土層 (溝の覆土)

挙大の礫を多量に含む。

5灰 色細粒砂 層

6粗粒砂及ぴ細粒砂の互層。

図
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図 62土 層 柱 状



TR3の 概 要  TR3は 敷地東側 を南北 に、幅 2m長 さ 18mに 設定 した。砂 層 まで の基

本層序 には変わ りないが、北面か ら4.5mほ どの位置 に拳大 の礫 を多量 に含 む黒色土 を覆

土 とす る溝状 の掘 り込 み及び底部分 に 1列 8本の杭列が確認 された。

溝跡は東西方 向に向かい、幅 1.6m、 深 さ 0。2mほ どの規模で、底面か らは湧水が認め ら

れ る。 この溝状 の掘 り込 みは外 の試掘溝か らは確認 されて いない。

一方打 ち込 まれ た杭列 は南北方 向で、溝跡 を横切 るよ うに打 ち込 まれていた。各杭 の問

隔は 0,3～ 0。35mほ どで ほぼ等 間隔 に検 出 さ

れた。

この溝 跡 の覆 土 直 上 には コ ンク リー ト片

が混 入 して お り、 溝 中か らは遺 物 の 出土 が

確 認 で きなか った た め、 最 近 まで使 用 され

廃棄 された可能性が強 い。

骸 イ
0                     1 0gn

図63出 土 遺 物
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26 甲府城跡

調 査位 置

調 査 原 因

対 象 面 積

調査 面 積

調査 期 間

調 査 担 当

甲 府 市 丸 の 内 一 丁 目572他

駐 車 場 建 設

521.88∬
66∬

平 成 10年 12月 14日 ～

平 成 11年 1月 18日

平 塚 洋 一

調査の概要

調査地点 は、 甲府城 の屋形 曲輪 の うち、屋形 曲輪 を囲続

す る堀 と土塁 のす ぐ東 隣、 内松 陰門のす ぐ北側 あた りに位

置す る。現在 は舞鶴陸橋 の南端か ら東 に折れ、舞鶴城公 園の

北側道 路や 甲府駅南 回のロータ リーヘ 向か う道路 に面 し、

南側 の道路 とは約 4mの 段差が ある。

甲府 城 は、 天正 18年 (1590)とこ江戸 に拠 点 を構 える こ

とにな った徳 川家康 を牽制す るため、豊 臣秀 吉配下 の武将

が精 力的 に築 城 し、慶長 5年 (1600)頃 完 成 した とい う

のが現在 の通説 となっている。

試掘 調 査 は、対 象地 のほぼ 中央 に幅 2m、 長 さ20mの
トレンチ を 1箇所、 3m幅 の調査 グ リッ ドを 3箇所設定 し

行 った。 図 64 試掘坑配置図

中央 に設定 した トレンチ 1で は、長径 50～ 6 0cmほ どの石 で囲まれ た苑池状 の遺構 が確

認で きた。 苑池状遺構 の規模 は確認 で きた銅 囲で最大 17mを測 る。 そ の 中か ら泥 ととも

に非常 に大量 の瓦が出土 した。

南側 に設 定 した 3× 3mの グ リッ ド 1では直径 4 0cmほ どの柱穴 が、 芯 ―芯 で 約 200cm
の間隔で東西方 向 に 2つ 確認できた。 また南東側 に 3× lmで設定 したグ リッ ド 2、 北側

に 3× 4mで 設定 したグ リッ ド3か らとま遺構 。遺物 は全 く検 出で きず、 〕也表か ら約 100c皿

下層で は粘性 の強 い灰 白色粘土 となった。

現在 南側 の道路 とは約 4mの 高低差が あ る ことか ら、屋形曲輪 の南側 は一部、 山裾 を削

平 し整地 した ことも考 え られ る。

構遺

］〔日〕潤口田咽‐‐0                      1□ 師

図 65出 上 遺 物
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焼 塩 壷 は 「泉 州 麻 生」 の刻 印 を持 つ。

また、 トレンチ 1中 央 付 近 の石 の脇 か らは獣 骨 と思 わ れ る もの も出土 して い る。

ま  と め

現 存 す る 甲府 城 の絵 図 も柳 沢 期 を さか のぼ る資 料 もほ とん どな いた め、 築 城 当初 の様 相

は 甲府 城 全体 を通 して不 明で あ る。 そ のな か で宝 永 年 間 の様 相 を伝 え る柳 沢 文 庫 所 蔵 『楽

只堂 年録』 絵 図 には、御殿 建築 が調査 地点 の北側 に描 かれ る。 松平文庫所蔵 「甲府 城絵 図」

等 には、 調 査 地 点 の付 近 には 3間 ×32間 の長 屋 (番所 )が 描 か れ る。 しか し、 今 回検 出

した遺 構 との関係 は不 明で あ る。

柳 沢 吉 里 が享 保 9年 (1724)に 大 和 郡 山 に転 封 した後 、 享 保 12年 に 甲府 城 内で火 事 が

起 こ り、 屋 形 曲輪 を始 め 月見 櫓 、 本 丸 、 清 水 曲輪 等 の御 殿 以 下 諸 建物 を消 失 した とい う記

録 が残 され て い る。 しか し、 瓦 に ともな って焼 土 が あ ま り出土 して いな い こ とか ら、 この

火災 による羅災処理 と考 えるのはむず か しい。そ のため、今 回の調査 の出土遺物 の下限の

年代 は 18世紀前半で あるが、瓦 の廃棄 された年代 は明治 6年 の廃城令 に ともな うもの と

考 えたい。

グリッド1調査状況

トレンチ 1遺物出土状況 トレンチ 1土層堆積状況
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図 67出 上 遺 物 (1)
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図68出 土 遺 物 (2)
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図69出 土 遺 物 (3)

-54-



閂
レ
Ｖ
キ
ー

Ｉ‐

ヽ
馬
――

0               10Bn

図 70出 土 遺 物 (4)
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舞鶴隆橋南詰めの県指定区域外

甲
府
市
教
委
が
同
市
丸
の
内

一
丁
目
で
進
め
て
い
る
民
間
駐
車
場
用
地
の
試
掘
調
査
で
、
甲
府
城
と

し
て
は
最
大
級
の
瓦
溜

（
か
わ
ら
だ
）
め
が
出
上
し
た
。
建
物
の
取
り
壊
し
に
伴
い
再
利
用
で
き
な
い

瓦
を
廃
桑
し
た
場
所
で
、　
〓
ハ
〇
〇
年
に
甲
府
城
を
完
成
さ
せ
た
避
臣
家
亜
臣
の
家
紋
瓦
も
見
つ
か
っ

た
。
出
上
し
た
瓦
の
中
に
は
江
戸
時
代
中
期
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
築
城
期
以
降
に
整

備
さ
れ
た
大
型
建
物
に
使
用
し
、
柳
沢
時
代
の
御
殿
建
設
に
伴
い
捨
て
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

①
多
数
の
瓦
が
出
土
し
た
甲
府
城
最
大
級
の
瓦

溜
め
〇
甲
府
城
を
完
成
さ
せ
た
浅
野
家
の
家
紋

「
違
い
隠
ノ
羽
」
が
入
っ
た
瓦
も
見
つ
か
っ
た

＝
い
ず
れ
も
甲
府
市
丸
の
内
１
丁
目

『山梨 日日新聞』平成11年 1月 18日 付紙面 (33面)よ り転載

(山 梨日日新聞社提供。平成19年 2月 9日 付にて使用許可済)

「柳
沢
御
殿
」建
設
で
廃
棄
か

重
臣
浅
野
家
の
家
紋
入
り
も

試
掘
場
所
は
鉄
工
運
所
有
地
で

郷
鶴
陸
橘
南
詰
め
の
束
側
。
県
指

定
区
域
外
だ
が
、
駐
車
場
建
設
に

伴
う
試
掘
調
査
で
、柳
沢
時
代
全

七
〇
四
十
二
四
年
）
に
屋
形
曲
輪

（く
る
わ
）
と
呼
ば
れ
た
場
所
か

ら
大
量
の
瓦
が
出
土
し
た
。

一
九

九
〇
年
に
始
ま
っ
た
県
教
委
の
発

掘
調
査
で
瓦
溜
め
は
十
数
力
所
見

つ
か
っ
て
い
る
が

「今
回
は
こ
れ

ま
で
の
規
模
老
し
の
ぐ
大
き
さ
」

（同
教
委
）
と
い
う
。

甲
府
城
は
、
明
治
以
降
、
周
辺

の
大
半
が
埋
め
立
て
ら
れ
た
た

め
、
指
定
区
域
外
に
つ
い
て
は
、

北
口
で
出
土
し
た
石
垣
以
外
に
、

当
時
の
様
子
を
伝
え
る
考
古
資
料

は
少
な
い
。

同
教
委
に
よ
る
と
、
瓦
層
は
深

さ
約
九
十
を
の
地
点
か
ら
出
土
。

こ
れ
ま
で
に
約
二

上
ハ
ン
ト
の
平
瓦

が
確
認
さ
れ
た
。
豊
臣
家
の
重
臣

・
浅
野
家
の
家
紋
で
あ
る

「違
い

霜
ノ
羽
」
が
入
っ
た
直
径
約
十
六

帯
の
軒
丸
瓦
も
見
つ
か
っ
た
。
天

守
台
付
近
か
ら

一
九
九
七
年
に
出

上
し
た
直
径
約
四
十
を
の

「連
い

躍
ノ
羽
」
が
入
っ
た
大
型
円
形
飾

り
扇
の

一
部
と
み
ら
れ
る
瓦
片
も

あ
っ
た
。
同
瓦
は
御
殿
建
梨
な
ど

大
型
建
物
に
使
わ
れ
た
と
す
る
説

が
有
力
だ
。

同
曲
輪
に
は
十
八
世
紀
初
頭
、

甲
府
藩
主
と
な
り
甲
府
城
を
再
整

備
し
た
柳
沢
吉
保
が
、
社
大
な
御

殿
辞
を
造
営
し
た
が
、　
一
七
二
七

年
の
火
災
で
焼
失
。
柳
沢
時
代
以

前
の
江
戸
時
代
前
期
に
当
た
る
党

文
期

（
一
六
六

一
ｌ
七
二
年
）
に

は
、
長
さ
約
五
七

二
（
肝
に
及
ぶ

長
屋
番
所
な
ど
が
あ
っ
た
と
さ
れ

す０
。市

救
委
や
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
な
ど
は
①
築
城
期
の
古
い
段

階
の
瓦
が
含
ま
れ
て
い
る
②
火
災

に
遵
っ
た
痕
跡
が
な
く
、
焼
土
も

確
認
で
き
な
い
③
大
型
円
形
師
り

瓦
が
特
殊
建
築
物
に
し
か
使
わ
れ

な
い
―
こ
と
な
ど
か
ら
、
柳
沢
時

代
に
造
営
し
た
御
殿
に
使
わ
れ
た

瓦
を
後
年
捨
て
た
の
で
な
く
、
築

城
期
か
ら
江
戸
時
代
中
期
ま
で
の

大
型
建
物
に
腱
わ
れ
た
瓦
を
、
柳

沢
時
代
に
御
殿
を
建
設
す
る
た
め

破
桑
し
た
可
能
性
が
高
い
と
み
て

い
る
。
今
後
、
遺
物
の
猜
査
を
行

い
、
破
乗
し
た
時
期
や
建
物
の
特

定
を
進
め
て
い
く
。
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27 甲府城下町遺跡

調 査位 置  甲府 市 北 ロー丁 目97

調 査 原 因 個 人住 宅 建 設

対 象面 積  155,83∬
調 査 面積  4∬
調査 期 間  平 成 10年 4月 16日 ～ 4月 20日

調査 担 当 平 塚 洋 一

調 査 の概 要

調 査 地 点 は 甲府 城 の北 西 に位 置 し、 近 世 柳

沢時代 に拡張 された武家屋敷 の一角 に所在す る。 中世武 田氏統治時代 には、城下町の南端

付近 にあたる と考 え られて いる地域 になる。

建築予定地 の中央 に 2× 2mの 試掘グ リッ ドを設定 し調査 を実施 した。

地表 か ら約 2 0cmの 深 さまで既存建物 の解体 による撹乱 を受 けて いたが、それ よ り下層 に

は中世か ら近世 の遺物包含層が残 されて いた。遺物包含 層 には焼土 と炭化物が多 く含 まれ

て いた。

地表下約 6 0cmで 土坑が 3基重複す るよ うな形で確認 で きた。調査 の結果、堆積す る土

壌 に差が認め られないため、ひ とつの土坑 として完掘 した。

出 土 遺 物

土坑 の確認面で出土 した瀬戸 美濃系陶器皿 のほか、 中世か ら近世 にかけての土器・ 陶器

がある。瀬戸美濃系陶器皿は大窯期 に作成 された ものだが、小片 のため細か い年代決定は

困難で ある。他 には播鉢、土鍋 の破片が出土 して いる。

ま と め

今 回の調査 によ り、 JR中 央線付近 を境 に北側 では、 中世 の武 田城下 町 の うえに近世 の

甲府城下町が展 開 した様相が確認で きた ことは成果である。近世城下町の整備 に伴 い中世

城下町は “破壊"さ れた と思われて いたが、丁寧な調査 を心がける ことによ り、今後そ の

実体が明 らか になる と思われ る。

当
｀

鰻2

―鷲

畿
an

0 (3のみ) 3m

ー

図73出 土 遺 物
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28 甲府城下町遺跡

調査 位 置

調査 原 因

対 象 面 積

調査 面 積

調査 期 間

調査 担 当

甲府 市 愛 宕 町 66

個 人住 宅 建 設

319.81∬
2∬

平 成 10年 7月 30日

伊 藤 正 幸

調査の概要

甲府城下 町の うち、横近習町か ら愛宕 町 に

至 る通 りの西側 に位 置 し、標 高は258mを測 る。敷地西側及びJR中 央線 を挟 んで南側 に

は藤川が流れ るため、河川敷面か らの比高差 は5mを測 る。個 人住宅建設 に伴 い lm× 1

mの試掘溝 2ヶ 所 を設定 し調査 を行 つたが、地表下 3 0cmま では瓦礫 を含 む茶褐 色土層、

そ の下、 -7 0cmま で小礫混 じりの暗赤褐色土層で、地 山に至 る。 全体 が客土で遺構・遺

物等 は一切確認 されなか った。

調 査 地 点

す

れ
一
杵
一
■
　
　
・碇

-60-
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29 甲府城下町遺跡

調 査 位 置

調 査 原 因

対 象 面積

調 査 面積

調 査 期 間

調 査 担 当

甲府 市 北 ロー 丁 目 16

個 人 住 宅 建 設

116.89∬
8∬
平 成 10年 8月 25日 ～ 8月 28日

伊 藤 正 幸

調査 の概要

甲府城下町の橘 小路 に面 した この位 置 は、

甲府 城 の北西部、標 高258mを測 る。敷 地 中の北東部分 に 2m
× 2mの 試掘溝 を設定 し人力 によ リー 12 0cmま で掘 り下げ、

地 山に達 した。地 山まで の中間層は、 I撹乱 を受 けて いる瓦

礫 層 (6 0cm)、 Ⅱ赤色粒子 を多量 に含 む明茶褐色土層 (1 5cm

部 分 的 にで は あるが撹乱 が この層 に まで及 ぶ )、 Ⅲ粘性 。し

ま りともに強 い黒 色土 層 (4 0cm)で 、 地 山は黄褐 色 を呈 し

多量 の拳大礫が多量 に混入す るため確 認は容易で あ り、 上部

には極薄 く灰 白色砂が堆積 して いた。 また遺物 として、地 山

に至 る掘 り下げ過程で、土師器 の小破片及び年代不明の陶器

小破片がそれぞれ 1点ず つ検 出 された。

遺構 として は地 山面で、 幅 4 0 clll深 さ 1 0cmほ どの溝状遺構

が確認 された。 この溝状遺構 は東壁 際か ら南西方 向に延び る

もので、覆土 中には多量 の拳大 の礫 を含 んで いた。なお、遺

物 は伴 出 しなか った。
0-

図 75土 層 堆 積 図

詩
0            100m

―

|

O       10m
中

図74 試掘坑配置図

I撹 乱

2明 茶 褐 色土層

赤色粒子混入。

3黒 色 土 層

明茶褐色土混入。

4黒 色 土 層

粘性強い。

0       50m

―
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30 甲府城下町遺跡

調査 位 置

調査 原 因

対象 面 積

調査 面 積

調査 期 間

調査 担 当

甲府 市 丸 の 内二 丁 目 108-2

個 人 住 宅 建 設

745,74∬
8∬
平 成 10年 8月 31日 ～ 9月 11日

伊 藤 正 幸

調査の概要

甲府城 内城 か ら西へ200mほ ど離れた二 の

堀 に外接す る本調査地は、標高280mほ どに

位 置 す る。 調 査 は 当初 2m× 2mの 調 査 グ

リッ ドを設 定 して行 つた が、 従 来 の土 地 区

画 を示 唆 させ る溝 跡 及 び 井戸 跡 等 が確 認 さ

れ た た め、 調 査 地 を拡 張 して継 続 した。 地

山確 認面 まで 110～ 150cmほ どだが、 上部 に

は全体 的 に 5 0 cllほ ど砕 石 が敷 かれ て い る。

また グ リ ッ ド南 壁 は地 山 まで礫 が投 げ 込 ま

れて いた。

調 査 成 果

溝 状遺構 は -60～ -8 0cmの 深 さで確 認 さ

れ た。 寝 か せ た 2本 の丸 太 の上 に割 り石 を

配 置 した もので あ る。 調 査 グ リッ ドを南 北

に延 長 した が 、 8mほ ど確 認 した。 南 端 北

図76 試掘坑酉E置図

端 ともに撹乱 に至 り破壊 されて いたが調査地南側 の土地 区画 の延

長線 に一致す る もので あるため近代以降 の溝跡 と思われ る。

井戸跡 は南部 の撹乱 によ リー部破壊 されて いたが、 -130～ ―

150cmの地 山面 を掘 り込 み作 られた方形 のプ ランを示す。 内部は

井戸枠 に使 われ た と思われ る丸太、加工痕 が認 め られ る木杭 4本
及び 自然石が雑 然 と入 り込 み、廃棄 され た様相 を呈す る。 内部 を

-200cmまで掘 り下げたが、多数の陶磁器破片が確認 されている。

出土遺物 は井戸覆土 中か らの陶磁器 をは じめ、煙管・鉄丸釘な

どが検 出 した。

1撹 乱

砕石・練瓦 ,コ ンクリ

ート片を多二に倉む。

2黄 褐 色土 層

黄色砂粒子を多二に

倉む。

3黄 色粗粒砂層

4黒 色 土 層

粘性強い。

5黄 褐 色土 層

地山。

図77 土層柱】犬図

i

2

4

5
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31 甲府城下町遺跡

調査 位 置

調 査 原 因

対 象 面 積

調査 面 積

調査 期 間

調 査 担 当

甲府 市 北 口三 丁 目 1-1

診療 所 増 築

1181.471だ

2.25�

平 成 11年 3月 12日

志 村 憲 一

遺跡 の概 要

調査 区は、相川扇状地扇端部標 高 279mに
位置 し、近世 の古絵 図か ら甲府城 お花畑 曲輪北側 の広 小路部分 に相 当す る。

調査 の概 要

調査 区域 内に 1.5m四方 のグ リッ ドを設定 し、地表下約 0.5mま で掘削 を行 った。 しか し

隣接す る鉄 筋造 りの建物及び配管 によ り撹乱 を受 けてお り、遺構 。遺物 ともに確認 されな

か った。

幽
m
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32 甲府城下町遺跡

調 査 位 置

調 査 原 因

対 象 面 積

調査 面 積

調 査 期 間

調 査 担 当

甲府 市 丸 の 内 一 丁 目 226,239,240

道 路 建 設

638�
70∬

平 成 11年 3月 18日 ～ 3月 26日

佐 々 木  満

調査 の概要

本地 区は、 甲府城鍛冶 曲輪南側 の二 の堀

内の武家屋敷地 に位置す る。市道改 良工事

に伴 う試掘調査で あったが、 甲府城下町遺

跡 を周知 の埋蔵文化財包蔵 地 として設定 し

た年度 であ り、関係部局 との連絡調整が不

十分で、道路側溝 につ いて は着 工済 み とな

ったため、車道予定地 のみ緊急 で確 認 を行

った。南北 に細長 い調査対 象 区 に対 して南

北 に トレンチ を 3箇所入れ て確 認 を行 った

が、南側 は鉄筋 コンク リー ト建物 の基礎等

1才  1匠

図81 試掘坑配置図

によ り深 く撹乱 されて いた。しか し、北側 は遺構面が残 されてお り、溝跡な どの遺構が確認

され たため、調査銅 囲を北側 一帯 に絞 り込 んだが、包含 層は ほ とん どな く、遺構密度 も薄

い と判 断 し、そ のまま範 囲 を拡張 して約 70∬ の確認調査 を実施 した。

検 出 遺 構

調査 区内では、溝跡 5条、土坑 1基、建物跡 1棟、 ビ ッ トな どが検 出されて いる。溝跡

はすべて南北方向で あ り、 1号溝跡 は砂層 の堆積 も認 め られた ことか ら、常時ではな いに

して も一定 の流水が あつた もの と考 え られ、幕末か ら明治期 の遺物が多数 出土 した。 2号

溝跡 は、覆土 に炭化物や焼土 を多数含 んでいた ことか ら火災 によ って廃絶 した もの と思わ

れ る。遺物 の年代か らみ る と、享和 3年 (1803)の火災以 降 に埋没 した溝跡 と考 え られ

る。 3～ 5号溝跡は、掘 り込 みが浅 く不整形な溝跡で あ り、 4号溝跡 は南北 に分断 された

形で検 出された。

また、木杭 を 3本打 ち込 んだ浅 いピ ッ ト状 の遺構が検 出 され たが、調査 当初か ら建物 に

関連す る遺構である ことは疑 いなか ったが、用途 につ いては定 かではなか った。 しか し、

黒色粘性土 の軟弱な地 山上 に遺構が展 開す る とい う立地乗境 と、全国的な事例やそ の後 の

周辺調査 によって、 この杭 列 が建物礎石 の沈下防止用 の地盤改 良材 として打 ち込 まれ た も

ので ある ことが判明 した。 よ つて、時期的 には不明で あるが、 これ らの木杭列 は建物跡 と

考 え られ、時期的 には 2～ 5号溝跡 と重複 関係 にある ことか ら、重複 のない 1号溝跡 と併

行す る遺構である可能性 が あ る。 1号土坑は、 中央部が掘 り込 まれてお り、床面 に凹凸が

み られ、形状か ら判断す る と植栽痕 と考 え られ る。
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2630旦
ｇ
一

炭化物・焼土粒少量含む。

粘性、しまりあり。

炭化物・黒色土塊微量含む。

粘性あり、しまりやや強い。

2黒褐色土層
 惑馬麗蜜全督&≧(|

3黒褐色土層 砂利を主体と

する層。

4黒灰色土層 砂不」を少量、炭化

物を微量含む。

263

2630旦

1暗 灰褐 色土層 焼土粒・炭化物を多量含む。

2灰 黒褐 色土層 炭化物を少量含む。粘性や

や強く、しまりあり。

削
∝

興卜黒掲LEL層
悪雀惣:管吉撃Z透言す

°
2黒 色 土 層 やや灰色がかり、炭イヒ物を

微量含む。

3黒褐色土層 砂利・炭イビ物を微量含む。

4号溝跡 2号溝跡

1

直径05～ 3闘砂粒・庚化物・焼土粒多

量含む。粘性弱く、しまりあり。

炭化物微量含む。粘性強く、しまりあり。

炭化物・焼土粒多里含む。粘性強く、

しまりあり。

やや灰色がかり、炭化物微量含む。

＜‐

邑

ω

4号溝跡

1暗 褐 色 土 層

2黒 褐 色 土 層

2号溝跡

l黒 褐 色 土 層

2黒  色  土

中  
…(平面図)     (セ クション エレベーション)

図 82平 面 図
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1暗オリーブ色土層

2暗オ リープ黒色土

1黒褐色土層 酸化鉄を多量、砂利を少量、炭化物

を微量含む。

］磯

2関 0二

1黒褐色土層 酸化鉄を多量、砂利を少量、炭化物

を微量含む。

2黒掲色土層 やや青昧がかり、砂不」を多量含む。

3黒 褐色土層 砂利を主体とする層。

4黒 灰色土層 砂利を少量、炭イヒ物を微量含む。



出 土 遺 物

1号溝跡か らは最 も多 くの遺物が出土 して いるが、 土器・ 陶磁器 のほか、木製品や溶融

した鉄塊、鍋 か釜 の鋳 型 のよ うな特殊 な もの も出土 した。 また、 23・ 24は古代 の土 師器

で あ り、平安末期 の一条荘 に関連す る遺物で ある と考 え られ、今後付近 の調査では注意 が

必要であろ う。 しか し、 中世 の遺物は皆無で あ り、一蓮寺 門前町 との関連 は今 回の調査 で

は確認できなか った。

火災後 に埋没 した と考 え られ る 2号溝跡 は、 17世紀後 半か ら19世紀前半 まで幅広 い年

代 の遺物が 出土 してお り、 陶磁器 の質 は比較的良質 な ものがみ られ る。火災 による二次被

熱は少な く、 図化 した ものの中では37の みで ある。 4号溝 跡か らも18世紀 中葉か ら19世

紀前半の遺物が ま とまって 出土 して いる。

ま  と め

柳沢吉保が 甲斐 を拝領 した際の藩政 を記録 した柳沢文庫所蔵 の『楽只堂年録』 の宝永 2

年 (1705)甲 府 城絵 図 による と、調査 区周辺 は西側 が近藤 図書、東側 が平野源左衛 門 の

屋敷地 として描かれて いる。 同時期 に描かれた柳沢文庫所蔵 の『甲府城下絵図』 による と、

平野氏 の屋敷地 の下 に もう 1区画摘かれてお り、 3区 画 で あった ことがわかる。坂 田邦夫

氏所蔵 の元文 3年 (1738)の 『甲府城下 町絵 図』 で は、 柳沢氏 の大和郡 山転封後 の様子

が描かれてお り、近藤 図書 の屋敷地は空 白とな り、平野氏 の後 には大河 内氏、そ の南側 に

問宮氏が記載 され て いる。 同 じく坂 田氏所蔵 の嘉永 2年 (1849)『懐宝 甲府絵 図』 で は、

3区画か ら倍 の 6区画 の屋敷地 に分割 されて いる。

本地点はち ょうど近藤 図書 の屋敷 区画 と、他 の 2区画 の境界線付近 に位置す る と考 え ら

れ、検 出された 1・ 2号溝 は、屋敷境 の区画溝 である と考 え られ る。 出土遺物か らみて 1

号溝跡 は最 も新 しい遺構 で あ り、 6区 画 に細分 された段 階の区画で ある と考 え られ る。 2
号溝跡 はそ の前段 階 の 3区画段階の区画 と考 え られ るが、 3区 画か ら 6区画へ と分割 され

た契機 の一つ に火災 による区画整理が あった可能性 も考 え られ る。

また、遺構 は確認 されなか ったが、平安期 の遺物が 出土 し、 中世 に帰属す る遺物群 が皆

無で あった ことは、 この一梅 の土地利用 を探 る上で一 つ の手掛 りとなる と考 え られ る。平

安期 の遺物 は、文献 に登場す る一条荘 の成立 に関わ る遺物 で あ り、付近 に集落 の存在 を予

感 させ る。反対 に中世遺物がない とい う事実 は、一蓮 寺 の寺域 と門前町の範囲を探 る上で

の判 断材料 にな る もの と考 える。

0                      10m

図83出 土 遺 物 (1)
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33 外河原ヂクヤ遺跡

調査位置  甲府市増坪町445-5他

調査原 因 店舗建設

対象面積  407.59�
調査面積  4ゴ
調査期 間 平成 11年 1月 18日

調査担 当 伊藤正幸

調査の概 要

外河原デ クヤ遺跡 は濁川右岸 の氾濫原 上 に

位 置 し、標 高は255mを測 る。店舗新築 に伴 い 2m× 2m
の試掘溝 1箇所 を設定 し、人力によ り確認調査 を実施 した。

全体 的 にイま砂 の堆積 で、 -60か ら9 0cmま で部分 的 イこ撹舌し

を受 けて いた。 lm掘 り下げ る と細粒砂 層 とな り、 さ らに

-13 0cmで 酸化鉄分 の多 い粗砂 層 に至 る。混入 も含 めて、

遺構・ 遺物等は一切確認 されなか った。

0              100m

-

10m

中

図86 試掘坑配置図
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34外 中代遺跡

調査 位 置

調査 原 因

対 象 面 積

調 査 面積

調 査 期 間

調査 担 当

甲府 市 川 田町字 正 里 742他

共 同住 宅 建 設

841.14∬
50∬

平 成 11年 3月 1日 ～ 3月 8日

佐 々木  満

調査の概要

本地 区は、 外 中代遺跡 の包蔵地鞠 囲の隣接

地 で あ った が 、 街 道 に面 し、 武 田信 虎 の川

田館跡か ら直線 で約 300m南 に位置 した こと

か ら遺 跡 範 囲 の確 認 と地 形 の把 握 を 目的 と

して、試掘調査 を実施 した。

調 査 区は、 トレンチ 2箇所 とグ リ ッ ド 3

箇所 を設定 して 掘 削 した。 南 北 に長 い調 査

区 の北側 に設 定 した トレンチ 1及び グ リ ッ

ド 1で は、 2～ 3mま で掘 削 したが、 す べ

て洪 水 によ る堆 積 と考 え られ る砂 層 で覆 わ

れ て お り、 安 定 した土 壌 は確 認 で きな か っ

ズと。

トレンチ 2及び グ リ ッ ド 2・ 3か らは、

地表 下 lm付 近 で 灰 色 が か った黒 色 の安 定

した土壌が検 出 された。 トレンチ 2か らは、

西側 に面 を有 した 玉石 によ る 7段 の石 積 み

を検 出 して い る。 よ って、 石 積 み か ら西側

は、 地 形 が 大 き く落 ち込 んで いた もの と考

え られ る。 グ リ ッ ド 3か らは、 河 原 石 を並

べ た石 列 と と もに、 東 壁 際で礎 石 と考 え ら

れ る 2石 の平 石 を検 出 した。 遺 構 は いず れ

も砂 礫 層 に覆 わ れ て お り、 遺 物 の多 くは ト

レンチ 2、 グ リ ッ ド 2・ 3の 黒 色 土 上 か ら

第3匂 ド

図87 試掘坑配置図

o            18m

―
出土 した。年代 的 には江戸末期か ら明治期 の遺物 で ある。

ま と め

検 出され た屋敷地 は、共伴遺物 の年代か らみて幕 末か ら明治期 に使用 された と考 え られ

るが、遺構検 出面か ら現地表下 まで の間はすべて洪水 による砂礫 層であるため、遺物 の最

新年代で明治期 にな って発生 した洪水 によって埋没 した と考 え られ る。 明治期 で最 も大 き

な被害 が発 生 した のは明治 40年 (1907)の 大洪 水 で あ り、 聞 き取 り調査 で も明治 40年
の洪水で地形が変 わ った との証言 を得た ことか ら、 調査成果 と肌酪 はない もの と考 え られ

る。
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35 土尻遺跡

調 査 位 置  甲府 市 下 小河 原 町宇 橋 詰 35-5他
調 査 原 因 道 路 建 設

対 象 面 積  970∬
調 査 面 積  125ゴ
調 査 期 間  平 成 11年 2月 15日 ～ 2月 17日

調 査 担 当 佐 々木  満

調 査 の概 要

市 道 建 設 に伴 い、 予 定 路 線 沿 い に 7箇所 の

トレ ンチ を 設 定 し、 確 認 調 査 を実 施 した 。 ト

レ ンチ は 対 象 地 に合 わ せ 任 意 に設 定 し、 西 か

ら東 へ 1～ 7ま で 番 号 を付 した 。 第 1～ 3ト
レ ン チ は 、 遺 物 も数 点 出 上 した の み で 、 最 上

層 の 水 田 層 以 下 は 洪 水 に よ る粗 粒 砂 層 と シ ル

ト層 が 確 認 され た の み で あ っ た 。 第 1ト レ ン

チ 西 端 を 2.5mま で 掘 削 した と ころ、 粗 粒 砂 層
の堆 積 が 確 認 され た。

第 4・ 5ト レ ンチ か ら安 定 した 土 層 が 確 認
され 、 土 器 類 と と も に溶 け た 鉄 塊 が 多 数 出 土

した が 、 湧 水 に よ り明 確 に遺 構 を確 認 で き な

か つた 。 第 5ト レンチ か らピ ッ ト状 の落
ち込 み が 断 面 で確 認 され た が、 遺 物 包 含

層 よ り層 位 的 に高 く、 明確 に遺 構 で あ る

か 定 か で は な か った。

第 6・ 7ト レンチか ら西側 トレンチ 同
様 に粗粒砂 層が確認 されたため、 一部 を
2.5mま で掘 り下げ たが、特別 な変化 は

見 られ なか った。 この時点で調査 を終 了
し、埋 め戻 しを行 った。

図89試 掘 坑 配 置 図 …

E

図90 T-5上層堆積図   中

ま  と め

本調査 の北側一帯 は、「鍛冶屋敷」 の字 名 が残 り、 出土 した鉄滓 は、鍛 冶屋 の存在 を裏
付 ける物証 となる。残念なが ら、検 出面 の確 認 と遺物 の正確な出土層位や位置 を把握で き
なか ったた め正確性 を欠 くが、多 くの鉄 滓 は 15世紀段階 の遺物 と共伴す る こ とか ら、本
地 区周辺 に中世 の鍛冶集 団が存在 した可能性 も考 え られ る。

…
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図91 出 土 遺 物
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36 中道西遺跡

調査位 置

調査 原 因

対象 面積

調査 面 積

調査 期 間

調査 担 当

甲府 市 岩 窪 町 大 道 西 地 内 他

宅 地 造 成

5186.1l�
250∬
平 成 10年 11月 30日 ～ 12月 22日

伊 藤 正 幸

遺跡の概要

中道 西遺跡は古墳時代 の散布地 として周知

され て い る遺 跡 で あ る。 相 川 扇 状 地 の

東 端 部 は愛 宕 山及 び瑯 閉 ケ崎 に接 し、

円光 院、 大 泉寺 をは じめ武 田信 玄 公 火

葬塚 、 河 尻 塚 な ど、 武 田氏 に係 る史 跡

が多 い。今 回遺跡範 囲 を含 む 5186。 11∬

の土 地 で 宅 地 造 成 の計画 が 出 され た た

め、計画地全体 を対象 に、埋蔵文化財 の

範囲確認 を含 めて試掘調査 を実施 した。

調査の概要

今 回の調査地 は標高 320～ 324mを 測

る南 向 き の緩 斜 面 で、 水 田 9区画 、 畑

l区画、 雑 種地 1区画 の計 11区 画 で あ

る。調査 は区画毎 に幅 2mの 試掘溝 (ト

レンチ :TR)を 設 定 して行 い、 溝 掘

りが 困難 な場 合 及 び調 査 の追 加 ・ 拡 張

は 2m× 2mの 調査 グ リッ ド (TP)
によった。

試掘溝の状況

TRl  標 高 323.675巨1。  東 西 に29m
で設定。 深 さ8 0cmで 地 山 に至 る。 やや

東 寄 りか ら南 北 方 向 の溝 跡 1条 を検 出

した。 西 端 及 び 東 端 を地 山か らさ らに

50cmほど掘 り下げたが、変化はなかった。

TR2  標 高 322.686打 l。  中道 西遺 跡

を含 む水 田で、 南 北 に30mで 設定。 深

さ4 0cmで 地 山 に至 る。 全体 的 に礫 が重
図92試 掘 坑 配 置 図

畳 して いるが、南端部分 に地 山を掘 り込 む黒色上 の落 ち込 みが確認 で きたた め東側 に幅

1.5mで 5m延 長す る。北側が不明確で あるが、深 さ30cmほ どの上境 を確認 した。

試掘溝西側 にさ らに 2m四 方 の調査グ リッ ド (TP5及 び TP6)を 設定 し地 山まで掘

り下げたが、一抱 えほ どの礫が検 出された以外 は遺構 。遺物等 は確認で きなか った。

TR3 標 高 321.81lm。 長 さ21mの試掘溝 を東西 に設定 し掘 り下げ たが、湧水面が高

く遺構 。遺物 の検 出には至 らなか った。

TRI
I I           II  「l TP16
TP17         sD‐

1

□
ＴＰ
　

　

□
ＴＰ

TR2

響
TP8

-75-



TR4 標 高 321.432m。 東 西 に23.6mの 試 掘 溝 を設 定 して 調 査 を行 った。 地 山 は礫 が

多 く水位 も高 か った が、 溝 跡 1条及 び 小竪 穴 (ピ ッ ト)3基 を確 認 した。 溝 跡 は石 組 み の

水 路 で、 試 掘 溝 を南 へ拡 張 (TP4)し た と ころ内部 に石 を充 填 して いた た め、 水 田 に伴

う暗渠 の可 能性 が 高 い。

TR5 標 高 321。 157m。 南 北 方 向へ 18mの 試 掘 溝 を設 定 した。 地 山直 上 に黄 色 粗 粒 砂

が 認 め られ たが、 そ の面 を除去 す る と人頭 大 前後 の礫 を多 量 に含 む地 山 にな る。 遺 構 ・ 遺

物 等 は確 認 され な か った。

TR6 標 高 320。 629m。 南 北 |こ 17mの 試 掘 溝 を設 定 し調 査 した。 中央 部 に東 西 に幅 3

mの 暗渠 が確 認 で きた ほか は礫 が重 畳 して いた。 遺 構 ・ 遺 物 は確 認 で きな か った。

TR7 標 高 320.529m。 東 西 方 向 に 13mの 試 掘 溝 を設 定 し調 査 した。 -3 0cmで 地 山 に

至 る。 礫 が重 畳 して いて、遺 構 ・ 遺 物 は確 認 で きな か った。

TR8 標 高 319。 766m。 東 西 に長 さ23mで 試 掘 溝 を設 定 した。 深 さ 3 0cmで 礫 が 重 畳 す

る暗 黄褐 色 の地 山 に至 る。 水 の湧 出が多 く、遺 構 遺 物 は確 認 され な か った。 試 掘 溝 の一 部

を拡 張 (TP9)す る と共 に、 試 掘 溝 南 側 に調 査 グ リッ ド (TP8)を 設 定 したが、 変 化

とまなか った。

T Pll～ 14 TR7西 側 の 2枚の雑 種 地 にそ れ ぞ れ 2個 の調 査 グ リ ッ ドを設 定 した。 T
P12は 水 位 が 高 く調 査 で きな か っ た が、 T P14中 か ら溝 状 遺 構 とそ れ に伴 い遺 物 が 2点
検 出で きた。

T P15・ T P18 TR3の 北側 の雑 種 地 内 に TP15を 、 そ の西 側 の畑 に T P18を そ れ ぞ

れ 設 定 した。 標 高 は TP15の 雑 種 地 で 321.950mを 測 る。 T P15は -6 0cmま で 、 TP
18は -8 0cmま で掘 り下 げ た が、 遺 構 ・ 遺 物 と も検 出で きな か った。
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37 西耕地遺跡

調査位 置

調査 原 因

対象 面 積

調査 面積

調査 期 間

調査 担 当

甲府 市 大 里 町 地 内

区 画 整 理 事 業

18,8ha
152ど

平 成 10年 3月 1日 ～ 3月 23日

伊 藤 正 幸

咄
一為
導

調 査 の概 要

大 里 町 区 画 整 理 事 務 組 合 に よ り

実 施 が 計 画 さ れ た 地 区 区 画 整 理 事

業 に 伴 っ て 、 事 業 用 地 内 に は 福 泉

寺 を 中 心 と した 大 北 耕 地 遺 跡 が 含

ま れ て い た 。 大 北 耕 地 遺 跡 は 中 近

世 の 包 蔵 地 と して 周 知 さ れ て い た

が 、 遺 跡 周 辺 地 域 に も範 囲 が 拡 が

る こ とが 予 想 さ れ た た め 、 事 業 用

地 全 体 を対 象 に埋 蔵 文 化 財 の 確 認

調 査 を行 う こ と とな っ た 。 調 査 対

象 面 積 は 全 体 で 18.8haに 及 ぶ 。 そ

の た め 事 業 者 と の 協 議 の 中 で 、 平

成 10年 度 は 大 鎌 田 川 北 側 を対 象 と

し、 152面 の確 認 調 査 を土 地 所 有 者

の協 力 を得 る 中で調 査 を実 施 した。

調 査 は 2m× 2mの 試 掘 溝 (テ

ス トピ ッ ト)に よ る 調 査 を基 本 と

し、 土 地 利 用 に よ り広 く面 的 な 空

閑 地 の 場 合 に は 幅 2mの トレ ン チ

調 査 に よ り実 施 した 。 平 成 10年 度

は テ ス トビ ッ ト11個 、 トレ ンチ 総

延 長 54mの 調査 を行 った。

テ ス トピ ッ トの状 況

TP2-1～ 2-5 全 体 的 に

は 砂 を 主 体 とす る 客 土 (コ ン ク リ

ー ト・ ア ス フ ァル ト・ 礫 が 混 入 )

が 4 5cm～ 5 0cm持 ち込 まれ て いて 、

そ の 下 層 か ら 旧来 の 面 に な る。 黒

褐 色 土 層 (旧 耕 作 土 )・ 黄 色 褐 色

土 層 (旧 水 田 床 土 )。 暗 灰 褐 色 細

粒 砂 層 ・ 白色 細 粒 砂 層 。白色 細 粒

砂 層 (拳 大 の 礫 が 混 入 す る )と 続

く。 旧水 田 床 土 内 か ら土 師 器 ・ カ

'/t/
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ワ ラケ等 が若 千 出土 す るが遺 構 は伴 わ な い。 白色 細 粒 砂 層 上部 に有 機 質 の黒 色 土 が入 り込

む テ ス トピ ッ ト (TP2-1・ 2-5)も 確 認 で きた が、 特 筆 す べ き状 況 は な か った。

TP3 耕 作 土 (1 5cm)及 び 明褐 色 土 (1 0cm)を 除去 す る と拳 大 礫 混 じ りの 白色 粗 粒 砂 層 に

達 す る。 この層 が -1 0 0cmま で続 く ことを確 認 した が、 遺 構 ・ 遺 物 は検 出 しなか った。

TP4 耕 作 土 (2 0cm)及 び 明褐 色 土 (2 5cm)を 除去 す る と白色 粗 粒 砂 層 に至 る。 遺 構 ・ 遺

物 は検 出 され な か った。

TP5 黄 色 山砂 が -7 0cmま で 盛 り土 され て い る。 黄 色 粗 粒 砂 層 まで -1 7 0cmを 測 る

が 、 -9 0cmの 位 置 か ら有 機 質 の黒 色 土 層 及 び -120cmの 位 置 か ら黄 色 褐 色 及 び 黒 色 上 の

混 合 土 層 が ブ ロ ック状 に認 め られ た以外 は土 層 に乱 れ た様 子 は な か った。

TP6 20～ 2 5cmの 茶 褐 色 土 (耕 作 土 )を 除去 す る と、 粘 性 。しま り共 に弱 い 明茶 褐

色 土 層 にな る。さ らに黒 褐 色 土 層 (2 0cm)、 暗黄褐 色 土 層 (20～ 3 0cm)と な り、砂 層 に至 る。

砂 層 を掘 り込 ん で褐 色 土 を覆 土 とす る溝 状 遺構 が確 認 で きた。 上部 の黒褐 色 土 層 は遺 物 包

含 層 で、 -1 05cmの 位 置 か ら青磁 片 が、 また -1 3 0cmの 褐 色 土 層 か らは土 師 破 片 が 出土 し

て い る。 溝 跡 は -1 40cmの位 置 か ら、 幅 5 0cm深 さ 1 0cmの規 模 で 、 北 壁 中央 か ら南 東 角 ま

で、 確 認 で きたが、 性 格 につ いて把 握 す る には至 らなか った。

TP7 砂 層 直 上 (-5 0cm)ま で撹 乱 され て いた た め埋 め戻 して終 了 した。

TP8 客 土 以 下 は土 と細 か い砂 によ る 自然 堆 積 で 、 -6 0calの 黄 褐 色 細 粒 砂 層 中 に土

墳 が確 認 され た。 黒 色 土 を覆 土 と して、 中世 の遺 物 が若 千 確 認 され た。

トレンチ の状 況

TRl中 央 部 や や 西 寄 りか ら流 木 が 重 畳 して い る箇 所 が 確 認 され た。 -3 0cmほ どの位

置 か ら確 認 され た もので、 両 脇 (東 西 方 向)は 緩 や か な落 ち込 み が認 め られ た。 旧流 路 に

伴 う もので、 流 れ によ る流 木 か あ る いは 人 的 に投 げ 込 まれ た ものか につ いて は判 断 しかね

るが、 同様 の流 木 群 が 中央 や や 東 寄 りか らも検 出 され て い る ので、 水 路 の氾濫 によ り流 れ

出た もの と考 え られ る。

また TR3中 央 部 か らは、 -6 0cmの 位 置 に、 白色 粗 粒 砂 を掘 り込 む よ うに溝 状 の落 ち

込 み が確 認 で きた。 TR3は 全体 的 に土 師 質 土 器 や 灰 釉 陶器 の破 片 。木 片 な どが検 出 され

粗砂 層 を掘 り込 んで遺 構 を構 築 した とは考 え に く く、 自然 の流 路 と思 わ れ る。

TRl東 端 部 か ら竹 管 2本 を利 用 した水 路 状 の遺 構 が確 認 で き、 これ は TR3拡 張 部 に

続 いて い く。 S-30° 一 Eの 方 向で、 -40cmの 位 置 か ら検 LLさ れ て い る。

TR4西 半 部 分 で は、 東 西 方 向 に溝 跡 が 確 認 され た。 幅 5 0cm深 さ 3 0cmほ どで 黄 色 細 粒

砂 層 を掘 り込 ん で造 られ て い るが、 溝 内か ら遺 物 は検 出 され なか った。

況状調 査
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38 八幡東遺跡

調 査位 置

調査 原 因

対 象 面積

調査 面積

調 査 期 間

調 査 担 当

甲 府 市 湯 村 三 丁 目 1666-1,1686-1
個 人 住 宅 建 設

238.27ゴ
12だ

平 成 11年 3月 4日 ～ 3月 5日

志 村 憲 一

遺 跡 の概 要

標 高 約 291mに 位 置 す る弥 生 ～古 墳 時 代 の

遺 跡 で あ る。 周 辺 南 西側 には八 幡神 社 、 また 北東 側 150

mに は県 下 2番 目の規 模 を誇 る横 穴 式石 室 を持 つ、 古 墳

時代後 期 6世紀 後 半 の加 牟 那 塚 古 墳 な ど、 古 墳 時 代 の遺

跡 が集 中 して存 在 す る地 域 で あ る。

調 査 の概 要

調 査 区域 内 に 2m四 方 のグ リ ッ ドを 3ヶ 所 設 定 し、 地

表 下 約 lmま で掘 削 を行 った。 遺 物 は 出土 した が遺 構 は

未 検 出 で あ る。 Aグ リ ッ ドで は、 地 表 下 7 0cmに 位 置 す

る第 7層 の 明

灰 褐 色 土 層 内

よ り瀬 戸 美 濃

系 陶 器 と縄 文

時代 中期 の五 領 ヶ台 式 土器 の小片

が 出土 した。 他 のグ リッ ドにお い

て も同一 層 か ら遺 物 が確 認 され て

い る。 Bグ リッ ドの深 さ lm地 点

か らは荒 川 の沖 積 土 と考 え られ る

人頭 大 の礫 が大 量 に確 認 され て い

る。

ヽ

Aグリッド

図 96 試 掘 坑 配 置 図 杵 司 一 �

ワ
郎

V~駐

図97出 土 遺 物

図 98土 層 堆 積 図

ど よ燿膚藁こ匡
3灰 黄 褐 色 土 層

4黒 褐 色 土 層

5黒 色 土 層

8灰 黄 褐 色 土 層

7明 灰 褐 色 土 層

B灰 自 土 層

砂礫を少量、鉄分を

まばらに含む。

砂傑を少量含む。

鉄分を含む。遺物包

含層。

鉄分を含む。やや粘

性あり。

o       50m

Bグ リッド調査状況 Cグ リッド調査状況
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39 八幡東遺跡

調査 位 置

調 査 原 因

対 象 面積

調査 面 積

調査 期 間

調査 担 当

甲府 市 千 塚 三 丁 目2450-10

個 人住 宅 建 設

105。 61∬

8∬

平 成 11年 3月 11日 ～ 3月 17日

鈴 木 由香

調査の概要

八幡 東遺 跡 は 甲府 市 北 西 部、 金 峰 山 に端

を発す る荒川扇状地 上 に位置 し、標 高約 291mを 測

る。千塚 八幡神社北側 に隣接 し、遺 跡 の北側 には大

型 の横六式石室 を持 つ県史跡加牟那塚古墳、北束 に

湯村 山古墳群、東側 に万寿森古墳が隣接す る地域で

ある。平成 6・ 8年度 に行 われ た遺跡北西 に隣接す

る金塚 西遺跡 の調査 では、縄文時代、古墳時代 の上

器片が数多 く出土 してお り、周辺 に集落が存在 した

可能性 が示唆 され る。 また、遺跡西側 にか けて は神

田遺跡、塚本遺跡、音羽遺 跡な ど縄文 時代 ～平安時

代 の遺跡が存在す る。

調査 は 2× 2mの トレンチ を 2箇所設定 し、土層

観察 を行 いなが ら入力によ り掘 り下げた (図 99)。

遺     構  (図 100)

地表下 30～40cmは撹乱 を受 けて いたが、 トレンチ 1の 5層 目で石列 を確認 したためサ

ブ トレンチ を入れて掘 り下げた。石は加工 されてお り、時期は明治～昭和期 にかけての も

の と考 え られ るが詳細 は不明で ある。サ ブ トレンチ を掘 り下げ、砂質 の 白色土層が 3 0 cal

程続 いた ことか ら、これ を地 山 とした。トレンチ 2も 同様 の土層で止 め、調査 を終 了 した。

遺    物 (図 101)

縄文時代 中期後 半、古墳 ～平安 時代 の破片が約 55点 出土 し、 7点 を図示 した。 1は瀬

戸系陶器 の破片で あるが、小片 のため詳細 は不 明である。 2・ 3は かわ らけの底部で、糸

切 り後 にナデ成形 を行 って いるのか ロクロによる回転糸切 り痕 は見 られない。 4は古墳時

代 と思われ る破片であるが、小片 のため器形は不 明である。 5は甕 口縁部で、 内面 に横方

向のハケが見 られ る。 6は甕胴部 の破片で、外面 には縦方 向のハケが見 られ る。 5・ 6と

も古墳時代 に位置付 け られ る。 7は縄文時代 中期後 半 に位置付 け られ る深鉢胴部破片であ

る。

ま と め

本地域 にお ける これ まで の遺跡分布調査 (1)や 試掘調査 によって、縄文時代 ～平安時代 の

遺跡が存在す る ことが示唆 されてお り、何 らかの遺構が検 出され る と予想 されたが、確認

には至 らなか った。 八幡東遺跡が位置す る千塚地 内は、『甲斐国志』 に 「域 内二古塚多 シ

0         10m

図 99 言式掘坑酉E置図

トレンチI

賜
■
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因テ村 名 ヲ得 ル ト伝 」 や 「無 名 ノ古 塚 多 シ破 壊 シテ今 分 明ナ ラス蓋 シ村 名」 との記 述 が見

られ、 塚 が多 い地 域 に 由来 して い る こ とが分 か る。 現 在 で は 消滅 して しま った古 墳 も多 い

が、 本 遺 跡 か ら北東 に位 置 す る榎 田遺 跡 で は弥 生 時代 後 期 、 古 墳 時代 前期 。後 期 の住 居 跡

や古 墳 時 代 前期 の方 形 周溝 墓 が確 認 され て お り、 この集 団が 周 辺 の古 墳 造 営 にか か わ って

いた と考 え られ て い るり。 こ う した事 実 や 周 辺 の遺 跡 分 布 状 況 か らも、 今 後 の調 査 で 八 幡

東遺 跡 周 辺 にお け る集 落 の存 在 が 明 らか にな る可 能性 が考 え られ、 期 待 され る と ころで あ

る。

註

(1)『 甲府市遺跡地 図』 甲府 市教育委員会  1992
(2)『 榎 田遺跡』 山梨県 教育委員会  山梨県住 宅供給公社  1995

一ノ1  -」 =ジ2

トレンチ]

B  トレンチ2

l椀  乱

2灰色土層

3黒色土層

4灰色土層

5灰色土層

6灰色土層

7灰自土層

しまりが強い。

還物包含層。

鉄分を多く含み

砂が混入する。

黄褐色粒子ん多

く含む。

直径10～40cmの

礫を含む。

砂が混入する。

7

図 101 出 上 遺 物

撼
1

l撹  舌し

2灰 色 土 層 しまりが強い。

3策 褐 色 土 層

J黒 色 土 層 所々に砂が混入

する。

5灰 色砂質土層 鉄分た多く含む。

o      50om
中

図 100 上層堆積図

け3

出 土 遠 物
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40 富士見遺跡

調査位 置

調査 原 因

対 象 面積

調査 面積

調査 期 間

調 査 担 当

甲府 市 富 士 見 一 丁 目 16538他

共 同住 宅 建 設

1512.05∬
60∬

平 成 H年 2月 9日 ～ 2月 26日

伊 藤 正 幸

遺跡の概要

富士見遺跡は荒川左岸 の沖積地上 に位置す る

古 墳 時 代 及 び 平 安 時 代 の遺 跡 と し

て 周 知 され て い る。 荒 川 左 岸 は全

体 的 には 平 坦 地 で あ るが 詳 細 に観

察 す る と部 分 的 な微 高 地 が確 認 で

き、 千 塚 地 区か ら飯 田地 区 にか け

て この微 高 地 上 に点 々 と、 縄 文 時

代 か らの遺 跡 が 展 開 して い る こ と

が遺跡地 図か ら確認で きる。

調査の概要

今 回 の調 査 地 は富 士 見 遺 跡 の 中

央部 に位置 し標高は277mを 測 る。

敷 地 中央 部 に 8 0cmほ どの段 差 が あ

り】ヒ偵Jが高 くなるほか、 西か ら東 に

向かい若千傾斜 した土地である。

[ o      l口 om
―

  

―

図 102試 掘 坑 置 配 図

8¬

100-

O       10m

―

l砕 石

2褐 色 粗 粒 砂

3灰 白色細粒砂

4糧粒砂及ぴ挙大

礫の互層

5細 粒 砂

6粗 粒 砂

7茶 掲 色 土

8砂 礫

5

7

調査 は下段 に 3本 (TRl～ 3)、 上段 に 1本 (TR4)
の試掘溝 を設定、重機 にて砂層 まで除去 した後、下段 の試

掘溝 内に調査グ リッ ドを設定 してそ の内部 を掘 り下げ た。

層    序

I層  砕 石 層  (3 0cm)

Ⅱ層  褐 色 粗砂 層 (40cm)

Ⅲ層  灰 白色 細 粒 砂 層 (7 0cm)

Ⅳ層 粗 粒 砂 及 び 拳 大 の礫 の互 層 (3 0cm)

V層 細 粒 砂 層 (1 0cm)

VI層  粗 粒砂 層  (2 5cm)

Ⅶ 層 茶 褐 色 土 層 (5 cm)

Ⅷ 層 砂 礫 層

この うち I層 及 び Ⅱ層 は下 段 には存在 しなか った。

図 103 土層柱状図

→

1/
院IR｀

＼

1

2

3

4

6

8
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調 査 成 果

下段 の試掘溝 TRl～ 3に ついては、黄色及び 白色 の粗粒砂 のみの堆積で、遺物は出土

しなか った。一方上段 の試掘溝 TR4か らは、畝状 の遺構が確認 されている。粗粒砂 の上

に茶褐色土層が乗 るよ うに、幅 3 0cm、 高 さ 10～ 1 5cmほ どの畝が 4条確認で きた。 なお遺

物は出土 しなか った。

図 104 平面図 。上層堆積図

TRl暗渠検出状況

［〕
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41 本郷遺跡

調 査位 置

調査 原 因

対 象面 積

調 査 面積

調査 期 間

調査 担 当

甲府 市 善 光 寺 三 丁 目 1931

個 人 住 宅 建 設

225。 28∬
4∬
平 成 10年 10月 12日 ～ 10月 13日

伊 藤 正 幸

遺跡の概要

本郷 遺 跡 は高倉 川 扇 状 地 の扇 端 部、 標 高

261m前後 の場所 に立地す る縄文時代及び古墳時代か ら中世 に

至 る遺跡で ある。本調査地は本郷遺跡 中央 のやや西寄 り、標高

261mの 場所 に位置す る。周辺部 は善光寺 団地 をは じめ として

宅地化が進行 して いる地域であるが、本調査地 の現状 は畑地で

あった。

調査の概要

調査 は試掘溝 (2m× 2m)lヵ 所 を設定 し人力によ り掘 り

下げた。 -40cm程でやや粘性 のある黒色土層 (Ⅱ 層)と な り、

さ らに -7 0cm～ -7 5cmで 粘性 の乏 しい黒色土層 (Ⅲ 層)に 達

す るが、 この面が滞水層で ある。そ の後 -100cmま で掘 り下げ

たが、 Ⅲ層が続 いている。

ま と め

遺構 は検 出されなか ったが、耕作土直下か らⅢ層 まで、親指

の腹程度の縄文土器 (中期末)及び土師器の小破片が出土 した。

図 107出 上 遺 物

・
ガ

左?一爾
華囀

0        5m
中

図 105 試掘坑配置図

南西隅

1茶褐色土層 (耕作土)

2黄褐色土及び黒色土の混合土層

3黒 色 土 層 やや粘性あり。

4黒 色 土 層 粘性なし。

図 106 土層柱】犬図

孵プ
0                      1 0an

■

北壁中央
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42 緑 ヶ丘一丁 目遺跡

調査 位 置  甲府 市 緑 が 丘 一丁 目10}3
調査 原 因 個 人住 宅 建 設

対象 面 積  165。 64�

調査 面 積  4∬
調査 期 間  平 成 10年 5月 16日

調査 担 当 平塚 洋 一

調査 の概 要

相 川 右 岸 に位 置 す る。 2× 2mの 試 掘 調

査 グ リ ッ ドを設 定 し調 査 を行 つた。 調 査 の結果 、

地 表 か ら40cm下層 まで造 成 によ り盛 土 が施 され 、

そ れ よ り下 層 は 自然 堆 積 層 で あ つ た 。 地 表 か ら

9 0cm下層 まで 掘 り下 げ 調 査 を した が 、 遺 構 遺 物

ともに検 出で きな か った。

ま  と め

緑 ヶ丘 一 丁 目遺 跡 は最 近 の調 査 によ り、 古 墳 時

代 の拠 点 的 な集 落 を形 成 して いた こ とが わ か りつ

つ あ り、 今 回 の調 査 地 点 の 北 北 西 60mの 付 近 の

調 査 で は堅 六住 居 跡 や 溝 と と もに古 墳 時 代 の土 器

が大 量 に出土 して い る。

今 回 の調 査 地 点 は近 代 の造 成 の た めか、 自然 堆

積 層 まで造 成 が及 ん だ もの と考 え られ る。 今後 周

辺 の調 査 事 例 を重 ね る こ とによ り、 遺 跡 全体 の性

格・ 規 模 等 が解 明 され る ことが望 まれ る。

O             100m

―

0        5m

図 108 試掘坑配置図 中

1,(査調 風
里
rT_
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43 緑ヶ丘一丁 目遺跡

調査 位 置  甲府 市 緑 が 丘 二 丁 目138-7

調査 原 因 個 人住 宅 建 設

対 象 面爾責 280.84∬
調査 面積  4∬
調 査 期 間  平 成 10年 9月 25日 ～ 9月 28日

調査 担 当 伊 藤 正幸

調 査 の概 要

今 回 の調 査 地 点 は緑 が丘 一 丁 目の北 方 、 標

高 290m程 の住 宅 街 に位 置 す る。 現 状 は砕 石 が 敷 か れ た駐 車

場 と して利 用 され て いた が、 住 宅 建 設 に伴 い試 掘 確 認 調 査 を

実施 した。

調査 は 2m× 2mの 試掘溝 を敷地北側 中央 に lヵ 所設定 し、

砕 石 の 除 去 を含 め て 人 力 で 行 つ た 。 砕 石 (1 0Cm)を 除 去 す

る と古 い木 材・ コ ンク リー ト瓦 礫 等 が 上 部 に混 入 した粗 粒 砂

層 に至 る。 この粗 粒 砂 層 は -6 0cmか ら湧 水 が認 め られ るが 、

さ らに lm堆 積 して い る こ とが確 認 され た。

遺構は確認できず、遺物 として粗砂層上部の境乱内か ら縄

文土器の小破片 1点が確認されるにとどまった。

調 査 状 況

0            100m

―

0       10m

―
図 109 試掘坑配置図
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44 緑 ヶ丘一丁 目遺跡

調査 位 置  甲府 市 緑 が 丘 二 丁 目 115卜4

調査 原 因 個 人住 宅 建 設

対象 面 積  162.84∬
調査 面 積  10∬
調査 期 間  平 成 11年 1月 29日 ～ 2月 3日

調査 担 当者  平塚 洋 一

調 査 の概 要

調 査 は 工 事 予 定 地 の 中 央 部 に 2× 2mの
試 掘 坑 を設 定 して 行 っ た 。 ま た 、 土 層 の 堆

積 状 況 を確 認 す る た め 、 南 側 に 重 機 の バ ケ

ッ ト幅 で深 掘 りを した。

地 表 か ら約 2 0cm下 層 の 暗 褐 色 の 地 層 か ら

連 続 して ピ ッ トが 3基検 出 で き 、 深 掘 り部

分 の 断 面 に ピ ッ トが も う 1つ 確 認 で き た 。

そ の た め、南 側 に約 2m調 査 区 を拡 張 した。

便 宜 的 に南 か らピ ッ ト1・ 2・ 3・ 4と 番 号

を付 した 。 ビ ッ トは 略 円 形 を 呈 し、 うち ピ

ッ ト 2と ピ ッ ト 3は 重 複 関 係 に あ る。

遺    物

ピ ッ ト 1か ら古 墳 時 代 の 交 が 出 土 して い

る。 ま た 、 有 段 口縁 広 口壺 の 口縁 部 、 高 J・TN

の 脚 が 出 土 して い る こ とか ら、 古 墳 時 代 前

期 の もの と判 断 で き る

ま  と め

緑 が 丘 一 丁 目 と二 丁 目で 遺 跡 が 分 け られ

て は い る が 、 広 範 囲 に わ た っ て 集 落 を営 ん

で い た 可 能 性 も あ り、 周 辺 の 調 査 例 が 増 加

す る こ とが 期 待 され る遺 跡 で あ る。

図 110 言式掘坑酉E置図

1黒 褐 色 土 層

2皓 褐 色 土 層

3皓 褐 色 土 届

4黒 色 粘 土 層

5黒 褐 色 粘 土 層

ヽ
バ

図 111 平面図・ 土層堆積図

〕       5m
中

家を壊 した時の

ガラを含む。

選物包含層。

砂利を多く含む。

Pit]。

水分を多く含む。

幽

o                     10m

/

出 土 遺 物
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45 緑 ヶ丘二丁 目遺跡

調 査 位 置

調 査 原 因

対 象 面積

調 査 面積

調 査 期 間

調 査 担 当

甲 府 市 緑 が 丘 三i丁 目 13-36

会 館 増 築

193.5ゴ

8ゴ

平 成 10年 10月 19日 ～ 10月 28日

伊 藤 正 幸

調 査 の概 要

甲府 市 緑 が 丘 ス ポ ー ツ公 園船 出広 場 の北 に

位 置 し、 標 高 293mを 測 る。 調 査 地 北 側 に古 墳 が 存 在 して いた こ

とが 知 られ て い るが、 現 在 はそ の痕 跡 も消 滅 して い る。

調 査 は 2m× 2mの 試 掘 溝 を東 西 に 2ヶ 所 設 定 し人 力 によ り掘

り下 げ て 、 埋 蔵 文 化 財 の有 無 を確 認 した。

西 側 の試 掘 溝 は礫 混 じ りの黄 褐 色 及 び 黒 色 土 を客 土 と して、 明

黄 褐 色 粘 土 層 (旧 水 田床 土 )上 11 0cmほ ど黒 色 粘 土 層 (2 5cm)・

黄 色 粗 粒 砂 層 と続 く。 黒 色粘 土 層 直 上 が 湧 水 面 とな り、 激 し く水

が 湧 き 出 した。

一方 東側 試掘溝 で は -100cmで床土 を掘 り抜 くと青黒色粘土 層・

黄 色 細 砂 層・ 黄 色 粗 粒 砂 層 と続 き、 -1 5 0cm以下 で黒 色 粘 土 層 に

な る。 両 試 掘 溝 とも遺 物・ 遺構 は検 出 され な か った。

ツ

]

2

3

5

8

0       5m
中

図 113 試掘坑配置図

西グリッド

三十!:::i3握§g:宮 ::

4明黄褐色粘土層

5黒 色 粘 土 層

6黄 色粗 粒砂 層

東クリット

1黄褐色土及び黒色上の混合土層

挙大の際を多量に含む。 (客土 )

2黒 色 土 層

3明黄褐色粘土層

4青 黒 色 粘 土層

5黄 色 砂 層

6黄 色 粗粒砂 層

7黒 色 粘 土 層

土層桂状図図 114

東グリッド

|

2

3

4

5
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46 緑ヶ丘二丁 目遺跡

調 査位 置  甲府 市 緑 が丘 二丁 目833-4

調 査 原 因 個 人住 宅 建 設

対 象 面積  146.63∬
調 査 面積  40ゴ
調 査 期 間  平 成 10年 11月 13日 ～ 11月 24日

調 査 担 当者  平 塚 洋 一

調査の概要

調査 地 点 は、 相 川 の右 岸 に位 置 す る。 周

辺の調査事例か ら、 出土遺物は多 い ものの遺構 の検 出は困難 な遺跡

である ことが予想 された。

当初、 2× 2mの 試掘 調査 グ リッ ドを設定 し、地表 か ら約 3 0cm

掘 り下げて土層及び遺構 の確認 を行 った。その結果、黒色粘土層か

ら古墳時代 の土器 とともに溝跡が検 出できた。そ のため、試掘調査

の範囲内で拡張 し調査 を継続 した。

地表か ら約 lmま で掘 り下げ たが、土層 の変化 もないまま土器 は

大量 に出土 して いる ことか ら、複数 の遺構が重複 して いる可能性 も

ある。

溝    跡

南北方 向で 幅約 40
cmの溝 跡 が ほぼ 並 行

して 6条、 ビ ッ トが

1基検 出 で きた。 確

認 で きた順 に、 東 か

らSD 6・ 1・ 2・ 3・

4・ 5と し た 。 SD
2と SD 3イま重 複 関

係 に あ り、 SD 3が
SD2に 先 行 す る 。

しか し、 溝 の規 模 ・

形 状 か ら大 きな 時 間

差 は感 じ られ な い。

古墳時代前期 か ら

平安時代 の土器 が 出

土 して いるが、古墳

時代後期 の ものが多

い。 9・ 131ま古墳時

代前期 の壺・甕 で あ

図 116 平面 図・ 土層堆積 図
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図 115 言式掘坑配置図

1暗灰褐色粘土層

2黒 褐 色粘土層

0              2m

-



る。 1は 器 台、 2・ 3・ 4は 高杯 で あ り、 郭 部 の下 半部 に稜 を持 つ。 7は平 安 時代 の杯 の

口縁 部 で あ る。 12は 須 恵器 の甕 と思 わ れ る。 5は 内外 面 と も に施 釉 され た緑 釉 陶 器 皿 、

6も 内外 面 ともに施 釉 され た灰 釉 陶器 皿 で あ る。

ま  と め

緑 ヶ丘 二 丁 目遺 跡 は過去 、 何 回か試 掘 調 査 の メス は入 れ られ て い るが、 そ の都 度 出土遺

物 は確 認 され る もの の遺構 まで調 査 され た例 が 少 な い遺 跡 で あ る。 今 回 の調 査 によ り南 北

方 向 の溝 跡 が複 数 確 認 され た こ とは成果 で あ るが、 そ の性 格 や 用 途 な どは い まだ に不 明で

あ る。 今 後 の調 査 事 例 の増加 を待 って、 遺 跡 の広 が りや 性 格 な どの解 明が 望 まれ る。

ツ

了 丁 詔 雨 下 ▽ ぞヨ 王

ザ
10

図 117出 上 遺 物

調 査 状 況
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調査位 置

調査 原 因

対象 面積

調査 面積

調査 期 間

調査 担 章

47 緑 ヶ丘二丁 目遺跡

甲府 市 緑 が 丘 三二丁 目2387-10
個 人 住 宅 建 設

184.89∬
6.25∬

平 成 H年 3月 1日 ～ 3月 2日

志 村 憲 一

遺跡 の概 要

当遺 跡 は 縄 文 ～ 平 安 時 代 にか け て の 散 布

地 で あ る。 調査 区は遺 跡 範 囲北 西側 標 高 約 296
周 辺 は住 宅 地 で あ る。 調査 区東 側 に近 接 して和

た が、 現 在 は 開発 によ り痕 跡 は な い。 調 査 区西

あ り、 そ の水 路 へ む か い緩 や か に傾 斜 す る。

調査の概要

調査 区域 内北側 に 1.5m四 方 の Aグ リッ ド、南側 に 2m四 方 の Bグ
リッ ドを設定 し、 人 力で掘削 を行 つた。両 グ リッ ドとも地表下 8 0cm

までは近代 の盛土層である。遺構 は確認 されてはいないが、両グ リッ

ドか ら遺物が出土 している。 1は古墳時代 の郷底部であ り、 Bグ リッ

ドの地表下 1.5mに 位置す る第 7・ 8層 内か ら出上 した。 Aグ リッ ド

か らは土瓶 回縁部が出土 している。

m地点 に位 置 し、 現 状

田無 名 墳 が 存在 して い

側 には南 流 す る水 路 が

B        5m
中

図118 試掘坑配置図

Aグ リッド

I 黄褐 色 土層 化簡岩質の砂篠を多く倉む

盛劇唇。

:黄灰褐色粘質土唐 砂榛をやや多く含む。しまり

やや易い。

3暗灰褐色粘土層 炭イヒ物微量、鉄分少重沈着。

しまりやや弱い。

4黄灰掲色粘土層 炭イヒ物・焼土粒子を微量含む。

しまりやや場tヽ

5黒褐色粘質砂層 鉄分微量、砂を多く含む。

Bグリッド
1 貢褐 色土 層 ]ト レンチ]層と同し。

2茶 褐 色 土 層 黄掲色土がプロック状に入る。

3養灰褐eお質土層 ]ト レンテ2層 と同し。

4灰褐色粘質土層 黒色粘■やや多く含む。ゆるい。

5黄灰褐色砂礫貫土層 遭径2～ 10mの榛をやや多く、

砂際之多く宮む。しまりがある。

6瞳灰褐色粘土層 黒色粘■をブロック状、砂を多く

幽               7黒 褐色粘土層 尋羅皆を少畳含む。

8黒 褐色砂榛層 直径1～5mの傑を含む。

図119土 層 堆 積 図

―
l雪

状査

■
力

■
棚
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48 峰本 B遺跡

調 査位 置  甲府 市 屋 形 三 丁 目 1600-1他

調査 原 因 個 人住 宅 建 設

対 象 面積  765。 95コ正

調査 面 積  30ゴ
調 査 期 間  平 成 11年 1月 25日 ～ 1月 29日

調査 担 当 伊 藤 正 幸

遺跡 の概 要

峰 本 B遺跡 は相 川 扇 状 地 の 中央 部 分 に位 置

し、 史 跡 武 田氏 館 跡 の南 西 、 標 高 330m～ 340m
に立 地 す る。 現 在 で は 武 田城 下 町 遺 跡 の 範 囲 に

含 まれ て い るが 、 昭 和 60年度 の遺 跡 分 布 調 査 当

時 は 、 近 世 の遺 物 が 採 集 され た た め 近 世 の遺 跡

と して 台 帳 に記 載 され た 。 現 状 は 荒 地 で 、 敷 地

中央 を東 西 に、 比 高 差 0.5mほ どの段 差 が 認 め ら

れ る。

調査 の概 要

調 査 は 敷 地 北 側 (段 上 )に 、 幅 2m、 長 さ 20

mの 試 掘 溝 を設 定 し、 重 機 に よ り表 面 を 除 去 し

た後 人 力 で 精 査 を行 う予 定 で あ つ た が 、 表 土 部

分 は 客 土 で 、 瓦 礫 ・ コ ン ク リー ト塊 が 多 量 に埋

まって いたため、東側 5m部 分だけが調査可能 とな り、やむ を得ず南側 (段下)に も東寄

りに 2m× 2mの 試掘溝 を設定 し、人力で掘 り下げた。

双方 とも瓦礫及び客土 を除去す る と赤褐色 の面 にな り、 この面が 旧水 田の床土 にあたる

もの と解 され る。赤褐色土 を除去す る と黄褐色土 にな り、人頭大前後 の礫が多量 に混入 し

て いる。 -1.5mほ ど掘 り下げ る と湧水面 に至 るが、礫混 じ りの黄褐色土 は さ らに続 いて

いた。調査 によ り遺構・遺物等 は一切検 出されなか った。

O       iom
中

図121 試掘坑配置図
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49 山路遺跡

調査位 置

調査 原 因

対 象 面積

調査 面積

調査 期 間

調 査 担 当

甲府 市 塚 原 町 850-1他

個 人 住 宅 建 設

499,95∬
8∬

平 成 10年 9月 28日 ～ 9月 30日

志 村 憲 一

遺跡 の概 要

当遺 跡 は 塚 原 地 区 に位 置 す る鐘 堂 山 の 南

麓 斜 面 、 恵運 院 の東 側 一 帯 に広 が る平 安 時 代 の散 布

地 で あ る。 調 査 区 は 、 遺 跡 範 囲 の 南 西 側 、 標 高 約

280m地 点 に位 置 す る傾 斜 地 で あ る。 過 去 当遺 跡 に

お け る調 査 事 例 は な く、 遺 構 等 の確 認 は な され て い

な い。

調査の概要

調査 区域 内南側 に 2m四 方 のグ リッ ドを 2ヶ 所設

定 し掘 削 を行 った。両 グ リッ ドとも60～ 7 0cmで 地

山層 とな る。表上 の第 1層 は黒褐色土 の耕作層で あ

る。第 2層 は、砂礫 を多 く含 む暗褐色土層である。

地 山層は砂礫質土 とな り湧水が多 い。遺物 は土器 2

点 と陶器 1点が 出上 したが、

棠騎寒銭雪「

期 。産地な どは 蜀
一
′千 

一〃
2

0          5酬

…
図123 出上遺物

O          lo

中

図122 グリッド配置図

グ リ ッ ドA グ リ ッ ド B

-95-



50 横根セレモニーホール遺跡

甲府 市 横 根 町宇 大 畑 705他

建 物 建 設

9677.63だ
560.25∬

平 成 10年 5月 27日 ～ 6月

伊 藤 正 彦

調 査位 置

調査 原 因

対 象 面積

調 査 面 積

調査 期 間

調 査担 当

4日

遺 跡 の概 要

本遺 跡 は盆 地 北 縁 に位 置 し、 背後 に八 人

山 。大 蔵 経 寺 山が連 な る。 八 人 山 。大 蔵 経

寺 山間 は、 大 山沢 川 によ る小扇 状 地 が 形 成

され、 八 人 山 の南 麓、 大 山沢 川右 岸 の扇 端

部 に遺 跡 は立 地 す る。 調 査 地 点 は、 標 高 約

260■■を測 り、 青梅 街 道  (国 道 140号 )とこ

隣接 す る。 近 年 開発 が 進 み宅 地・ 店 舗 が街

道 沿 い に密 集 して い る。 現 況 は畑 地 で あ っ

スと。

調 査 の概 要

対 象 地 に幅 1.3m、 深 さ lmの 試 掘 坑 を

任 意 に 15本、 延 べ 長 さ430mに わ た り設
図 124 試掘坑配置図

定 し、重機 。人力で掘 り下げ遺構・遺物 を確認 した。各試掘坑 とも、一部 2～ 2.5mま で

深堀 りを行 い、土層堆積 を確認 した。対象地全体 にわた り土層 に大 きな変化 はな く、粘質

土 あるいは砂質土 の堆積が見 られ た。地表下 1.8mか ら姶 良 Tnテ フラを確認 して いる。

黒色粘質土 に挟 まれ均一な層厚 で、ほぼ 5 cm程 度 の水平堆積 で あった。これ まで も周辺地

域で確認 されてお り、沼や池 といった ある程度滞水 した湿地 に降灰 し、降灰以前 と以後 も

変わ らず 湿地 の状態 で あった と分析 。報告 されて いる (1ぉ 調査 に際 し、全て の試掘坑か ら

遺構 。遺物 ともに確認できなか った。

註

(1)a河 西学 「第Ⅵ章第 1節 大坪遺跡 のテ フ ラ分析」『大坪遺跡発掘調査報告 書 Ⅲ』

甲府市遺 跡調査会他  1996
b河西学 「第 10章第 1節 大坪遺 跡 のテ フラ」『大坪遺跡 ―平成 12年 度調査地点 の報告 ―』

大坪遺 跡発掘調査会他  2002

T「
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出土遺物観察表 (1) 〉は推定値、残は残存部数値

図 L 出土遺跡 検出地点 種別 。器種
法      量  (Cm)

部  位 観察所見 (成形・調整・文様・時代等) 胎 土 備考
回 径 底 径

4 l 朝気遺跡 トレンテ 2 土師器 高郷 脚 部 内外面ナデ、外面赤彩 やや密

5 1 朝気遺跡 北東グリッド 陶器 天目碗 体 部 密

5 朝気遺跡 化東グリッド土器 かわらけ (58) (30) 日縁～底部 ロクロ成形 やや密、長石、金雲母

5 朝気遺跡 化東グリッド上器 かわらけ (97) (47) 日縁～底部 ロクロ成形 やや密、長石

5 朝気遺跡 北東グリッド土器 かわらけ (98) 日縁～底部 ロクロ成形 やや密

l 大坪遺跡 TP-2 土師器 杯 (60) 底部 ロクロ成形、内外画ナデ やや密、長石

大坪 遺跡 TP-2 土師器 邦 底 部 ロクロ成形、内外面ナデ やや密、長石、金雲母

大坪遺跡 TP-2 土師器 邦 体部～底部 ロクロ成形、内外面ナデ、外面ケズリ やや密、長石

ll 1 落合氏館跡 Aグ リッド 隠文土器 深鉢 胴 部 やや密、石英

11 2 落合氏館跡 Aグリッド 隠文土器 深鉢 胴 部
やや密、長石

石英、金雲母

1 3 落合氏館跡 Bグリッド
石器(カロエ痕が

ある剥片)

長244/幅148/厚068/重 24g 黒 曜石

11 4 落合氏擦跡 Bグ リッド 土師器 甕 (170) 日縁部 内外面ヘラナデ
やや密、長石

石英、金雲母

5 落合氏館跡 Aグ リッド 土師器 甕 (1■9) 口縁部 内外面ナデ
やや密、長石

石英、金雲母

6 落合氏館跡 Bグ リッド 上師器 甕 底部 外面ナデ、内面ナデ・指頭痕
やや密、長石

石英、金雲母

7 落合氏館跡 Bグ リッド 土師器 衰 43 底 部 外面指頭痕・ナデ、内面ナデ
やや密、長石

石英、金雲母

8 落合氏館跡 Bグリッド 上師器 甑 底 部 内外面ナデ やや密、長石、金雲母

落合氏館跡 Aグ リッド上器 かわらけ (60) 底 部 ロクロ成形 やや密、長石、金雲母

l 吉沢A遺跡 表採 縄文土器 深鉢 日縁部 小突起 2ヶ、五領ケ台Ⅱ式
やや粗、長石

石英、金雲母

l 2 吉沢A遺跡 表 採 縄文土器 深鉢 胴 部 隆帯貼付、単節RL、 曽利 I～ I式 やや粗、長石、石英

l 吉沢A遺跡 表採 縄文上器 深鉢 把 手 X字状把手、曽利式
やや粗、長石、石英

金雲母、赤色粒子

1 吉沢A遺跡 表 採 縄文土器 深鉢 胴 部 地文条線、隆帯区画、曽利Ⅲ式 やや粗

1 吉沢A遺跡 表採 縄文土器 深鉢 胴 部 条線、蛇行沈線、曽利Ⅲ式
やや粗、長石

石英、金雲母

1 吉沢A遺跡 表 採 隠文土器 深鉢 日縁部 条線、曽利Ⅲ～Ⅳ式
やや粗、長石

石英、赤色粒子

1 吉沢A遺跡 表採 蠅文土器 深鉢 胴 部 ハの字文、曽利V式 やや粗、長石、黒雲母

8 吉沢A遺跡 表採 縄文土器 深鉢 胴 部 綾杉文、地文縄文、曽利式
やや粗、長石、石英

黒雲母、赤色粒子

4 9 吉沢A遺跡 表採 縄文土器 深鉢 日縁部
やや粗、長石、石英

金雲母、赤色粒子

l l 吉沢A遺跡 表 採 縄文土器 深鉢 胴 部 単節LR、 中期末
やや粗、長石

石英、赤色粒子

1 吉沢A遺跡 表採 縄文土器 深鉢 胴 部 中期末～後翔
やや粗、長石、石英

金雲母、赤色粒子

1 吉沢A遺跡 表 採 縄文土器 深鉢 胴 部 単節LR、 曽利式
やや粗、長石

石英、金雲母

1 1 吉沢A遺跡 表採 縄文土器 深鉢 把 手
やや粗、金雲母

石英、赤色粒子

吉沢A遺跡 表採 縄文土器 深鉢 口縁部 磨消し縄文、称名寺式
やや粗、長石

赤色粒子

1 吉沢A遺跡 表採 縄文土器 深鉢 胴 部 磨消し縄文、称名寺式
やや粗、長石

石英、赤色粒子

1 吉沢A遺跡 表採 縄文土器 深鉢 胴 部 磨消し縄文、称名寺式
やや粗、長石

石英、赤色粒子

l 吉沢A遺跡 表 採 縄文土器 深鉢 口縁 部 刺突文、称名寺～堀之内 I式 やや密

1 吉沢A遺跡 表 採 縄文土器 深鉢 胴 部 堀之内 I式 やや粗

1 吉沢A遺跡 表採 縄文土器 深 94 胴 部 磨消し縄文、赤彩、堀之内 I式 やや粗、石英

l 吉沢A遺跡 表採 縄文土器 深鉢 胴 部 蛇行沈線、ミガキ、堀之内式 やや粗、長石、石英

l 1 吉沢A遺跡 表 採 隠文土器 深鉢 日縁部 日縁部沈線、後期
やや粗、長石

石英、金雲母

1

1

1

吉沢A遺跡 表 採 蠅文土器 深鉢 口縁 部 隆帯貼付、刺突文、堀之内Ⅱ式 やや粗、長石、石英

盲沢 A遺跡 表採 隠文土器 深鉢 底 部 ナデ やや粗、長石、石英

吉沢 A遺 跡 表採 土器 かわらけ (74) 底 部 底部回転糸切り痕 やや粗、長石、石英

吉沢 A遺跡 表採 石器 打 製石斧 長134/幅 63/厚26/重 1 34g 粘坂岩 (ホルンフェルス化)

1 l 甲府 城 跡 G-3 磁器 碗 4.2 体部～底部 染付、菊唐草、見込 「寿」 密

1 2 甲府 城 跡 G-3 磁器 碗 体部 染付 密

3 甲府 城 跡 G-3 陶器 灰IIB皿 (148) 日緻 ～ 答 部 やや径

4 甲府城跡 G-3 陶器 灰釉碗 口縁 罰∫ やや密

5 甲府城跡 G-3 陶器 景水入れ 体 部 ～底 部 瀬戸美濃系、鉄絵 やや奮

l

l

l

6 甲府城跡 G-3 瓦 軒丸 瓦 残径12 6/文様区径90 巴(左巻)・ 連珠

7 甲府城跡 G-3 瓦 軒丸 瓦 残径10 巴(左巻)・ 連珠

8 甲府城跡 G-3 瓦 軒丸瓦 残径66 巴(左巻)・ 連珠

1 9 甲府城跡 G-3 瓦 軒丸 瓦 残径60 巴(左巻)・ 連珠

1 1 甲府城跡 G-3 瓦 丸 瓦 残長120/残 幅62/残高5. 外面ヘラナデ、内面布目痕
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出土遺物観察表 (2) ( )は推定値、残は残存部数値

図 血 出土遺跡 検出地点 種別・器種
法     量 (clll)

日径 1器 高 1 底径
部 位 観察所見 (成形・調整 。文様・時代等) 胎 土 備考

7 11 甲府城跡 G-3 瓦 丸 瓦 残長70/残 幅5,9/残 高59 外 面 ヘ ラナデ 、 内面布 目痕

7 l 甲府城跡 G-3 瓦 丸 瓦 残長145/残幅113/残高64 外 面 ヘ ラナデ 、 内面布 目痕

7 l 甲府城 跡 G-3 瓦 丸 瓦 残長65/残幅87/残高60 外 面 ヘ ラナデ 、 内面布 目痕

7 l 甲府城 跡 G-3 瓦 丸瓦 残長92/残幅8,3/残 高70 外 画 ヘ ラナデ 、 内 面布 目痕、穿孔 あ り

7 1 甲府城跡 G-3 瓦 丸瓦 残長116/残幅79/残 高66 外 面 ヘ ラナデ 、 内面布 目痕

7 1 甲府城跡 G-3 瓦 丸 瓦 残長8.6/残 IB7 7/残 高56 外 面 ヘ ラナデ 、 内面布 目痕

7 1 甲府城跡 G-3 瓦 丸 瓦 残 長 64/残幅 76/残高 60 外 面 ヘ ラナデ 、 内面指頭痕

7 1 甲府城跡 G-3 石製 品 5記 154/幅 147/ヂ 774/彊目2 6kg 加 工 痕 あ り、 安 山岩

1 甲府 城跡 試掘坑 一 括 瓦 丸 瓦 残長6.1/残 幅47/残高45 外 面 ヘ ラナデ 、 内面布 目痕

1 甲府城跡 西 トレンチ 磁器 碗 口縁 部 肥 前 系 染付 緻 密

2 甲府 城跡 東 トレンチ 磁器 碗 日縁 ～体 部 染付 、 蛸 唐 草 文 緻 密

3 甲府 城跡 東 トレンチ 磁器 碗 医蔀 ～ 廣 部 内外 面灰 釉、 体 部 下半無釉 密

4 甲府城跡 東 トレンチ 磁 器 皿 (239) 口縁 ～体 部 染 付 徹 密

5 甲府 城跡 東 トレンチ 磁 器 皿 底部 肥前系染付、見込五弁花、高台内二重角渦福 Ial密

6 甲府 城 跡 東 トレンチ 陶器 志野丸皿 (1■5) 口縁～底部 瀬戸 美 濃 系、 底 部 トテ ン痕 密

7 甲府 城跡 東 トレンテ 磁器 向付 (108) 日縁～体部 肥前系染付 緻 密

8 甲府城 跡 中央 トレンチ 磁器 香炉 (104) (64) 日縁～底部 染付 緻 密

9 甲府城 跡 中央トレンチ 磁器 油壷 体部 肥前系染付 緻 密

1 甲府城跡 東トレンテ 陶器 壼 (1■2) 日縁部 内外面鉄釉 やや粗

甲府城跡 東 トレンチ 磁器 壷 体部 密

l 甲府城跡 中央トレンチ 陶器 播鉢 体部 やや粗

l 甲府城跡 東トレンテ 陶器 悟鉢 体部 内外面鉄釉 やや粗

1 甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒丸瓦 ? 残高79/残 幅57 違い鷹の羽

1 甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒丸瓦 残径137/文様区径 10.4 三巴(左巻)・ 連珠

1 甲府 城跡 試掘坑一括 瓦 軒丸瓦 残径110/文様区径56 巴(左巻 ・連 珠

l 甲府 城跡 瓦 軒丸瓦 残径126/文様区径98 巴(左巻 ・連 珠

l 甲府 城跡 瓦 軒丸瓦 残径75/文 様区径58 巴(左巻 ・連 珠

1 甲府 城跡 瓦 軒 丸 瓦 残径84/文様区径59 巴(左巻 ・連 珠

甲府 城跡 瓦 軒 丸 瓦 残 径 82/文様 区径 4.8 巴(左巻 ・ 連 珠

1 甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒 丸 瓦 残 径 74/文 様 区径 5,5 巴(左巻)・ 連珠

甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒丸 瓦 残 径 6,7/文 様 区径4.5 巴(左巻)・ 連珠

甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒丸 瓦 残径 130/長 ■ 2/幅 132/文様 区径 102 巴(左巻)・ 連珠

甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒丸瓦 残 径 103/文模 区径 89 巴(左巻)・ 連珠

甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒 丸 瓦 残 径 110/文様 区径9.3 巴(左巻)・ 連珠

甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒 丸 瓦 残 径 94/文様 区径 7.0 三巴(左巻)・ 連珠

甲府城跡 試掘坑一播 瓦 軒丸瓦 残 径 120/文様 区径 89 巴(左巻)・ 連珠

甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒丸瓦 残径 80/文様 区径 60 巴(左巻)・ 連珠

甲府城跡 試掘坑 一 括 瓦 軒 丸 瓦 残径 50/文様 区径 27 巴(左巻)・ 連珠

甲府城跡 試 aX玩一 拮 瓦 軒 丸 瓦 残ぞき46/文様区径28 巴(左巻)・ 連珠

】 甲府城跡 試掘坑 一 括 瓦 丸 瓦 残長 19.7/残 幅87/残 高58/玉縁長26 外面ヘラナデ、内面布目痕
甲府城跡 試掘坑一括 瓦 丸 瓦 長259/幅 127/高 62/玉 縁長26 外面ヘラナデ、内面布目痕

甲府城跡 試掘坑一括 瓦 丸 瓦 残 長 58/残IB8 7/残 高70/玉縁長35 外面ヘラナデ、内面布目痕

甲府城跡 試掘坑一括 瓦 丸 瓦 残 長 0.6/残幅143/残高60/玉縁長28 外面ヘラナデ、内面布目痕
甲府城跡 試掘坑一括 瓦 丸 瓦 残 長 10/残幅■ 5/残高70/玉縁長20 外面ヘラナデ、内画布目痕
甲府城跡 試掘坑一楯 瓦 丸 瓦 残 長 38/残幅131/残高53/玉縁長2.7 外面ヘラナデ、内面布目痕
甲府城跡 試掘坑一括 瓦 丸 瓦 残長 02/ケ完噺目9,0/死完高6.5/玉縁長25 外面ヘラナデ、内面布目痕
甲府城跡 試掘坑一括 瓦 丸瓦 残長 12/死完中目10.2/死完高66/ヨ E滑及長26 外面ヘラナデ、内面布目痕
甲府城跡 試掘坑一括 瓦 丸瓦 残長87/残幅114/残高72/玉縁長30 外面ヘラナデ、内面布目痕

甲府城跡 試掘坑一括 瓦 丸瓦 残長7.5/残幅8.5 外面ヘラナデ、内面布目痕
甲府城跡 試掘坑一括 瓦 丸瓦 残長112/残幅94/残 高65 外面ヘラナデ、内面布目痕
甲府城跡 試掘坑一括 瓦 丸瓦 残長8.2/残幅8.3/残 高53 外面ヘラナデ、内面布目痕

甲府城跡 試掘坑一括 瓦 丸瓦 残長7.4/残幅84/残高56 外面ヘラナデ、内面布目痕、「O」 の刻印あり

箪 甲府城跡 試掘坑一括 瓦 丸瓦 残 長 30/残 幅95 外面ヘラナデ、内面布目痕
甲府城跡 試掘坑一括 瓦 丸瓦 残長 68/残幅11.8/残 高62 外面ヘラナデ、内面布目痕
甲府城跡 試掘坑一括 瓦 丸瓦 残 長 4.8/残 幅130/残 高49 外面ヘラナデ、内面布目痕

生7 甲府城跡 試掘坑一括 瓦 丸瓦 残 長 6.0/死完晰目110 外面ヘラナデ、内面布目痕
甲府城跡 試掘坑一括 瓦 丸瓦 残長 6.3/死完萌目71/死党藤華3.9 外面ヘラナデ、内面布目痕

〕4149 甲府城跡 試掘坑一括 瓦 丸瓦 残長 62繊幅82/残高5.6 外面ヘラナデ、内面布目痕

聖 甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒平瓦 残幅 02/瓦当厚残56
甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒平瓦 残幅 50/瓦当厚残38
甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒平瓦 残幅82/瓦 当厚残3.9

甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒平瓦 残幅81/瓦 当厚残3.4

甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒平瓦 残幅82/瓦当厚残35
甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒平瓦 残幅59/瓦 当厚残3.9

甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒平瓦 残幅11.4/瓦 当厚残42
甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒平瓦 残幅■ .8/瓦 当厚残58
甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒平瓦 残幅63/瓦当厚残3,0

甲府城跡 試掘坑一括 瓦 平瓦 残長146/残幅15,3/残 厚2.1

甲府城跡 試掘坑一括 瓦 平瓦 残長12.5/残 幅8.1/残厚2.0

甲府城跡 試掘坑一括 瓦 残長12.0/残 幅9,1/残厚20
甲府城跡 試掘坑一括 瓦 残長90/残 幅13.5/残 厚18

甲府城跡 試掘坑一括 瓦 輪違い瓦 長8.6/残幅80/高 27/厚 1.7
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出土遺物観察表 (3) ( )は推定値、残は残存部数値

図 血 出土遺跡 検出地点 種別・器種
量  (cm)

部 位 観察所見 (成形・調整・文様・時代等 ) 胎 土 備考
ロ 底 径

〕5164 甲府城 跡 武掘坑 一楯 瓦 輪違 い瓦 長9.6" i則ヨ8.9/ i35/,享

甲府城 跡 拭掘坑 一括 瓦 輪違 い瓦 √髯100/死完市目8.0/藤蓋39/たヨ20
甲府城 跡 武掘坑 一拓 瓦 輪違 い瓦 長9.0/残 幅91/厚 14
甲府城 跡 拭掘坑 一拓 瓦 輪 違 い瓦 万見√髯65/死見I,目68/たヨ18

l 小瀬氏館跡 拭掘坑一括 磁 器 碗 日縁 部 瀬戸美濃系、悟絵、内面襲落文、外面微塵唐草 密

2 小源氏館跡 武掘坑一括 磁器 碗 底部 瀬戸美濃系 密

3 小瀬氏館跡 試掘坑一括 陶器 (98) 日縁 部 ロクロ成形 やや密、長石

4 小瀬氏館跡 武掘坑一括 上器 ロクロ成形、内面ナデ、指頭痕 やや密、長石、金雲母

判 1 塩部遺跡 SD― Trl 磁器 碗 日縁 ～底部 肥 前 系染 付 緻密

判 2 塩部遺跡 SD― Trl 磁器 碗 日縁 ～体 部 染付、鶴と亀甲文 緻密

判 3 塩部遺跡 SD― Trl 町器 志野丸皿 日縁 部 瀬戸美濃系、 17世紀前半 密

判 4 塩部造跡 SD― Trl 陶器 灰釉碗 (48) 底 部 瀬戸美濃系、 17世紀前半 密

判 5 塩部遺跡 SD― Trl 陶器 灰rlL鉢 日縁部 瀬戸美濃系、 17世紀後半 やや粗

判 6 塩部遺跡 SD― T,1 陶器 悟鉢 体 部 頑戸美濃系、内外面錆釉、17世紀後半 やや粗
7 塩部遺跡 SD― Tr-1 土器 かわらけ (5.2) 底 部 密、赤色粒子、金雲母

‐４
‐

ヨ
8 塩部遺跡 SD l,Trl 隠文土器 深鉢 体 部 貼付文、曽利 I～ Ⅱ

やや粗、赤色粒子

金雲母、石英

判 9 塩部遺跡 SD-2,Tr-3 磁器 小不 口縁 ～底部 瀬戸美濃系、外面・底部陽刻、内面日章旗を印刷 緻密 完形

判 塩部遺跡 SD-2,Tr-2 磁器 ガヽ郷 体 部 肥前系染付 級密

判 塩部遺跡 SD 2,Tr‐ 1 衛器 鉄釉小杯 口縁 部 瀬戸美濃系、 17世紀後半 やや粗

判 塩部遺跡 SD-2,Tr-2 的器 志野小不 体部 ～底 部 瀬戸美濃系、 17世紀末～18世紀初 密

判 塩部遺跡 SD-2,Tr-3 磁器 ガヽ不 (75) 日縁 ～底部 頑戸美濃系、銅版転写 緻密

判 塩部遺跡 3D-2,Tr 3 磁器 碗 日縁～底部 肥前系染付、砂日高台、17世紀前半 緻密

判 塩部遺跡 SD-2,Trl 磁器 碗 口縁部 肥前系染付、内面四方欅文、18世紀前半 緻密

彎 塩部遺跡 SD-2,Tr l 磁器 碗 日縁部 肥前系染付、外面草花文、18世紀 緻 密

判 塩部遺跡 SD-9,Tr2 磁 器 碗 口縁部 肥前系染付、内面亀甲、外面唐草文、18世紀 緻 密

判 塩部遺跡 3D D,T府 2 磁 器 碗 日縁部 肥前系染付、外面青海波文、18世紀 lTX密

1 塩部遺跡 3D-2,Tr3 磁 器 碗 体 部 肥前系染付、17世紀末～18世紀初 緻 密

塩部遺跡 SD 2,Tr2 磁器 碗 底部
肥前系染付、高台内渦福 ?

17世紀後半～18世紀初
級 密

l 部遣 】 3D‐ 2,Tr2 磁器 碗 体部～底部 肥前系染付、外面草花文、17世紀後半 徹密

部遺 跡 SD 2,Tr2 磁器 碗 体部～底部 染付、焼継ざ痕、 18世紀後半 緻密

塩部遺跡 S}2.Tr2 磁器 碗 底部 瀬戸美濃系、内面飴釉、18世紀初 やや粗

塩部遺跡 SD‐ 2,Tr8 磁器 碗 (46) 底部 染付 緻 密

塩部遺跡 SD-2.T,3 陶器 灰釉碗 (50) 底部 瀬戸美濃系、17世紀前半 やや密

塩部遺 跡 3D-2,T,3 陶器 灰釉碗 (35) 底部 瀬戸美濃系、17世紀前半 密

)4127 塩部遺跡 D2,Tr2.3 磁 器 碗 l11) 日縁～体部 染付、外面印花文 緻密

里 塩部遺跡 3D-2,T「 2 磁 器 碗 (1■ 5) 日縁～体部 瀬戸美濃系、銅版転写 緻密

塩 部遺 跡 3D-2,TⅢ 3 磁 器 碗 (81) 日縁～体部 瀬戸美濃系染付 緻密

塩部遺 跡 3D-2,Tr3 磁 器 碗 (1■ 4) 日縁～底部 染付、高台内「口泉」刻印 緻密

塩 部遺 跡 3D-2.T「 3 磁器 ガヽ碗 日縁～底部 瀬戸美濃系、鋼版転写 緻密

塩 部遺 跡 3D-2,T「 2 磁 器 碗 体 部 銅版転写 緻密

塩部遺跡 3D-2,Tr2 磁 器 碗 日縁部 銅版転写、外面一重網目文、近代 緻 密

塩部遺跡 3D-2,Tr2 磁 器 碗 日縁～底部 瀬戸美濃系、銅版転写、近代 緻密

塩部遺跡 SD-2,Tr 2 磁器 碗 体部～底部 銅版転写、外面草樹文 緻密

塩部 遺 ! SD-2.Tr l 磁 器 (106) 日縁部 染付、外面草花文 緻 密

塩部 〕 SD-2,Tr2 陶器 志野碗 (100) 日縁～体部 瀬戸美濃系、17世紀中 密

塩部遺跡 SD‐2.Trユ 磁器 碗 口縁部 染付、外面革花文 ? 繊密

塩部遺跡 SD-2.Tr8 磁器 皿 (3,3) 底部 染付、高台内 「大島J刻印 緻密

塩部遺跡 S}2.T「 2 磁器 ガヽ碗 口縁～底部 頑戸 美 濃 系染 付、 18世紀 前半 緻密

1 塩部追跡 SD-2.Trl 陶器 イヽ碗 底部 瀬戸美濃系、内面飴釉、17世紀未～18世紀初 密

塩部遺跡 SD-2,Tr-3 磁器 蓋 体部 肥前系染付、18世紀前半 徹 密

塩部遺跡 SD-2,Tr-3 磁器 合子 (5.5) (6.1) 日縁 ～底部 肥前系染付、17世紀後半～18世紀 緻密

塩部遺跡 SD-2,TⅢ 3 磁器 皿 口縁部 瀬戸美濃系、銅版転写、外面微塵唐草 緻密

塩部遺跡 SD-2 Tr2 磁器 皿 日縁 ～体 部 肥前系染付、17世紀後半 緻密

塩部遺跡 SD-2,Trl 磁器 皿 (20.0) (12.6) 日縁～底部
肥前系染付、焼継ぎ痕、墨弾き、17世紀中～

内面草花文、外面唐草文
緻 密

塩部遺跡 SD-2,Tr3 磁器 皿 (154) (10.6) 口縁 ～底部 肥前系青磁染付、18世紀前半 緻 密

塩部遺跡 SD‐2,Tr23 陶器 酒瓶 杯部 ～ 底 部 「五合入」銘 やや粗

塩部遺跡 SD-2,Tr2 磁器 徳利 (59) 底部 高台内二重角 「□山□」銘 緻密

塩部遺跡 SD-2,Tr2 町器 鉄釉花器 底部 瀬戸美濃系、17世紀末～18世紀初 密

塩部遺跡 SD-2,Tr3 陶器 花器 4.5 部～底部 瀬戸美濃系、内画・高台内長石釉、18世紀
塩部遺跡 SD-2,Tr2 陶器 急須 注目部 瀬戸美濃系 密

塩部遺跡 SD-2,T予 3 陶器 仏飯器 45 底部 瀬戸美濃系、外面灰釉、18世紀初 や や

塩部遺跡 SD 2,Tr2 陶器 灰釉鉢 体 部 瀬戸美濃系、17世紀後半～18世紀初 や や

塩部遺跡 SD-2,Tr3 土器 鍋 口縁部 やや密

塩部遺跡 SD-2,T「 2 常滑 甕 肩部 や や

劇

劃
塩部遺跡 SD-2,Tr3 陶器 灯明皿 (7.3) 口縁～底部

志戸呂、内外面錆釉、底部回転糸切り痕
17世紀後半～18世紀

密

塩部遺跡 SD-2,Tr 3 陶器 灯明皿 (32) 日縁 ～底部 瀬戸美濃系、内面・外面日縁部錆釉、18世紀前半 やや密

塩部遺跡 SD-2,Tr 3 陶器 摺鉢 (291) 口縁 部 瀬戸美濃系、内外面錆釉、17世紀後半 やや粗
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出土遺物観察表 (4) ( )は推定値、残は残存部数値

図 Ab 出土遺跡 検出地点 種別 。器種
法     量 (cm)

部  位 観察所見 (成形・調整・文様・時代等) 胎   土 備考
日 底 径

塩部遺跡 SD-2,Tr 2 陶器 播鉢 体 部 瀬戸美濃系、内外面錆釉、18世紀初 やや粗

塩部遺跡 SD-2,Trl 土 器 悟鉢 底 部 やや粗、長石、石英

塩部遺跡 SD-2,Tr l 陶器 播鉢 体 部 瀬戸美濃系、内外面錆釉、17世紀中 やや粗

塩部遺跡 SD-2,Tr l 陶器 悟鉢 体 部 瀬戸美濃系、内外面錆和 やや粗

塩部遺跡 SD-2,Tr l 金属器 メグ ル 長400/幅 361/厚055/重228宮 表字「KEIOJ、 裏字「庭球大會豫撰會1933」

5〔 塩部遺跡 SD-2,Tr3 ガ ラス製 品 長 185/幅20/厚 035/重 9富 おはじき ?

3( 塩部遺 跡 SD-2,Tr3 ガ ラス製 品 日径25/器高26/底径185/重 173g ミニチュア

塩 部遺 跡 SD 3,Tr-3 磁器 1ヽ不 口縁 ～体 部 肥前系染付 緻 密

塩 部遺 跡 SD-3,Tr-4 陶器 皿 (119) 口縁 ～底 部 密

塩 部遺 跡 SD-3,Tr 4 陶器 碗 外 部 瀬戸美濃系、17世紀 やや密

塩 部遺 跡 SD-3,Tr 3 陶器 瓶 底 部 17世紀 前半 密

塩部遺跡 SD-3,Tr 3 土器 かわらけ 日縁 部
やや密、金雲母

赤色粒子

塩部遺跡 SD-3,Tr 3 陶器 灯明皿 (76) (35) 日縁 ～ 底部 志戸呂、内外面錆釉、17世紀後半～18世紀 密

塩部遺跡 SD-3,Tr 3 陶器 橋鉢 瀬戸 美 濃 系、 内外 面錆釉 、 17世紀 やや粗

塩部遺跡 SD-3,Tr 4 陶器 播鉢 体 部 瀬戸 美 濃 系、 内外 面錆 釉 やや密

塩部遺跡 SD-3,Tr 3 土師器 壺 胴 部
やや粗、長石

金雲母、赤色粒子

,6
塩部遺跡 SD-3,T,4 土器 内耳鍋 把 手

やや粗、石英

金雲母、赤色粒子

塩 部 選 断 トレンチ 木製 品 杭 長750/幅54/径 〔 丸木を加工

匹蝉 トレンチ 木製 品 杭 5監562/哺目34/ぞ登24 丸木を使用

塩部遺 跡 トレンテ 木製 品 加 工材 局562/幅 3.2/厚 ! 角木を取水施設に転用、柄孔(方5nlm)2箇 所

塩部遺跡 トレンチ 木製品 杭 長386/幅38/厚 と 板材を転用

塩部遺 跡 トレンチ 木製品 加工材 長276/幅 120/厚 58 切断痕あり

塩部遺跡 トレンチ 木製品 カロ正材 長344/幅120/厚82 柄(長44/幅 88/厚 5.8)あ り、切断痕あり

1 古宮遺跡 東 トレンチ 縄文土器 深鉢 胴 部 単節縄文、堀之内式 やや密

古宮遺跡 西 トレンチ 陶器 天目碗 体部 瀬戸美濃系、鉄釉、体部下半露胎 密

古宮遺跡 西 トレンチ 土器 かわらけ (1■8) 口縁部 ロクロ成形 やや密

古宮遺跡 西トレンチ 磁器 皿 底 部 肥前系染付、外面唐草文 や や粗

古官遺跡 西トレンチ 磁 器 急須 体 部 や や密

古宮遺跡 試掘坑一括 土製品 土馬 残長281′残高38/残 幅28 後脚部 ナデ、指頭痕 密

古宮遺跡 東 トレンチ 石製品 砥石 長130/幅 34/厚 37/重 18 ,7g 磨面2面、転用品か、粘板岩

l 緑ヶ丘二丁目遺跡 試掘坑一括 陶器 常滑甕 日縁部 密、長石

l 緑ヶ丘二丁目遺助 G-6 縄文土器 深鉢 胴 部 隆帯貼付 やや密、長石、金雲母

緑ヶ丘二丁目遺勘 試掘坑一括 土師器 杯 (1■8) 日縁～体部 内外 面 ナデ やや密

緑ヶ丘二丁目遺跡 試掘坑一括 灰釉陶器 碗 底部 ロク ロ成 形、 付 高台 やや密、長石

緑ヶ丘二丁目遺跡 試掘坑一括 灰釉陶器 碗 底 部 ロクロ成形、付高台 やや密、長石

緑ヶ丘二丁目遺跡 試掘坑一括 須恵器 甕 口縁部 ロクロ成形 やや密

緑ヶ丘二丁目遺跡 G-5 須恵器 甕 頸 部 外面叩き日、内面ナデ やや密

緑ヶ丘二丁目遺跡 G-3 須恵器 甕 胴 部 外面叩き目、内面ナデ 密、長石

緑ヶ丘二丁目遺跡 G-5 須恵器 壷 頸部 ロクロ成形 密、長石

緑ヶ丘二丁目遺跡 G-5 土師器 甕 底部 内外面ナデ、底部木葉痕 やや密、長石、金雲母

緑ヶ丘二丁目遺跡 G-4 土師器 甕 口縁部 内外面ナデ、ハケ
やや密、長石

石英、金雲母

緑ヶ丘二丁目遺跡 G-6 土師器 壺 底 部 内外面ナデ、内面ヘラナデ 。指頭痕 やや密、長石、石英
l 緑ヶ丘二丁目遺跡 表採 土師器 高台付杯 胴部～底部 内外面ハケ 密

4 l 緑ヶ丘二丁目遺跡 G-3 陶器 天目碗 体 部 瀬戸美濃系、鉄釉、体部下半露胎 やや密
4 l 緑ヶ丘二丁目遺跡 G-1 陶器 天目碗 体 部 瀬戸美濃系、鉄釉 やや密

1 緑ヶ丘二丁目遺跡 G-3 磁器 青磁碗 底 部 密

緑ヶ丘二丁目遺跡 G-3 磁器 碗 (102) 底 部 染付 密

l 緑ヶ丘二丁目遺跡 G-2 金属器 煙管 残長70/幅 19/重 101宮 雁 首

l 南口B遺跡 トレンテ 4 土師器 台付甕 脚 部 外面ハケ、内面指ナデ 長石、石英、金雲母

2 南日B遺跡 トレンテ 2 土師器 器台 杯部～脚部
内外面ヘラミガキ、脚部穿孔、

内面指ナデ・ヘラナデ
長石、石英、金雲母

南日B遺跡 トレンチ 5 土 師器 不 体部～底部 内外面ロクロナデ 密、赤色粒子多量

4 南日B遺跡 トレンテ 4 土師器 甕 胴 部 内外面ハケ
やや粗、長石、金雲母

石英、赤色粒子

南日B遺跡 トレンテ 2 須恵器 甕 胴 部 外面叩き日、内面青海波文 密、 長石

6 南 口 B遺跡 トレンテ 2 須恵器 甕 胴 部 外面叩き日、内面青海波文 やや 密、 長 石

7 南 口 B遺跡 トレンチ 5 陶器 常滑甕 胴 部 内面ナデ む |、 長石、 石 英

鰯
　
一

8 南日B遺跡 トレンチ 4 土器 かわ らけ 底 部 ロクロナデ、底部回転糸切り痕、煤付着
やや密、長石、◇雲母

石英、赤色粒子
9 南 日 B遺跡 トレンチ 3 土 器 (133) 口縁部 ロクロナデ やや密、長石、金雲母

南 口 B遺跡 トレンテ 2 磁器 碗 (10.2) 日縁～体部 肥前系染付、外面二重網目文 徹 密

南 口 B遺跡 トレンチ 2 磁器 碗 日縁～体部 肥前系染付 緻 窪

南 口 B遺跡 トレンテ 2 磁 器 碗 底部 肥前系染付 徹 密

南 口 B遺跡 トレンテ 4 磁 器 碗 日縁部 肥前系染付、内面四方欅文、外面草花文 緻 ′

南 口 B遺跡 トレンテ 2 磁 器 碗 (10.0) 日縁部 瀬戸美濃系 緻 サ

南 日 B遺跡 トレンテ 4 磁 器 碗 日縁部 瀬戸美濃系 緻
`

6 南 日 B遺跡 トレンテ 2 磁 器 碗 口縁部 瀬戸美濃系、摺絵、内面襲落文、外面微塵唐草 緻 密
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出土遺物観察表 (5) ( )は推定値、残 は残存部数値

図 rb 出土遺跡 検出地点 種別・器種
法     量 (cm)

部  位 観察所見 (成形・調整・文様・時代等) 胎   土 備 考
口径 器 高 底 径

7 南 日 B遺跡 トレンチ 2 磁器 碗 緻 密 完 形

1 南 日 B遺跡 トレンテ 2 磁器 皿 底 部 肥 前 系染 付、 内面 四方 欅文 、 外 面唐軍文 徹 密

1 南日B遺跡 トレンテ 2 磁器 皿 底 部 肥 前 系染 付 緻 密

南 口 B遺跡 トレンテ 2 磁器 皿 底 部 肥 前 系染 付、 高 台 内竜 文 徹 密

南日B遺跡 トレンテ 2 磁器 皿 底 部 瀬戸 美 濃 系、 摺絵 緻 密

南 口 B遺跡 トレンチ 4 磁器 蓋 身受部 瀬戸 美濃 系 緻 密

南 口 B遺跡 トレンチ 2 磁器 香炉 胴 部 外面 青磁 釉、 内面染付 緻 密

珂 南日B遺跡 トレンチ 2 陶器 揖鉢 (302) 日縁部 ロク ロ成 形、 外 面錆釉 やや密、長石

南 口 B遺跡 トレンチ 1 陶器 甕 底部 瀬戸美濃系 密

南 日 B遺跡 トレンチ 1 陶器 日縁部 瀬戸美濃系 密

南 日 B遺跡 トレンテ 2 木製品 下駄 長225/幅 102/厚 31 連歯、磨 耗 略完形

南 日 B遺跡 トレンテ 2 木製品 栓 長98/幅 15/径 0 3～ 14 完 形

南 口 B遺跡 トレンチ 2 木製品 栓 高25/上 幅28/下 幅2.3 晃 形

1 山之神遺 跡 iA掘坑一括 磁器 皿 底 部 肥前系染付、内面唐草文 緻 密

2 山之神遺跡 拭掘坑一括 白磁 皿 体 部 密

3 山之神遺 跡 式掘坑一括 陶器 碗 底 部 密

4 山之神〕 跡 式掘坑一拓 陶器 鉢 底 部 瀬戸美濃系 や や 密

5 山之 神遺 跡 弐掘坑一拓 陶器 鉢 (1■8) 底 部 瀬戸美濃系 やや密

l 榎田遺跡 試掘坑一括 上師器 壷 底 部 内外面ハケ後ナデ
やや密、長石

石英、金雲母

2 榎田遺跡 試掘坑一括 土師器 壼 体 部 内外 面ハ ケ やや密、長石、金雲母

1 大坪遺跡 SX― l 土師器 郭 (124) 日縁～体部 内外面ヘラミガキ 密、金雲母、赤色粒子

2 大坪遺 跡 西 トレンチ 土師器 杯 (14.0) (32) 日縁～底部 内面指 頭 痕 密、赤色 粒子 多 量

3 大坪遺跡 llグ
')ッ

ド 土師器 邦 (120) 底 部
内面放射状暗文、外面ロクロナデ

底部ヘラケズリ後ヘラミガキ

密 、 金雲母、長石

赤色粒子

4 大坪遺跡 22グ
'Jッ

ド 土師器 邦 129 回縁 ～ 底 部 内面 放射 状暗文、 外面 ロク ロナデ 緻 密、赤 色 粒 子 略完形

5 大坪遺跡 11グリッド 土師器 杯 底 部 内面放射状暗文、外面ロクロナデ 緻 密

6 大坪遺跡 22グリッド 土師器 不 (155) 日縁～底部 内外面ロクロナデ 密

7 SX-1 土師器 杯 (108) 日縁～体部 内外面ロクロナデ、外面体部下半ヘラケズリ 密、赤色粒子

12グリッド 土師器 杯 (146) 日縁～体部 内外面ロクロナデ、内面黒色処理 密、砂粒、赤色粒子

21グリッド 土師器 杯 (136) 日縁～体部 内外面ロクロナデ 密、砂粒、赤色粒子

大坪遺跡 12グリッド 土師器 不 (136) 日縁部 内外面ロクロナデ やや粗、赤色粒子
11と 同

一個体

大坪遺跡 1‐2グリッド 土師器 不 (6.3) 底 部 内外面ロクロナデ やや粗、赤色粒子
10と 同

一個体

大坪遺跡 21グリッド 土 師器 不 底 部 底部回転糸切 り痕 密

大坪遺跡 2-1グリッド 土 師器 不 (56) 底 部 底部回転糸切 り痕 密

大坪遺跡 卜3グリッド 土 師 器 皿 口縁～底部 内外面ロクロナデ、底部回転糸切り痕 密、赤色粒子

大坪遺跡 TP-2 土 師 器 皿 (93) 口縁～体部 内外面ナデ、外面体部下半ヘラケズリ 密、赤色粒子

大坪遺跡 西 トレンチ 土師器 高邦 (128) 杯部 内外面ナデ、内面指頭痕 密、長石、赤色粒子

大坪遺跡 13グリッド 土 師 器 ヨ (200) 日縁～胴部 日縁部ロクロナデ、胴部内外面ハケロ 長石、石英、赤色粒子

大坪遺跡 SX-1 土 師器 ヨ (235) 日縁～胴部 日縁部ロクロナデ、胴部内外面ハケロ やや粗、砂粒

5 大坪遺跡 13グリッド 上師器 甕 (244) 日縁～胴部
口縁部外面ロクロナデ、内外面ハケロ

胴部内外面ハケロ

やや密、長石

金雲母、赤色粒子

大坪遺跡 13グリッド 土師器 甕 (250) 日縁～胴部
日縁部外面ハケ後ロクロナデ、内面ハケロ

胴部内外面ハケロ

やや粗、長石

金雲母、赤色粒子

5 大坪遺跡 2‐ 3グリッド 土師器 甕 胴 部 外面叩き日、内面指頭痕 長石、砂粒、赤色粒子

大坪遺跡 1-3グリッド 土師器 甕 (102) 日縁 ～底 部 外面同下半ヘラケズリ、二次焼成 やや粗、砂粒多い

大坪遺跡 2-3グリッド 土師器 重 底 部 内外 面 ハ ケ ロ やや粗、長石、赤色粒子

大坪遺跡 22グリッド 土師器 壷 底 部 底部木葉痕
やや粗、長石

石英、赤色粒子

大坪遺跡 2-3グリッド 土師器 甕 底 部 外面ヘラケズリ、内面ハケロ、底部木葉痕 やや粗、砂粒

大坪遺跡 2-1グリッド 土師器 羽釜 日縁 部 内面 ハ ケ ロ やや粗、砂粒

大坪遺跡 1‐ 3グリッド土師器 置き籠 号君

“

外 面指 頭 痕、 内面ハ ケ ロ やや粗、砂粒

大坪遺跡 西トレンチ 手捏土器 日縁 ～底部 外 面 ナデ ・指 頭痕、 内面指 頭 痕 長石、石 英 、 金 雲母

大坪遺跡 2-2グリッド 須恵器 蓋 (18.0) 身受 部 ロクロナデ 緻 密

大坪遺跡 1‐ 3グリッド 須恵器 蓋 (16.0) 身受 部 ロクロナデ 緻 密

遇

一区 大坪遺跡 13グリッド 須恵器 蓋 (1■8) 身受 : ロクロナデ 緻 密

大坪遺跡 23グリッド 須恵器 蓋 ロクロナデ 緻密、長石、黒色粒子

大坪遺跡 25グリッド 須恵器 郷 (104) 日縁 部 ロクロナう 緻 密

大坪遺跡 2-5グリッド 須恵器 郷 底 部 ロクロナう 緻 ′

大坪遺跡 2-3グリッド 須恵器 邦 底部 ロクロナデ、底部糸切 り後ヘラケズリ 緻密、長石、石 英

大坪遺跡 23グリッド須意器 長頸壺 (100) 日縁部 ロクロナデ
緻密、長石

石英、黒色粒子

大坪〕 跡 1‐ 2グリッド 須恵器 長頸重 (1■ 0〉 口縁部 ロクロナデ 緻密

大坪〕 跡 SX-1 須恵器 長頸壺 (12.0) 日縁部 ロクロナデ 緻密

大坪〕 跡 SX-1 須恵器 碗 (80) 日縁部 ロクロナデ 緻 密

大坪〕 跡 1-2グリッド 須恵器 甕 (280) 日縁部 ロクロナデ、内面ヘラナデ やや密、長石、石英

l 大坪 1跡 12グリッド 須恵器 甕 胴 部 外面叩き目 長石、黒色粒子徹密、

大坪 遺跡 西 トレンチ 須恵器 甕 頸部 外面櫛歯状工具による刺突文 緻 密

大坪 遺跡 1-3グリッド 須恵器 甕 胴 部 外面叩き目、内面宛て具痕 緻 密
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出土遺物観察表 (6) ( )は推定値、残は残存部数値

図

一受

一菱

h 出土遺跡 検出地点 種別 。器種
法

部  位 観察所見 (成形・調整・文様・時代等) 胎 土 備考日径 器 高

留 大坪遺跡 13グリッド 須恵器 甕 胴 部 外面叩き目 緻密、長石、石英
大坪遺跡 13グリッド 須恵器 甕 月同ヨI ロクロナデ 緻 密
大坪遺跡 SX-1 須恵器 重 底 部 ロクロナデ、底部ヘラケズリ 緻密、長石、雲母
大坪遺跡 2‐ 1グリッド 緑釉陶器 皿 口縁 部 ロクロナデ 緻 密

受

一Ｘ

一貢

大坪遺跡 2-2グリッド 灰釉陶器 壺 胴 部 ロクロナデ 緻 密
大坪遺跡 TP-2 灰釉 陶器 碗 (7.0) 底 部 ロクロナデ 緻 密

引 大坪遺跡 23グリッド 瓦 平瓦 残長53/残 幅72/残厚17 外面叩き日、内面布目痕
1 上河原遺跡 載掘坑一括 磁 器 香 炉 底 部 緻 密
2 上河原遺跡 試掘坑一拓 磁 器 皿 34 底 部 外面唐草文 緻 密
1 甲府城跡 載掘坑一搭 陶器 播鉢 日縁 部 内外面錆和 緻 密
2 甲府城跡 試掘坑一拓 陶器 碗 体 部 染付 級 密
3 甲府城跡 試掘坑一括 土器 焼塩壷 体 部 やや粗
4 甲府城跡 武掘坑一括 瓦 鬼 瓦 残長102/残幅96/残厚5.6 桐紋か ?

”
”

一
”刃

一
”】

一
）Ｗ

5 甲府城跡 筑掘坑一括 瓦 鬼 瓦 残長90/残 幅105/残厚31 桐紋か ?、 留め穴 (径 8 mln)あ り
6 甲府城跡 武掘坑一括 瓦 軒丸 瓦 残径132/文 様区径102 違い鷹の羽
7 甲府城跡 武掘坑一括 瓦 軒丸 瓦 残径12.5/文 様区径101 違い鷹の羽
8 甲府城跡 試掘坑一括 瓦 残径■ 0

9 甲府城跡 試 IIF境 一 括 瓦 軒丸瓦 径135/文 様区径96 三巴(左巻)・ 連殊
l 甲府城跡 試編 境 一 活 瓦 軒丸瓦 径 1群7文様区径9,0 三巴(左巻)・ 連珠

I 甲府城跡 誼編 抗 一 活 瓦 軒丸瓦 径135/文様区径97 三巴(左巻)・ 連珠
甲府城跡 試掘 坑 一括 瓦 軒丸瓦 径131/文 様区径91 三巴(左巻)・ 連珠
甲府城跡 載掘 坑 一括 瓦 軒丸瓦 径136/文 様区径94 三巴(左巻)・ 連珠

l 甲府城跡 瓦 軒丸瓦 径135/文様区径3.9 三巴(左巻)。 連珠
1 甲府城跡 瓦 軒丸瓦 径142/文様区径98 三巴(左巻)・ 連珠
1 甲府城跡 式掘坑 一括 瓦 軒丸瓦 径136/文 様区径96 三巴(左巻)・ 連珠
1 甲府城跡 拭掘 坑 一括 瓦 軒丸瓦 径136/文 様区径9,3 巴(左巻)・ 連珠

甲府城跡 瓦 軒丸瓦 径130/文様区径96 三巴(左巻)・ 連珠
1 甲府城跡 菰孤 玩 一 猫 瓦 軒丸瓦 径135/文 様区径92 三巴(左巻)・ 連珠

甲府 城 跡 拭掘坑 一括 瓦 軒丸瓦 径133/文 様区径94 巴(左巻)・ 連珠
1 甲府城跡 拭掘坑 一括 瓦 軒丸瓦 径132/文 様区径9.5 三巴(左巻)。 連珠

甲府城跡 試掘 坑 一括 瓦 軒丸瓦 径140/文様区径9,4 三巴(左巻)・ 連珠
甲府城跡 試掘 坑 一括 瓦 軒丸瓦 径135/文 様区径9,8 三巴(左巻)・ 連珠
甲府城跡 試掘坑 一括 瓦 軒丸瓦 径136/文 様区径9,8 三巴(左巻)・ 連珠
甲府城跡 試掘坑 一括 瓦 軒丸瓦 径 16.0/文 様区径113 三 巴く左巻 )・ ラ(15
甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒丸瓦 径131/文 様区径91 三巴(左巻)・ 珠

甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒丸瓦 径140/文 様区径100 三 巴(左巻 ) 珠

受

一
災

一
Ｘ

一Ｘ

一受

甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒丸瓦 残径146 三巴く左巻) 殊

甲府城跡 試 掘坑 一括 瓦 軒丸瓦 径136/文 様区径98 三 巴(右巻 ) 殊

甲府 城跡 試掘坑一括 瓦 軒丸瓦 径130/文 様区径104 三 巴(右巻 )・ 連 珠

甲府 城跡 載掘坑一括 瓦 軒丸瓦 径130/文 様区径101 三 巴(右巻 )・ 連珠

甲府 城 跡 裁掘坑一括 瓦 軒丸瓦 径132/文 様区径96 三 巴(右巻 )・ 連 珠

甲府城跡 裁掘坑一括 瓦 軒丸瓦 径160/文 様区径112 三巴(右巻)・ 連珠
甲府城跡 載掘坑一括 瓦 軒丸瓦 径 13.0/文 様区径97 三巴(右巻)。 連珠
甲府 城跡 武掘坑一括 瓦 軒丸瓦 径12,8/文 様区径98 三巴(右巻)・ 連珠

甲府城跡 武掘坑―括 瓦 軒丸瓦 長273/幅138/瓦当厚21/玉縁長33
三巴(左巻)・ 連珠、留め穴(径 1.9mm)あ り

外面ヘラナデ、内面布目痕
ユη 甲府城跡 武掘坑一括 瓦 軒丸瓦 残長131/幅 163/瓦当厚2.4 三巴(右巻)・ 連珠、外面ヘラナデ

甲府城跡 武掘坑一括 瓦 軒丸瓦 残長185/幅 140/瓦当厚1.5 三巴(左巻)・ 連珠

判判 甲府城跡 武掘坑一括 瓦 軒丸瓦 残長19,7/幅 143/瓦当厚2.3 三巴(左巻)・ 連珠、外面ヘラナデ、内面布目痕
甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒丸瓦 残長10,9/幅 143/瓦当厚23 三巴(左巻)・ 連珠、外面ヘラナデ

1 甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒丸 瓦 残長123/幅 178/瓦当厚3.3 三巴(左巻)・ 連珠、外面ヘラナデ
甲府城跡 試掘坑一楯 瓦 軒丸 瓦 残長■ 6/幅 137/瓦当厚2.5 三巴(右巻)・ 連珠、外面ヘラナデ、内面布目痕
甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒丸 瓦 残長10.5/幅 163/瓦当厚2.4 三巴(右巻)・ 連珠、外面ヘラナデ

型但 甲府城跡 試掘坑一緒 瓦 軒丸 瓦 残長■ 4/幅 142/瓦当厚25 三巴(左巻)・ 連珠、外面ヘラナデ
甲府城跡 試捌坑一括 瓦 丸瓦 長312/残幅145/高73/玉縁長38 外面ヘラナデ、内面布目痕

q釧 甲府城跡 試掘坑一括 瓦 丸瓦 残長189/残 幅147/高 6.9/玉 縁長3.3 外面ヘラナデ、内面布目痕、留め穴(径 1 4mm)あ り
l 劉 甲府 城 跡 試掘坑一括 瓦 丸瓦 残長202/残幅16.1/高 63/玉縁長3.9 外面ヘラナデ、内面布目痕、留め六(径 1 lmm)あ り
l 甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒平瓦 残幅130/残 長8.7/文様区画残幅80/瓦当厚36/厚 2.0

1 甲府城跡 試掘坑一措 瓦 軒平瓦 残2001残長189/文様区画残幅10.4/瓦当厚41/厚18
1 甲府城跡 載掘坑一括 瓦 軒平瓦 残幅210/残長202/文様区画
l 甲府城跡 武掘坑一括 瓦 軒平瓦 残幅233′/残長■ 5/文様区画残幅14.6/瓦 当厚41/厚 1.9

1 甲府城跡 武掘坑一括 瓦 軒平瓦 幅198/残 長164/文様区画残幅123/瓦当厚32/厚 17
1 甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒平瓦 残幅170/残長85/文様区画残幅122/瓦当厚41/厚18
l 型 甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒平瓦 | 墜蛭177/残 長■ .3/文様区画残幅107/瓦当厚4.1/厚 18            1

甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒平瓦 残幅14.0/残 長13,0/文様区画残幅8.6/瓦 当厚38/厚 20
甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒平瓦 | 践幅16.8/残 長79/文様区画残幅117/瓦当厚3.8/厚 17
甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒平瓦 残幅153/残長9.1/文様区画残幅98/瓦当厚47/厚18
甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒平瓦 院幅164/残 長93/文様区画残幅116/瓦当厚50/厚 23

2 甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒平瓦 残幅141/残 長81/文様区画残幅8.5/瓦 当厚34/厚 1,9

甲府城跡 裁掘坑一拓 瓦 軒平瓦 幅21.3/残長13,7/文 様区画残幅108/瓦当厚37/厚 liS

例 611 甲府城跡 試掘坑一括
|

瓦 軒平瓦 幅20.8/長231/厚 18
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出土遺物観察表 (7) ( )は推定値、残は残存部数値

図 灼 出土遺跡 検出地点 種別・器種
法      量  (cal)

部 位 観察所見 (成形・調整・文様・時代等 ) 胎 土 備考
日径 器 高 底 径

甲府城跡 武掘 坑 一 括 瓦 軒平瓦 残幅202/長 26.6/厚 18

甲府城跡 せ編 坑 一 括 瓦 軒平瓦 文様 区画残 幅 72/瓦当厚 46

甲府城跡 載掘坑一括 瓦 軒平瓦 文様 区画残 幅 128/瓦当厚 52

甲府 城跡 試掘坑一括 瓦 軒平瓦 文様区画残幅95/瓦当厚52

甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒平瓦 文様区画残幅96/瓦 当厚36

甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒平瓦 文様区画残幅75/瓦当厚4.

甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒平瓦 文様区画残幅8.2/瓦 当厚38

甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒平瓦 文様区画残幅82/瓦姿厚 3」

甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒平瓦 文様区画残幅84/瓦当厚4,

2 甲府城跡 試掘坑一括 瓦 軒平瓦 文様区画残幅6.2/瓦 当厚4

甲府城跡 拭掘坑一括 瓦 軒平瓦 文様区画残幅58/瓦当厚4

甲府城跡 載掘坑一括 瓦 軒平瓦 文様区画残幅88/瓦当厚5

司 甲府城跡 載掘坑一括 瓦 軒平瓦 文様区画残幅100/瓦当厚∠

甲府城跡 載掘坑一括 瓦 隅丸瓦 残長12.0/残 幅110/厚20

l 甲府城下町遺跡 載掘坑一括 土器 かわらけ 34 口縁～底部 ロクロ成形、底部回転糸切り痕 密、長石、金雲母

2 甲府城下町遺跡 試掘坑一括 土器 かわらけ (52) 底部 ロクロ成形、底部回転糸切り痕 密、長石、金雲母

3 甲府城下町遺跡 試 掘 坑一 括 土器 かわらけ (1■8) 口縁部 ロクロ成形 密、長石、金雲母

4 甲府城下町遺跡 試掘坑一楯 陶器 皿 (40) 底 部 内外灰和、付高台 密

5 甲府城下町遺跡 試掘坑一括 土器 播鉢 体部 内外面ナデ、櫛目5条
やや密、金雲母

長石、赤色粒子

6 甲府城下町遺跡 武掘 坑一 括 土器 摘鉢 (28.0) 日縁 部 内外面ナデ やや密、長石、金雲母

3 7 甲府城下町遺跡 SK-1 土器 播鉢 (14.0) 体部 内外面ナデ 密、長石、金雲母

3 8 甲府城下町遺跡 SK― l 銭貨 径2.27/孔径072/厚012/重 14g 磨耗著し↓

1 甲府城下町遺跡 SE 陶器 碗 (95) 日縁 ～底 部 染付、肥前(波佐見)、 外面梅文、高台内記号あり 密

甲府城下町遺跡 一 枯 陶器 碗 (127) (52) 口縁 ～底部 肥前(波佐見)系 染付、外面梅文 密

甲府城下町遺跡 SE 陶器 碗 (134) 日縁 ～体 部 肥前(波佐見)系染付、外面草花文 密

甲府城下町遺動 SE 陶器 碗 40 口縁～底部 肥前(波佐見)系染付、外面梅文 密 略完形

甲府城下町遺動 SE 陶器 碗 口縁 ～底 部 肥前(波rt見 )系 染付、外面菊花・草花文 密

甲府城下町遺動 SE 陶器 碗 底部 肥前系染付 密

7 甲府城下町遺跡 SE 陶器 碗 (107) (58) 日縁 ～ 底部 砂敷焼成 密

甲府城下町遺跡 一括 陶器 碗 (104) (42) 日縁 ～底 部 やや密

甲府城下町遺跡 SE 陶器 天目碗 体 部 やや密

甲府城下町遺跡 SE 磁器 刀ヽ郷 (28) 底 部 染付 密

甲府城下町遺跡 SE 磁 器 皿 42 口縁 ～底 部 肥前系染付、内面草花文 緻 密 略完形

甲府城下町遺跡 一括 磁器 皿 底部 肥前系染付、内面草花文 緻 密

1 甲府城下町遺跡 一括 磁器 皿 底部 摺絵、外面微座唐草文、見込松竹梅文 級 密

Ｉ

一Ｘ

l 甲府城下町遺跡 一括 磁器 皿 底 部 染付 級 密

l 甲府城下町遺跡 SE 陶器 灰釉皿 (79) 口縁 部 やや 密

1 甲府城下町遺跡 SE 陶器 皿 (104) 日縁 ～底 部 ロクロ成形 密

1 甲府城下町遺跡 SE 陶器 灰釉菊皿 (72) ■7 (37) 口縁～底部 型打成形 やや 密

l 甲府城下町遺跡 SE 磁器 鉄釉皿 底部 やや 密

1 甲府城下町遺跡 一 砧 磁器 段重 (154) (152) 日縁～底郡 色絵 密

甲府城下町遺跡 SE 磁器 湯呑碗 (78) 日縁～体部 肥前系染付、外面菖蒲文、内面四方欅文 密

l 甲府城下町遺跡 SE 陶器 鉄釉皿 (89) 底 部 密

甲府城下町遺跡 SE 陶器 灰釉碗 (1■6) 日縁～体部 ロクロ成形 やや 密

甲府城下町遺跡 SE 陶器 灰釉火 入 日縁～底部 や や 密

甲府城下町遺跡 SE 陶器 瓶 体 部 ロクロ成形、外面灰釉 やや密

甲府城下町遺跡 一括 陶器 底 部 ロク ロ成形 やや粗

甲府城下町遺跡 SE 陶器 香炉 (79) 底 部 ロク ロ成形 やや密

甲府城下町遺跡 SE 陶器 片 日 15,2) (7.9) 口縁～底部 ロク ロ成形 やや密

甲府城下町遺跡 一括 陶器 片口 (91) 底部 ロクロ成形 やや密

甲府城下町遺跡 SE 陶器 片ロ 底部 ロクロ成形 密

引 甲府城下町遺助 SE 陶器 灰釉碗 (54) 底部 ロクロ成形 やや密

甲府城下町遺助 SE 磁器 神酒徳利 (56) 底 部 染付、砂日高台 密

甲府城下町遺助 SE 磁器 壺 胴 部 ロクロ成形 晉

甲府城下町遺動 SE 土器 焙烙 243 237 日縁～底部 内面ナデ、二次被熱、スス付着
やや密、長石

石英、金雲母

甲府城下町遺勁 SE 土器 焙烙 (19,8) 底部 外面ナデ、内面ロクロナデ
やや密、長石

石英、金雲母

甲府城下町遺跡 SE 土器 焙烙 (232) 底部 内外面ナデ
やや密、長石

石英、金雲母

甲府城下町遺跡 一 括 陶器 繕鉢 (147) 底 部 外面ナデ、櫛目10条 やや密、長石

甲府城下町遺跡 一括 金属器 煙管 残長5,1/幅 1.5/重 16,7g 雁首

甲府城下町遺跡 一括 金属器 煙管 努宅ξ亀7.3/呵目0.9/EEll,4g 吸 口

甲府城下町遺跡 一括 金属器 丸釘 冴見f≧ 67/噺目05/国目84g

甲府城下町遺跡 一括 金属器 丸釘 残長8.0/幅 03/重 42g
1 甲府城下町遺跡 号溝 磁器 碗 口縁～体部 染付 緻 密

甲府城下町遺跡 号溝 磁器 碗 底 部 染付、見込み松竹梅文 緻 密

3 甲府城下町遺動 号溝 磁器 大皿 (105) 底 部 染付、楼閣文 緻 密

4 甲府城下町遺動 号 溝 藍器 青磁大皿 (106) 底 部 内外面・底部施釉、蛇の目高台 密

5 甲府城下町遺動 1号溝 磁器 皿 日縁～底部 染付、外面唐草文、蛇の目高台 緻 密
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出土遺物観察表 (8) ( )は推定値、残は残存部数値

図 血 出土遺跡 検出地点 種別・器種
法     量  (cm)

部 位 観察所見 (成形・調整 。文様 。時代等 ) 胎 土 備考
日 律

6 甲府城下町遺跡 1号溝 磁 器 大皿 底 部 染付、楼閣文 緻密

7 甲府城下町還動 1号溝 磁器 皿 (156) 日縁 ～体 部 瀬戸美濃系、見込み緑釉 密

8 甲府城下町遺跡 1号溝 磁器 碗 42 底 部
染付、外面草花文、見込みこんにゃく五弁花

底裏二重角渦福、砂日高台
緻密

9 甲府城下町遺跡 1号溝 磁器 段重 (109) (108) 日縁 ～底 部 染付、摺絵 緻密

1 甲府城下 町遺跡 1号溝 陶器 急須 瀬戸美濃系 やや粗

甲府城下町遺跡 1号溝 陶器 香炉 (108) 日縁 ～底 部 瀬戸美濃系、外面灰和 やや密、石英、長石

1 甲府城下町遺跡 1号溝 磁器 燭台 密

l 甲府城下町遺跡 1号溝 磁器 おヽ壺 (54) 底 部 緻密

1 甲府城下町遺跡 1号溝 磁器 徳利 底 部 染付 徹密

甲府城下町遺跡 1号溝 陶器 髪水入れ 日縁～底部 頑戸美濃系、灰釉摺絵 やや密

6 甲府城下町遺跡 1号溝 陶器 行平蓋 (126) 体部 外面 トビカンナ、内面鉄釉 密

7 甲府城下町遺跡 1号溝 陶器 土鍋 (147) 日縁～体部 内外面鉄和 やや密

8 甲府城下町遺跡 l号溝 陶器 灯明皿 (1■ 3〉 (50) 日縁～底部 頑戸美濃系、内面・外面日縁部錆釉 密

l 甲府城下町遺跡 1号溝 陶器 種鉢 体部 瀬戸美濃系、内外面錆釉 やや粗

甲府城下町遺跡 l号溝 陶器 橘鉢 (360) 口縁～体部 瀬戸美濃系、内外面錆釉 やや粗

1 甲府城下町遺跡 l号溝 陶器 橿鉢 日縁部 瀬戸美濃系、内外面錆釉 やや粗

2 甲府城下町遺跡 l号溝 陶器 悟鉢 体部～底部 瀬戸美濃系、外面灰釉、蛇の目高台 やや粗

2 甲府城下町遺跡 1号濤 土師器 邦 (80) 底 部 外面ケズリ、内面放射状暗文・黒色処理 密、赤色粒子

甲府城下町遺跡 1号溝 土師器 甕 (1■8) 日縁 部 外面ハケ後ナデ、内面ハケ
やや粗、石英

長石、金雲母

甲府城下町遺跡 1号溝 金属器 釘 残長360/幅 0.36/厚 032/重33g

甲府城下町遺跡 l号溝 金属器 煙管 残長530/幅 1.27/,享 0.65/重45宮

甲府城下町遺跡 2号溝 磁 器 小杯 (60) 42 日縁 ～底 部 染付、砂目高台 緻 密

甲府城下町遺跡 2号濤 磁器 碗 (72) 日縁 ～底部 染付 緻 密

か 甲府城下町遺動 2号溝 磁器 碗 (72) 46 日縁 ～底部 染付 緻 密

甲府城下町遺動 2号溝 磁器 碗 口縁 部 染付、 こん にゃ く印判 緻 密

甲府城下町遺動 2号溝 磁器 碗 日縁 部 染付、外面草花文、内面四方欅文 緻 密

甲府城下町遺働 2号濤 白磁 皿 (101) 底 部 型打成 形 緻密

甲府城下町遺動 2号溝 陶器 輪花皿 日縁 部 瀬戸美濃系、内外面緑rlL やや密

甲府城下町遺助 2号澪 磁器 皿 底部 染付 緻密

甲府城下町遺, 2号澪 磁器 底部 染付 緻密

甲府城下町遺動 2号澪 磁器 皿 日縁部 染付、外面唐草文、内面草花文 緻密

甲府城下町遺跡 2号溝 陶器 香炉 (163) 日縁～体部 瀬戸美濃系、鉄絵、外面・内面日縁部施釉 やや粗

甲府城下町遺跡 2号溝 陶器 緑和瓶務 体 部 瀬戸美濃系、印花文 やや粗

甲府城下町遺跡 2号溝 陶器 土瓶 (80) 底部 内外面鉄 TIL、 外面下半無釉 密

甲府城下町遺跡 2号溝 土器 かわらけ (63) 口縁～底部 底部回転糸切り痕磨耗
やや粗、赤色粒子

金雲母、長石

1 甲府城下町遺跡 2号溝 土器 かわらけ (90) (64) 日縁～底部 底部回転糸切り痕
やや密、赤色粒子

金雲母、長石

甲府城下町遺跡 2号溝 土器 かわらけ (56) 底部 底部回転糸切り痕
やや密、赤色粒子

金雲母、長石、石英

甲府城下町遺跡 2号溝 土器 甕 (262) 日縁部 日縁部スス付着
やや粗、赤色粒子

金雲母、長石

望 甲府城下町遺跡 2号溝 土器 甕 (220) 底 部
やや粗、赤色粒子

金雲母、長石、石英

甲府城下町遺跡 2号溝 陶器 鉢 (208) 日縁～体部 瀬戸美濃系 やや粗

甲府城下町遺跡 2号溝 土器 火鉢 ? 脚 部
やや粗、赤色粒子

金雲母、長石、石英

甲府城下町遺跡 2号濤 陶器 信鉢 底部 瀬戸美濃系、内外面鉄釉 粗

148 甲府城下町遺跡 2号 瓦 丸 瓦 残長83/残幅67/高21 外面ヘラナデ、内面布目痕

西 甲府城下町遺跡 2号溝 瓦 丸瓦 ア見√肇10,7/死完中目97/下ヨ22 外面ヘラナデ、内面布目痕

雨 甲府城下町遺跡 4号溝 磁器 碗 (103) 日縁～底部 染付 級密

1 甲府城下町遺跡 4号溝 磁器 碗 48 41 日縁～底部 染付、若松文、こんにゃく印判 lal密

甲府城下町遺跡 4号溝 磁器 碗 (52) 底部 肥前系染付、見込み五弁花、底裏銘 緻密

甲府城下町遺跡 4号溝 磁 器 碗 日縁部 染付、外面草花文 緻密

甲府城下町遺跡 4号溝 陶器 灰釉碗 48 体部～底部 瀬戸美濃系、底裏印あり やや密

甲府城下町遺跡 4号溝 土器 かわらけ 48 日縁～底部
やや粗、金雲母

長石、石英

甲府城下町遺跡 4号溝 土器 かわらけ 14 日縁～底部 底部回転糸切り痕
やや密、赤色粒子

金雲母、長石、石英

甲府城下町遺跡 4号溝 土器 かわらけ 底部 底部回転糸切り痕
やや密、赤色粒子

金雲母、長石、石英

甲府城下町遺跡 4号溝 陶器 土瓶 底部 内外面灰釉、外面下半無釉 密

甲府城下町遺跡 4号溝 陶器 灰釉鉢 (325) 日縁～体部 瀬戸美濃系 粗

甲府城下町遺跡 4号溝 土器 焙烙鍋 (330) (302〉 日縁～底部
やや粗、赤色粒子

金雲母、長石、石英

甲府城下町遺跡 4号溝 金属器  釘 残長6,70/幅 055/厚060/重59g

甲府城下町遺跡 4号溝 金属器  釘 残長6 /幅066/厚 065/重87g

甲府城下町遺跡 4号溝 金属器  釘 残長576/幅 052/厚 055/重43g

甲府城下町遺跡 4号溝 金属器  楔 ? 長545/幅 125/厚076/重 5g
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出土遺物観察表 (9) ( )は推定値、残は残存部数値

図
|

瞼 出土遺跡 検出地点 種別・器種
法     量  (cm)

部  位 観察所見 (成形・調整・文様・時代等 ) 胎   土 備考
口径 器 高 底 径

甲府城下町遺跡 4号溝 金属器 釘 残長583/幅 11/厚 105/重

甲府城下町遺勘 5号溝 磁器 香 炉 ? 腰 部 染 付 密

7 甲府城下 町遺動 号土坑 磁 器 打ヽ不 回縁 ～体 部 染 付 緻 密

甲府城下町遺跡 1号土坑 磁 器 碗 体部 ～底郡 染付 密

甲府城下町遺跡 号土坑 金属 器 釘 残長424/幅 055/厚 055/ 三32g

7C 甲府城下町遺跡 号土坑 銭貨 径243/了し径060/厚 011/重 22g 寛永通宝

1 甲府城下町造跡 一括 磁 器 碗 (75) 回綴 ～ 廣 絋 染付 緻 密

甲府城下町遺跡 一括 磁器 碗 底 部 染付、外面草花文、見込み寿文 緻 密

甲府城下町遺跡 一措 磁器 碗 日縁 部 染付、外面草花文 織 密

7 甲府城下町遺跡 一括 磁器 碗 底部 染付、見込み寿文 緻 密

甲府城下町遺跡 一括 磁器 蓋 底 部 染付、外面草花文、見込み松竹梅文 緻 密

甲府城下町遺跡 一括 磁器 蓋 つまみ径56 頂部
染付、外面蛸唐草、内面松竹梅文

朱字の書き込みあり
緻 密

甲府城下町遺跡 一 括 磁器 碗 (113) 口縁～体部 瀬戸美濃系、内外面灰釉 密

甲府城下町遺跡 一括 磁器 碗 体 部 ～底部 瀬戸美濃系、内外面灰釉 密

甲府城下町遺跡 一 括 磁器 段重 (130) 日縁 部 染付 緻 密

甲府城下町遺跡 一拓 磁器 蓋 (62) 体 部 染付 緻 密

1 甲府城下町遺跡 一括 陶器 片 口 口縁部 瀬戸美濃系、内外面灰釉 密

lf 甲府城下町遺跡 一括 土器 か わ らけ 日縁～底部 底部回転糸切 り後ヘラナデ
やや密、赤色粒子

金雲母、長石、石英

甲府城下町遺跡 一括 土器 かわらけ 日縁 ～底 部 底部回転糸切 り痕
やや密、赤色粒子

金雲母、長石、石英

甲府城下町遺働 一括 土器 かわらけ 日縁～底部 底部回転糸切り後ヘラナデ
やや密、赤色粒子

金雲母、長石、石英

1 外 中代 遺 跡 トレンテ 2 磁器 蓋 把手径3 把手～体部 染付、外面梅花文、内面 「寿」字 紋 密

外中代遺跡 一括 磁器 碗 48 底部 染付 緻 密

外中代遺跡 トレンチ 2 磁器 碗 日縁部 染付 級 密

外 中代遺 跡 一括 磁器 碗 日縁～底部 摺絵、外面梅花文 緻 密 完形

外 中代 遺 跡 トレンチ 2 磁器 碗 日縁～底部 緻 密

外 中代遺 跡 グリッド3 磁器 碗 24 日縁～底部 印判、 扇文 緻 窪

外 中代遺 跡 トレンチ2 磁器 碗 口縁～体部 肥前系染付、外面松樹文、内面四方欅 緻 密

外 中代 遺 跡 トレンチ 2 磁器 碗 口縁～体部 染付、外面草花文 徹 密

外 中代 遺 跡 トレンテ 2 磁器 碗 体 部 染 付 緻 密

1 外 中代遺 跡 トレンチ 2 陶器 灰釉碗 (107) 日縁～底部 瀬戸美濃系 密

11 外中代遺跡 一括 勾器 尾呂茶碗 日縁部 美濃 密

1 外 中代 遺 跡 トレンチ 2 陶器 碗 回縁～体部 瀬戸美濃系 密

l 外中代遺跡 グリッド3 磁器 碗 口縁部 瀬戸美濃系 緻 密

l 外中代遺跡 一括 磁器 皿 (132) 日縁～底部 瀬戸美濃系摺絵 織 密

l 外 中代 遺 跡 一括 磁器 皿 (1■6) (67) 日縁～底部 緻 密

l 外 中代遺 跡 グリッド2 磁器 皿 口縁～底部 瀬戸美濃系摺絵 級 密

1 外中代遺跡 グリッド2 磁器 皿 日縁部 肥前系染付 紋 密

外 中代 遺 跡 トレンチ2 磁器 4ヽ邦 日縁～体部 月巳前系染付 緻 密

外 中代遺 跡 グリッド2 陶器 蓮華 内面竜文 密

外 中代 遺 跡 グリッド3 陶器 鉄釉壺 体 部 瀬戸美濃系 徹 密

1 外 中代 遺 跡 一括 土器 鉢 底部 ロク ロ成形、瓦質 やや粗、金雲母

外中代遺跡 グリッド3 土器 焙烙 (230) (223) 日縁～底部 内外面ロクロナデ やや粗、金雲母

外 中代 遺 跡 トレンテ 1 土器 火鉢 (285) 日縁～体部 内外面ロクロナデ、瓦質 長石、石英、金雲母

外中代遺跡 トレンチ 2 陶器 片日 注目部 緻 密

外中代遺跡 トレンチ 2 須恵器 甕 胴 部 外面叩き目 密、長石

外中代遺跡 グリッド2 石器 長215/幅 205/,享 112/重50g 水 晶

27 外中代遺跡 一括 木製品 箸 長213/,享05/幅07

1 1 土尻遺跡 一 括 土器 かわらけ (119) 日縁部 ロクロ成形 やや密、長石、金雲母

1 土尻遺跡 トレンテ 5 土器 かわらけ (83) (44) 回縁～底部 ロクロ成形、底部回転糸切り痕 やや密、長石

1 土尻遺跡 トレンチ 3 土器 かわらけ 底部 ロクロ成形、底部回転糸切 り痕
やや密、長石

石英、金雲母

犯

一犯

一�

一犯

一Л

一�

一
月

土尻遺跡 トレンチ 5 土器 かわらけ 底 部 ロクロ成形、底部回転糸切 り痕 やや密、長石、金雲母

土尻遺跡 トレンチ l 磁 器 碗 日縁 部 肥前系染付、外面磨手文 緻 密

土尻遺跡 トレンチ 1 磁器 皿 底 部 頑戸美濃系 緻 密

7 土尻遺跡 一括 磁器 碗 体 部 肥前系染付 緻 密

8 土尻遺跡 十 一措 磁器 口縁 部 肥前系染付 緻 密

9 土尻遺跡  |ト レンチ6 陶器 香炉 (1■9) 日縁 部 やや密

1 土尻遺跡  |ト レンチ 5 土器 橿鉢 底 部 櫛目6条 やや密、長石、金雲母

11 土尻遺跡  |ト レンチ 5 土器 内耳鍋 (240) 日縁 部 内外面ロクロナデ やや密、長石、金雲母

1 土尻造跡  |ト レンチ 5 土器 内耳鍋 (197) 底 部 内外面ナデ やや密、長石、金雲母

1 中道西遺跡 十 一括 磁 器 皿 底 部 肥前系染付 緻 密

2 中道西遺跡 十 一括 青磁 皿 日縁 部 緻 密

中道西遺跡 I SD-3 土器 かわ らけ 底部 ロクロ成形、瓦質化 やや密、長石
4と 同

一個体

4 中道西遺跡 I SD-3 土器 かわ らけ (45) 底部 ロクロ成形、瓦質化 やや密、長石
3と 同

一個体

5 中道西遺跡 |ト レンテ2 土器 甕 胴 部 内面ナデ、外面ハケ やや密、長石
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出土遺物観察表 (10) )は推定値、残は残存部数値

送 h 出土遺跡 検出地点 種別・器種
法    量 (cm)

日径 1器 高 1 底イ
部 位 観察所見 (成形・調整・文様・時代等) 胎 土 備考

6 中道西遺跡 一括 土器 鉢 (284) 日縁部 ロクロ成形 やや密、長石

1 西耕地遺跡 Tr 上器 かわ らけ (124) 日縁部 内外面ナデ やや粗、長石、金雲母

西耕地遺跡 Tr 土器 かわ らけ (102) 日縁部 内外面ナデ やや密、長石、金雲母

西耕地遺跡 Tr 土器 か わ らけ (100) (66) 日縁～底部 内外面ナデ やや粗、長石、金雲母

西耕地遺跡 Tr 土器 か わ らけ (40) 底 部 内外面ナデ、底部回転糸切り痕 やや密、長石

西耕地遺跡 Tr 土器 か わ らけ (58) 底部 内外面ナデ、底部回転糸切り痕 やや粗、長石、金雲母

西耕地遺跡 Tr 土器 かわ らけ (6.0) 底部 内外面ナデ やや粗

7 西耕地遺跡 Tr 青磁 碗 口縁部 鏑蓬弁文 や や粗

西耕地遺跡 Tr 的器 天 目茶 碗 体 部 やや密

西耕地遺跡 Tr 陶器 天 目茶 碗 体 部 体部下半露胎 やや密、長石、石英

1 西耕地遺跡 Tr 陶器 灰釉 皿 (42) 底 部 付高台 やや密

11 西耕地遺跡 Tr 常 滑 甕 胴 部 内外面ナデ、自然釉 やや粗、 長石

1 西耕地遺跡 Tr 常滑 嚢 胴 部 ロクロ成形 やや粗、長石

1 西耕地遺跡 Tr 常滑 甕 胴 部 ロクロ成形、叩き日、内外面ナデ やや密、長石、金雲母

1 西耕地造跡 Tr 常滑 甕 胴 部 ロクロ成形、自然釉 やや粗

1 西耕地遺跡 Tr 陶器 甕 胴 部 内外面ナデ、輪積痕 やや密、長石

l 西耕地遺跡 Trl■、Tr1 2 陶器 甕 胴 部 ロクロ成形 ややを、長石

西耕地遺跡 Tr 土器 橘鉢 (270) 日縁部 ロクロ成形、櫛目4条 やや粗、長石

西耕地遺跡 Tr 土器 穏鉢 (165) 日縁部 ロクロ成形、櫛目8条 やや粗、長石

1 西耕地遺跡 Tr 土器 播鉢 体 部 内外面ナデ、輪積痕、櫛目7条 やや密、長石、石英

西耕地遺跡 Tr 土器 播鉢 体 部 内外面ナデ やや密、長石

西耕地遺跡 Trl― ユ 上器 信鉢 底 部 櫛目8条
やや粗、長石

石英、金雲母

西耕 地遺 跡 Tr 1 土器 火鉢 (288) 口縁 部 ロクロ成形 やや粗、長石

西耕地遺 跡 Tr 土師器 邦 (122) (69) 日縁 ～底部 ロクロ成形、底部回転糸切 り痕 やや粗

西耕地遺跡 Tr 土器 かわらけ (1■ 8) 口縁 ～体 部 ロクロ成形 やや粗、長石、石英

西耕地遺跡 Tr 土器 かわらけ (110) 日縁 ～体 部 内外面 ナデ やや粗、長石

西耕地遺跡 Tr -2 土器 かわらけ (55) 底 部 ロクロ成形、底部回転糸切 り痕 やや粗、長石

西耕 地遺 跡 Tr -2 陶器 天目茶砺 体 部 体部下半露胎 やや密

西耕地遺 跡 Tr -2 陶器 碗 体 部 ロクロ成形 やや粗

西耕地遺 跡 Tr 2 陶器 皿 (128) 口縁 部 ロク ロ成 形、 内外 面 回縁 部 施釉 やや密

西耕地遺跡 Tr 2 陶器 皿 (40) 底 部 ロク ロ成 形、 付 高 台 やや密

l 西耕地遺跡 Tr 2 土器 鍋 把 手 ナデ、内面黒色 やや粗、長石、金雲母

西耕地遺跡 Trl-2 土器 鍋 (182) 底部 内外面ナデ
やや密、長石

石英、金雲母

面 西耕地遺跡 Tr2 土器 かわらけ (1■ 8) 日縁 部 ロクロ成形 やや密、金雲母

西耕地遺跡 Tr2 上器 皿 (9,8) 日縁 部 内外 面 ナデ、 外 面指頭 痕 やや密、長石、石英

西耕地遺跡 Tr2 土器 かわらけ (120) 口縁 部 ロクロ成形 やや密、長石

西耕地遺跡 Tr2 土器 かわらけ (3.0) (50) 口縁 ～底部 内外面ナデ、底部回転糸切 り痕 やや密

西耕地遺跡 Tr2 陶器 灰釉皿 (40) 底部 付高台 やや密

西耕地遺跡 Tr2 常滑 甕 胴 部 内外 面ナデ やや密、長石

西耕地遺跡 Tr2 土器 鍋 (256) 底 部 内外 面 ナデ やや密、長石

西耕地遺跡 Tr2 土器 悟鉢 (13.2) 底 部 内外面ナデ、櫛目9条 やや密、長石、金雲母

1 西耕 地遺 跡 Tr2 土器 鉢 (30.2) 口縁部 ロクロ成形 やや密、長石

西耕 地遺 跡 Tr3 土器 かわらけ 底部 内外面ナデ、底部回転糸切 り痕 やや 密、 長石

西耕地遺跡 Tr3 土器 かわらけ (1■ 0) 口縁部 ロクロ成形 やや粗、長石、金雲母

144 西耕地遺跡 Tr3 陶器 灰釉皿 (58) 底部 ロクロ成形、印花文、付高台 やや密

西耕地遺跡 Tr3 土器 鉢 体部 内外面ナデ やや密、長石

西耕地遺跡 Tr3 陶器 播鉢 体部 内外面ナデ、櫛目5条 やや密、長石

147 西耕地遺跡 Tr8 土器 福鉢 体部 内外面ナデ、櫛目9条、指頭痕 やや密、長石、金雲母

西耕地遺跡 Tr3 土器 種鉢 底部 櫛目5条 やや密、長石

西耕地遺跡 Tr3 上器 捏鉢 ? (204) 口縁部 内外面ナデ やや密、長石、金雲母

西耕地遺跡 Tr3 土器 捏鉢 ? (320) 日縁部 ロクロ成形 やや密、長石

西耕地遺跡 Tr3 磁 器 碗 口縁部 染付 緻 密

西耕地遺跡 Tr4 土器 かわ らけ (109) (55) 日縁～底部 ロクロ成形 やや密、長石、石英

西耕地遺跡 Tr4 土器 かわ らけ (68) 底部 内外面ナデ、底部回転糸切り痕 やや密、長石、金雲母

西耕地遺跡 Tr4 土器 かわらけ (58) 底 部 ロクロ成形、底部回転糸切 り痕 やや密、長石

西耕地遺跡 Tr4 陶器 碗 (169) 日縁部 ロクロ成形 密、長石

西耕地遺跡 Tr4 町器 灰釉折緑lll (1■ 0) 日縁～底部 ロクロ成形、付高台 密

西耕地遺跡 Tr4 陶器 皿 (58) 底 部 ロクロ成形 密

西耕地遺跡 Tr4 陶器 皿 (62) 底 部 ロクロ成形、底部回転糸切り痕 密、金雲母

西耕地遺跡 Tr4 常 滑 甕 胴 部 内外面ナデ、輪積痕 やや密、長石

西耕地遺跡 Tr4 土器 鉢 日縁部 瓦質化、内外画ナデ、輪積痕 やや密、長石

l 西耕地遺跡 Tr4 土器 鉢 (257) 日縁部 ロクロ成形 やや密、長石

西耕地遺跡 Tr4 土器 悟鉢 体 部 内外面ナデ、櫛目10条 やや粗、長石、金雲母

西耕地遺跡 Tr4 銭 貨 径244/孔径053/厚025/重 2.9g 寛永通宝

西耕地遺跡 TP2-2 殉器 天 目茶 磯 日縁部 やや密

西耕地遺跡 TP2-3 土器 甕 (237) 日縁部 内外面ナデ やや密、長石、石英

西耕地遺跡 TP2-4 土器 播鉢 体 部 内外面ナデ、櫛目8条 やや密、長石

西耕地遺跡 TP2-5 陶器 碗 (158) 日縁部 密

西耕地遺跡 TP2-5 土器 かわ らけ (6.0) 底部 ロクロ成形 やや密
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出 土 遺 物 観 察 表 (11)    ()は 推定値、残は残存部数値

盟 覧 出土遺跡 検出地点 種別 。器種
I去             進君    ((Л n)

部 位 観察所見 (成形・調整・文様・時代等) 胎 土 備考
日径 器 高 底 径

西耕地遺跡 TP2-5 石製品 砥石 残長59/幅 35/厚 24/重 7 7g

西耕地遺跡 TP7 土器 内耳鍋 (267) 日縁部 内外面ナデ やや密、長石、金雲母

ユ 西耕地遺跡 TP7 土器 鍋 (260) 日縁部 内外面ナデ やや密、長石、金雲母

西耕地遺跡 TP7 瓦 平瓦 厚14 内面布目痕

西耕地遺跡 TP8 土器 かわらけ (104) (52) 日縁～底部 内外面ナデ
やや密、長石

金雲母、赤色粒子

西耕地遺跡 TP8 土器 かわらけ (52) 底 部 ロクロ成形、底部回転糸切り痕 やや密、金雲母

西耕地遺跡 TP8 陶器 碗 (108) 日縁部 やや密

西耕地遺跡 TP8 陶器 碗 体 部 ロクロ成形 密

西耕地遺跡 TP8 陶器 瓶 (100) 日縁部 内面長石釉、外面鉄釉 密

8 西耕地遺跡 TP8 土器 信鉢 体 部 内外面ナデ、櫛目10条 やや密、長石、金雲母

汚
一

西耕地遺跡 TP8 陶器 蓋 (50) 体 部 密

西耕地遺跡 TP8 常滑 甕 胴 部 内面ナデ、輪積痕、指頭痕 やや密

l 西耕地遺跡 TP8 土器 鍋 (227) 底 部 内外面ナデ、外面スス付着 密、長石、金雲母

西耕地遺跡 TP8 磁器 碗 体 部 染付 緻 密

西耕地遺跡 TP8 磁器 瓶 体 部 染付 緻 密

西耕地遺跡 TP8 磁器 碗 体 部 染付、焼継ぎ痕 緻密

3E 西耕地遺跡 た北紳地1441 土器 かわらけ 44 日縁～底部 ロクロ成形、底部回転糸切 り痕 やや粗、金雲母

西耕地遺跡 大北耕地1441 土器 かわらけ 体部～底部 ロクロ成形、底部回転糸切 り痕 やや密、金雲母

西耕地遺跡 大】ヒ耕地141 土器 かわらけ (125) 日縁～体部 やや 密

西耕地遺跡 大耳ヒ耕地1441 磁器 碗 日縁部 染付 緻 密

西耕地遺跡 大北耕地1441 磁器 碗 日縁部 染付 緻 密

西耕地遺跡 大北耕地1441 陶器 志野皿 (6.7) 底部 瀬戸美濃系、鉄絵 やや粗

〕J 西耕地遺跡 大北耕地1441 土器 槽鉢 体部 やや密、長石、赤色粒子

7 l 八幡東遺跡 Aグ リッド 陶器 黒釉碗 体部 瀬戸美濃系 密

7 八幡東遺跡 Aグ リッド縄文土器 深鉢 胴部 五領ヶ台式 やや 密、長石

1 八幡東遺跡 トレンチ l 陶器 天目碗 体部 瀬戸美濃系 密、長石

2 八幡東遺跡 トレンテ 2 土器 かわらけ (48) 底部 ロクロ成形、内外面ナデ
やや密、長石

赤色粒子

八幡東遺跡 トレンチ 2 土器 かわらけ (5,0) 底部 ロクロ成形、内外面ナデ やや密、長石

八幡東遺跡 トレンチ2 土師器 壷 (182) 日縁部 内外面ナデ
やや密、長石

石英、金雲母

5 八幡東遺跡 トレンチ2 土師器 甕 (14.0) 日縁部 内面ハケ、外面ナデ やや密、長石、金雲母

八幡東遺跡 トレンチ2 土師器 甕 胴部 内面ナデ、外面ハケ やや 密

7 八幡東遺跡 トレンテ2 隠文 上器 深鉢 胴 部
やや密、長石

石英、金雲母

1 本郷遺 跡 一括 土師器 甕 口縁部 内面ハ ケ やや密、長石、金雲母

2 本郷遺跡 一 括 土師器 甕 胴 部 内外面ナデ
やや密、長石

石英、金雲母

本郷遺跡 一括 土師器 壷 胴 部 内外面ハケ・ナデ
やや密、長石

赤色粒子

本郷遺 跡 一 括 土師器 甕 胴 部 内面ナデ、外面ハケ、瓦質化 やや密

1 l 緑ヶ丘―丁目遺跡 ピット 土師器 嚢 (158) 日縁部 S字衰、日縁部内外面ナデ、外面ハケ
やや密、長石

石英、金雲母

1 緑ヶ丘一丁目遺跡 ピット2 土師器 壺 頸部 内外面ナデ
やや密、長石

石英、金雲母

1 緑ヶ丘一丁目遺跡 ピット1 土 師器 高杯 (117) 脚 部 内面ハ ケ、外 面 ナデ やや密、長石

緑ヶ丘一丁目遺跡 ピットユ 土器 壺 胴部 内面ナデ、輪積痕、外面ハケ
やや密、長石

石英、金雲母

1 緑ヶ丘二丁目遺跡 土 師器 器 台 体 部 外面ナデ、内面ミガキ・赤彩 やや密、長石

緑ヶ丘二丁目遺跡 土師器 高杯 体 部 外画ナデ、内面ミガキ やや密、長石

禄ヶ丘二丁目遺跡 一 砧 土師器 高不 体部 外面ナデ、内面ハケ後ナデ やや密

緑ヶ丘二丁目遺跡 一括 土師器 高不 口縁部 内外面ナデ やや密、長石

緑ヶ丘二丁目遺跡 SD-4 緑釉陶器 碗 日縁部 ロクロ成形 やや密、長石

緑ヶ丘二丁目遺跡 一括 灰釉陶器 碗 2.9) 日縁部 ロクロ成形 やや密、長石

7 緑ヶ丘二丁目遺跡 ピットよ 土師器 邦 0.8) 日縁部 内外面ナデ やや密、長石、金雲母

緑ヶ丘二丁目遺跡 SD-6 土器 (70) 日縁部 外面沈線2条、爪形文 やや密、長石

緑ヶ丘二丁目遺跡 SD-3 土師器 壺 (158) 日縁部 内外面ナデ
やや 密、 長石

肩章、 今雲塁

l 緑ヶ丘二丁目遺跡 SD-2 土師器 壼 月同部 内外面ハケ
やや 密、 長石

万章、 傘室母

l 緑ヶ丘二丁目遺跡 SD-3 灰釉陶器 壺 胴 部 外面ハケ、内面ナデ やや 密、 長石

緑ヶ丘二丁目遺跡 一括 須恵器 甕 胴 部 外面叩き日、内面ナデ、瓦質化 やや密

緑ヶ丘二丁目遺跡 一括 土師器 甕 (12.0) 日縁部 外面ナデ、内面ハケ後ナデ
やや密、長石

石英、金雲母

l 緑ヶ丘二丁目遺跡 一括 土師器 甕 (257) 日縁部 外面ナデ、内面ハケ後ナデ
やや密、長石

石英、金雲母

ユ 緑ヶ丘二丁目遺跡 Aグ リッド 土師器 杯 (50) 底部 内外面ナデ ややな

緑ヶ丘二丁目追跡 Bグ リッド 陶器 土瓶 日縁部 内面錆釉、外面緑釉 やや 密

1 山路遺跡 一括 土師器 甕 日縁部 やや密、長石、金雲母

山路遺跡 一括 陶器 碗 口縁部 密
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図版 1

1 朝気遺跡 (調査状況 ) 4大 坪遺跡 (調査地点 )

5落 合 氏 館 跡 4大 坪遺跡 (TP-1調 査状況 )

5落 合氏館跡 (調査状況 ) 5落 合氏館跡 (TP― B調査状況)

6吉 沢 A遺跡 (TP-1調査状況 ) 6吉 沢 A遺跡 (TP-2調査状況)



7甲 府城跡 (調査状況 ) 7甲 府城跡 (G― ]調査状況 )

7甲 府城跡 (G-2調 査状況 )

10小瀬氏館跡

8甲 府城跡 (石垣検出状況 )

(調査地点 ) 10小瀬氏館跡 (調 査状況 )

10小瀬氏館跡 (調査地点 ) 12八幡神社遺跡 (G-1調査状況 )



図版 3

17山之神遺跡 (調査地点 )

26甲府城跡 (調 査状況 )

17山之神遺跡 (調査状況 )

i,.● I Ⅲ

朝気遺跡 (TP-1調査状況)

26甲 府城跡 (調査状況 )

19朝気遺跡 (TP-2調査状況 ) 26甲府城跡 (ト レンチ完掘状況 )



図版 4

27甲府城下町遺跡 (調査状況 ) 27甲府城下町遺跡 (遺物出土状況 )

32甲府城下町遺跡 (SD l遺物出土状況 )32甲 府城下町遺跡

32甲府城下町遺跡 (SD-1遺物出土状況 )
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32甲府城下町遺跡 (SD-1土層堆積、遺物出土状況 )

(SD-4遺物出土状況 ) 32甲府城下町遺跡 (1号土坑 )32甲府城下町遺跡



図版 5
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32甲府城下町遺跡 (調査状況 )

34外 中代遺跡 (調 査地点 )

34外中代遺跡 (石積み検出状況 ) 34外中代遺跡 (グ リッ ド2)

外中代遺跡 (石列、礎石検出状況 ) 上尻遺跡 (調査地点 )
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35土尻遺跡 (第 4ト レンチ ) 35土尻遺跡 (第 5ト レンチ )

36中道西遺跡 (調査状況) 中道西遺跡 (調査状況 )

44緑 ケ丘一丁 目遺跡 (Pit l)

44緑 ケ丘一丁 目遺跡 (調査状況 )



図版 7

47緑 ケ丘二丁目遺跡 (Bグ リッド)47緑 ケ丘二丁 目遺跡 (Aグ リッ ド)

50横根セレモニーホール遺跡 (調 査状況 ) 50横根セレモニーホール遺跡 (Tr-7)

50横根セレモニーホール遺跡 (Tr-8)
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図版 13
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図版 15
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図版 17
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図版 19
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報 告 書 抄 録
ふ り が な こうふしないいせき 4
書 名 甲府市内遺跡 Ⅳ
一呂 書 名 平成 9～ 10年度試掘調査報告書

巻 次

シ リ ー ズ 名 甲府市文化財調査報告

シ リ ー ズ 番 号 35

編 集 機 関 甲府市教育委員会

所 在 地 〒4008585山 梨県甲府市丸の内一丁目 8番 1号  電話055(223)7324

発 行 年 月 日 平成19年 3月 30日

番

号

フリガナ フ リガ ナ コー ド
ゴヒ 緯 東 経

調査期間
調査原因

所収遺跡名
所 在 地 市町村 遺跡番号 調査面積

種 別  1 主な時代  1 主な遺構 主な遺物 特記事項

1
アサ ケ

朝気遺跡

コウフ シアサケサンチョウメ

甲府市朝気三丁目145 19201 35° 38′ 51″ 138° 3r59″
H9.5.12-5.13

共同住宅建設
10∬

散布地  1 縄文～平安 |   ― 土師器

2
アサケ

朝気遺跡

コウフ シアサケサンチョウメ

甲府市朝気三丁目742 19201 35° 38′ 52″ 138° 35'03″
H9.12.15

個人住宅建設
8∬

散布地  1 縄文～平安 |   ― 陶器・かわらけ

3
エノキダ

榎田遺跡

コウフ ン チツカゴチョウメ

甲府市千塚五丁目3086-1 19201 35° 41′ 00″ 138° 32′ 25″

H9.8.25～ 8.27

個人住宅建設
をｍ

散布地  1 弥生～平安 |   ―

4
オオツボ

大坪遺跡
甲府市横根町字反田458
2,460-2

19201 149 35° 39′ 07″ 138° 37′ 00″

H9.10.1～ 10.6

個人住宅建設
3.7�

生産遺跡  1 古墳～平安 十   一 土師器・須恵器

5
オチアイシヤカタ

落合氏館跡

コウフンクダマチョウアザイテノツボ
甲府市国玉町字一ノ坪1085 19201 35° 38′ 44″ 138° 35′ 55″

H9.4.14～ 4.16

個人住宅増築
6�

城館跡 中世 縄文土器・土師器・かわらけ・石器

6
キッサワ

吉沢A遺跡

コウフンヒラセチョウヒラセ

甲府市平瀬町平瀬933 19201 35° 42′ 55″ 138° 32'37″
H103.2～ 3.9

個人住宅建設
5�

散布地  1  縄文   |   ― 縄文土器・石器

7
コウフジョウ

甲府城跡
甲府市丸の内一丁 目573,

580,581
19201 35° 39′ 47″ 138° 34′ 24″

H9.5,7-5.8
ホテル増築

42∬

城館跡 近世 磁器・瓦

8
コウフジョウ

甲府城跡

コウフ シマルノウテイッチョウメ

甲府市丸の内一丁目106 19201 35° 39′ 44″ 138° 移γ 17″

H9,9,10～ 1219
店舗建設

48.6∬

城館跡 近 世 瓦

9
ヨウフジョウ

甲府城跡

甲府市丸の内一丁目562-2

他
19201 35° 39′ 48″ 138° 3イ 24″

H9.10.6～ 10,29

駐輪場建設
120∬

城館跡  1  近世   |   ― 陶磁器・瓦

10
コ セ シ ヤカタ

小瀬氏館跡

コウフ ンコセマチアザキタヤシキ

甲府市小瀬町字北屋敷5981 19201 227 35° 37 22″ 138° 3r54″
H9.12.9

個人住宅建設
33鷲

城館跡 中世 陶磁器・土師器

シオペ

塩部遺跡

コウフンタカライッチョウメ

甲府市宝一丁目50-1他 19201 74 35° 39′ 56″ 138° 33′ 52″

H9.12,16～

共同住宅建設
174∬

散布地  1 弥生～平安 十   一 陶磁器・土器 。木製品

12
ハチマンジンジャ

八幡神社遺跡

コウフシミヤマエチョウ

甲府市宮前町641 19201 242 35° 40′ 13〃 138° 3`4『
H9.4.8ハΨ4.9

個人住宅建設
6.75∬

散布地  1  縄文   |   ―



番
号

フリガナ フ リガ ナ コー ド
北  緯 東  経

調査期間
調査原因

所収遺跡名
所 在 地 市町村 遺跡番号 調査面積

種 別  1 主な時代  1 主な遺構 主な遺物 特記事項

13
フルミヤ

古宮遺跡

ヨウフンチョウショウジマチ

甲府市長松寺町759-1他 19201 35° 39′ 43″ 138° 32′ 35″

H9.5.19～ 5.27

市民センター建設
200∬

陶磁器・土師器・かわらけ 。土製品・石製品

14
ミドリガオカニチョウメ

緑ヶ丘二丁目遺跡
甲府市緑が丘二丁目8976,
-12「 13

19201 42 35° 40'46″ 138° 33′ 57ν

H9.5.26
個人住宅建設

7.02∬

散布地  1 古墳～平安 十   一 陶器・土師器

15
ミドリガオカニチョウメ

緑ヶ丘二丁目遺跡

ヨウフシワダチョウアザミナクテ

甲府市和田町字水口7411他 19201 42 35° 40′ 49″ 138° 33′ 50″

H9.12.16～
H10_1_16

共同住宅建設
24∬

散布地  1 古墳～平安 十   一 陶磁器・土師器・須恵器・金属製品

16
ミナミグチ

南口B遺跡

ヨウフシミナミグチマチ

甲府市南口町652-7他 19201 138° 34 55″
H9,6.9-7.15

集会所建設
300�

散布地  1  平安   |   ― 陶磁器・土師器・須恵器 。かわらけ

17
ヤマノカミ

山之神遺跡
甲府市山宮町字宮ノ尾根

2903
19201 138° 41'25″

H10323
個人住宅建設

8�

城館跡  1  中世 陶磁器

18
アサケ

朝気遺跡

コウフ ンアサケサンチョウメ

甲府市朝気三丁目237,238 19201 35° 3y46″ 138° 35′ 11″

H10,8,18
店舗増築

26∬

散布地  1 縄文～平安 |   ―

19
アサケ

朝気遺跡

コウフ シアサケサンテョウメ

甲府市朝気三丁目28卜 1 19201 35° 38′ 48″ 138° 35′ 03″

Hll.2.2-2.4
倉庫建設

8∬

散布地  1 縄文～平安 |   ―

20
イチョウノキ

銀杏之木遺跡
甲府市東光寺二丁目

310-1,-3
19201 122 35° 39'40〃 138° 35'31″

H10.9.30～ 10.7

集合住宅建設
8∬

散布地  1 平安～近世 十   一

21
エノキダ

榎田遺跡

コウフンチツカゴチョウメ

甲府市千塚五丁 目27921 19201 35° 41′ 02″ 138° 32′ 34″

H106.1-6.5
個人住宅増築

4∬

散布地  1 弥生～平安 |   ― 土師器

22 跡フ唯
ワ
榎

コウフンチツカゴチョウメ

甲府市千塚五丁 目2980 19201 35° 40′ 58″ 138° 32′ 30″

H10.6.11
個人住宅建設

4∬

散布地  1 弥生～平安 |   ―

23
オオツボ

大坪遺跡

コウフシヨヨネチョウ

甲府市横根町546 19201 149 3げ 14″ 138° 37′ 08″

H10.11.9～ 11.24

駐車場整備
114�

生産遺跡  1 古墳～平安 陶器・土師器・須恵器・瓦

24
オオツポ

大坪遺跡

コウフシヨコネチョウ

甲府市横根町443-2 19201 149 35° 39′ 06〃 138° 36′ 55″

H10.11.13
管理棟建設

50�

生産遺跡  1 古墳～平安 |   ―

25
カミガワラ

上河原遺跡

コウフシンモインダニチョウメ

甲府市下石田二丁 目220他 19201 41″ 138° 33′ 17″

Hll.1.11～ 1.1

貸店舗建設
128笛

散布地  1  平安  十   一

26
コウフジョウ

甲府城跡

ヨウフンマ,レノウチイッチョウメ

甲府市丸の内一丁目572他 19201 35° 3ヴ 46″ 138° 3r 25″

H10.12.14～
Hll.1.18

駐車場建設
66∬

城館跡  1  近世 陶磁器・瓦

コウフジョウカマチ

甲府城下町遺跡

コウフシキタグテイッチョウメ

甲府市北ロー丁 目97 19201 253 35° 40′ 02″ 138° 3■ 18″

H10.4.16～4.20

個人住宅建設
4∬

城下町  1  近世   |   ― 陶器・土師器・かわらけ 。銭貨



番
号

フリガナ フ リガ ナ コー ド
北  緯 東 経

調査期間
調査原因

所収遺跡名
所 在 地 市町村 遺跡番号 調査面積

種 別  1 主な時代  1 主な遺構 主な遺物 特記事項

28
ヨウフジョウカマチ

甲府城下町遺跡

コウフシアタゴテョウ

甲府市愛宕町66 19201 253 35° 39′ 47″ 138° 34′ 36″

1110730
個人住宅建設

2∬

城下町  1  近世   |   ―

29
コウフジョウカマチ

甲府城下町遺跡

ヨウフンキタグテイッチョウメ

甲府市北ロー丁目16 19201 253 35° 39′ 53″ 138° 3r 19″
H10.8.25～ 8.2E

個人住宅建設
ぞｍ

城下町  1  近世   |   ―

30
コウフジョウカマチ

甲府城下町遺跡

ヨウフンマ,レノウテニテョウメ

甲府市丸の内二丁目1082 19201 253 35° 39′ 48″ 138° 3τ 04″

H10831～911
個人住宅建設

8鷲

城下町  1  近世  1  井戸 陶磁器・土師器・金属製品

31
コウフジョウカマチ

甲府城下町遺跡

コウフシキタグチサンテョウメ

甲府市北口三丁 目Ⅲl
19201 253 35° 39′ 51″ 138° 3イ 30″

と111.3.12

診療所増築
2.25置

城下町 近世

32
コウフジョウカマチ

甲府城下町遺跡
甲府市丸の内一丁目226,

239,240
19201 35° 39′ 35″ 138° 3r 28″

Hll.3.18～ 3.26
道路建設

２ｍ

城下町 近世 陶磁器・土師器・かわらけ 。銭貨 。金属製品

33
ツトガワラ

外河原デクヤ遺跡

コウフンマスツボチョウ

甲府市増坪町445-5,447-1
19201 35° 38′ 01″ 138° 35′ 46″

Hll
店舗建設

4∬

散布地  1 古墳～平安 |   ―

34
ツトチュウダイ

外中代遺跡

コウフ シカワダチョウ

甲府市川田町字正里742他
19201 243 35° 38′ 57″ 138° 37′ 53″

Hll.3.1～ 3.8

共同住宅建設
２ｍ

散布地  1 古墳～平安 |   ― 陶磁器 。土師器・須恵器・土器・木製品

35
ツチジリ

土尻遺跡
甲府市下小河原町字橋詰
35-5他

19201 226 35° 37′ 39″ 138° 3r58″
Hl1 2.15-2.17

道路建設
125∬

散布地  1  中世  |   ― 陶磁器・土師器 。かわらけ

36
ナカミチニシ

中道西遺跡

甲府市岩窪町字大道西地内

他
19201 35° 40′ 38″ 138° 35′ 04″

H10.11.30～ 1222
宅地造成

250∬

散布地  1  古墳   1 溝・ピット 磁器・土師器・須恵器

37
ニシヨウチ

西耕地遺跡

コウフンオオサトチョウテナイ

甲府市大里町地内
19201 35° 37′ 20″ 138° 33′ 21″

Hll.3.1～ 3.23

区画整理事業
152∬

散布地  1 平安～中世

38
ハチマンヒガシ

八幡東遺跡

甲府市湯村三丁目16661,
1686-1

19201
Hl1 34～ 35

個人住宅建設
12�

散布地  1 弥生・古墳 十   一 陶器・土師器

つ
０

ハチマンとガシ

八幡東遺跡

コウフシチツカサンチョウメ

甲府市千塚三丁目245010 19201 35° 40′ 46″ 138° 32′ 51″

■1■3.11～ 3,17

個人住宅建設
8∬

散布地  1 弥生・古墳 1  石列 陶器・土師器 。かわらけ

フ ジ ミ

富士見遺跡

ウ

ロ角
丁勒矛

ジ
士

フ
富

ン
市ゥ聯

他
19201 35° 40′ 07″ 138° 33′ 11

Hll.29～ 2.26

共同住宅建設
60笛

散布地  1 古墳・平安 1 溝・ピット

ホンゴウ

本郷遺跡

コウフンゼンコウジサンチョウメ

甲府市善光寺三丁目1931 19201 35° 39′ 33〃 138° 35′ 47″

H101012～ 1013
個人住宅建設

4∬

散布地  1 縄文・古墳 |   ― 土師器・須恵器

ミトリガオカイッチョウメ

緑ヶ丘一丁目遺跡

コウフンミドリガオカイッチョウメ

甲府市緑が丘一丁目1013 19201 43 35° 40′ 32″ 138° 33′ 53″
H105.16

個人住宅建設
4∬

散布地  1  古墳  十   一
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43
ミドリガオカイッチョウメ

緑ヶ丘一丁目遺跡

コウフシミドリガオカニテョウメ

甲府市緑が丘二丁目1387 19201 43 35° 40′ 36〃 138° 33′ 49″

H10,9.25～ 928
個人住宅建設

4∬

散布地 古墳

44
ミトリガオカイッチョウメ

緑ヶ丘一丁 目遺跡

コウフシミドリガオカニチョウメ

甲府市緑が丘二丁目11514 19201 43 35° 40′ 36″ 138° 33′ 53″

Hll.1.29～ 2.3

個人住宅建設
10∬

散布地  1  古墳   |  ピット 土師器

45
ミドリガオカニチョウメ

緑ヶ丘二丁目遺跡

コウフンミトリガオカエチョウメ

甲府市緑が丘二丁目13-36 19201 42 35° 40′ 47″ 138° 33′ 45″

H101019～ 10.2E

会館増築
２ｍ

散布地  1 古墳～平安 |   ―

46
ミドリガオカニチョウメ

緑ヶ丘二丁目遺跡

コウフシミドリガオカニチョウメ

甲府市緑が丘二丁目8334 19201 35° 40′ 46″ 138° 33′ 50″

H101113～ 11.24

個人住宅建設
40∬

散布地  1 古墳～平安 1 溝・ピット 陶磁器・土師器・須恵器

47
ミドリガオカニチョウメ

緑ヶ丘二丁目遺跡

コウフシミドリガオカエテョウメ

甲府市緑が丘二丁目238710 19201 42 35° 40′ 49″ 138° 33′ 47″

Hl13.1～ 32
個人住宅建設

625∬

散布地  1  古墳 陶器・土師器

48
ミネモト

峰本B遺跡

甲府市屋形三丁目16001
他

19201 35° 40′ 53″ 138° 3r35″
Ell 1 25～ 129

個人住宅建設
30∬

散布地  1  近世

49
ヤマジ

山路遺跡

コウフシツカハラチョウ

甲府市塚原町8501他 19201 7 35° 41′ 27″ 3イ 41″

H109.28～ 9,30

個人住宅建設
8∬

散布地  |   ―   十   一 陶器・土器

横根セ レモニー

ホール遺跡

コウフシヨコネチョウアザオオハタ

甲府市横根町字大畑705他 19201 35° 39′ 17″ 138° 36′ 40″

H10.5.27～ 64
建物建設

56025∬
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